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プロローグ









　僕──匣はこノの木ぎ竜りゆう斗とはテルミニ駅で雷らい火か君たちとはぐれたあと、ローマ市街の裏通りをコソコソと移動していた。

　目指す先はバチカン。

　雷火君たちもそこを目指しているはずだ。

　彼らと合流するなら僕もそこへ行くしかない。

　仮にアテがはずれたら……その時は仕方がない。

　どちらにせよバチカンは最後の決戦の場になるはずだ。

　だったら、雷火君たちが来なかったとしても僕はそこへ行く。

　この、十年前から続く物語の結末を見届けるために。

「ふぅ……」

　とはいえ、さすがに生きた心ここ地ちがしない。

　ローマの空は天使に埋うめ尽つくされ、地上は煉れん獄ごくと化している。

　いや、天使だらけなら天国と呼ぶべきか？

　どちらでもいいか。

「雷火君たちは無事かなぁ」

　まぁ、僕が生きているくらいだから生きているはず。

　と、信じたい。

　所しよ詮せん、僕は脇わき役やくだ。

　主役の彼らには、それ相応の困難が待ち受けているだろう。

　おそらく、天使たちは司し令れい塔とうからの命令通りに動いているだけだ。

　きっと雷火君たちや天てん華か君たちを捜さがして殺せ、と命令されている。

　その抹まつ消しよう対象のリストに、僕の名前はたぶんない。

　あっても優先度は最低だろう。

　でなければ、ここまで生き残れているはずがない。

「……」

　それでも構わない。

　僕は自分が脇役だと知っている。

　友達を失ったあの日から、ずっと。

　それはきっと世界の命運を決める今日という日も変わらない。

　僕にできることなんてない。

　できるのは、ただ見届けることだけだ。

　そこに意味なんてない。

　ただそうしたいだけだ。

　そう、せめて、そうしたい、だけなんだ。

「はぁ……はぁ……」

　ただそれだけのためだけに、僕は必死にローマの街を走っている。

　こんな意味のないことに命を懸かけている。

　まあ、世界が滅ほろぶかもしれない日だ。

　最後くらいやりたいことをやってもいいだろう。

「……ん？」

　建物の陰かげから陰へ移動している最中、僕はふと足を止める。

　そこは……確かナヴォーナ広場だったか。

　有名な噴ふん水すいは粉々だ。

　それがここで激しい戦せん闘とうがあったのを物語っている。

　そして、その戦場跡あとの端はし──建物の入り口の陰にひと組の男女が身を潜ひそめていた。

「えーと、アリアンロッド様？」

「!?」

　僕が声をかけるとその少女──女め神がみアリアンロッドは驚おどろいた表情で振ふり返った。

「……なんだ、アンタか」

　相手が僕と分かると、彼女はホッと胸を撫なで下ろす。

　彼女と一いつ緒しよにいる少年はてっきり雷火君かと思ったが、違ちがった。

「……！」

　それどころか、その少年の胸には大きな傷と血の跡が残っていた。

　間違いなく死んでいる。

　というか……。

「その彼は、もしかしてケルト神話のルー？」

「……」

　アリアンロッドからは沈ちん黙もくが返ってきたが、それが肯こう定ていだった。

　雷火君たちの中の誰だれかとルーが戦い、彼が敗やぶれて死んだのだろう。

　そして彼女はルーの亡なき骸がらとともに、ここに残ったというわけだ。

　正しくはその亡骸は器うつわにされた生徒のものだが……その指し摘てきは彼女には無意味だろう。

　僕は胸の内で死んだ生徒に黙もく禱とうを捧ささげる。

　さて……どうしたものか？

　ルーは彼女たちケルト神話の最高神だ。

　僕も神界との通信で何度か話したことがある。

　非常に理知的で、ケルトの神々から慕したわれていた。

　その彼の死は、アリアンロッドにとって悲しい出来事だろう。

　しかし、僕はそれに共感できない。

　むしろ人間としては神の死に喝かつ采さいをあげるべきかもしれない。

　まあ、しないけど。

　かといって、慰なぐさめるのも違う気がする。

　僕が慰めたところで白々しいし。

　なら放ほうっておくか？

　……

　……

「アリアンロッド様はこのあとどうするンですか？」

　とりあえず、尋たずねてみた。

　僕の質問にアリアンロッドはのろのろと顔を上げる。

「……別に」

「このままここにいると？」

「そうね……ルー様も死んじゃったし、もう何もかもどうでもいい」

　そう言って項うな垂だれるアリアンロッド。

　神界の神々は天華君に滅ぼされた。

　当然、ケルトの神々も。

　ルーは彼女にとって最後の箍たがだったのだろう。

　あれほど人を見下していた態度はなりを潜め、もう何もかも気力を失ってしまったようだ。

「……そう言うあんたはどうするの？」

　もう喋しやべらないと思っていたアリアンロッドが、ふと僕に尋ね返してきた。

　それは最後の気き紛まぐれだったのかもしれない。

「僕は……とりあえず、バチカンに向かいます」

「あんたが？」

「はい」

「足あし手で纏まといにしかならないと思うけど？」

「ああ、いえいえ別に助けになろうとか思ってませんよ」

　僕は苦く笑しようする。

「ただ行って、最さい期ごを見届けたいだけです」

「……何で？」

「理由はありません」

「……変な人間」

　アリアンロッドは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめた。

「？」

　なぜ彼女が不ふ機き嫌げんになったのか、僕には知る由よしもなかった。

「最期を見届ける……か」

　アリアンロッドは小声で独り言を呟つぶやく。

　彼女はルーの死に顔をしばらく見つめたあと、ゆっくりと立ち上がった。

「私は銀の車輪。運命を見守る女神アリアンロッド。ルー様に託たくされた私の使命、きっと果たして参ります」

　アリアンロッドはルーの亡骸に向かってそう言うと、くるりと僕の方を振り返った。

「さあ、行くわよ人間。私をそのバチカンとやらに案内しなさい」

　以前のような上から目線に戻もどった物言いで、彼女は僕にそう命じた。

　その様変わりに呆あつ気けに取られるが。

「了りよう解かいしました。アリアンロッド様」

　流されるのが得意な僕は反射的に頷うなずいて、女神様の先導を始めた。

　まあ、彼女といれば多少は生存率が上がるか。

　ピンチになったら肉にく盾たてにされそうだけど。

「……！」

　ふと時計を見たら日付が変わっていた。

　深夜零れい時じの夜の闇やみは、あの島での夜時間を思い出させる。

　だが、闇がさらに深くなるのはこれからだ。

　たぶんこの戦いも、これからが本番なんだろう。

　そんなことを思いながら、僕はアリアンロッドとともにバチカンへ続く橋を渡わたった。








第一章　リョーマ・ブレイドブライト
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　バチカン正面。イタリア国境。

　バチカンとイタリアの国境には簡易な柵さくがあるだけだ。

　入ったらすぐ目の前に広がるのはサン・ピエトロ広場。

　中央に立つ巨きよ大だいなオベリスクの向こうにあるのが、有名なサン・ピエトロ大聖堂だ。

　大広場を囲う列れつ柱ちゆう廊ろうと聖人像を横目に大聖堂へ向けて、俺とブリュンヒルデはひた走る。

「雷らい火か。目指すのは大聖堂でいいのか？」

「ああ」

　俺が頷くと、ブリュンヒルデもそうかと頷く。

「この先はいよいよ教会の護まもりも厚くなる。警けい戒かいしろ」

「任せておけ！　雷火のことは私が護る！」

「それより自分の身を護れ。お前だけの体じゃないんだ」

「それは当然だが、私もシャルロッテも雷火の力になりたいんだ」

　釘くぎを刺さす俺にブリュンヒルデは反発する。

「忘れるな。私は雷火の剣つるぎ。私もシャルロッテもすでにお前のものだ。そして、私たちはお前に護られるだけの存在ではないぞ！」

「……！」

　だが、と言いかけて、俺は口を噤つぐんだ。

　俺にとってもう彼女たちは大切な存在だ。

　シャロ先せん輩ぱいも。

　ブリュンヒルデも。

　最悪の時は俺なんか見捨てて逃にげて欲しい。

　心の中ではそう思ったが。

　彼女たちの決意に満ちた瞳ひとみに気け圧おされた。

『──ウヒヒヒ、逞たくましい女になったもんだ』

　まったくだ。

　ならばせめて、俺も彼女たちを護ろう。

　互たがいに互いを護り抜ぬき、この戦いを終わらせる。

　改めて自身に誓ちかいを立てた──その時。

『──ほれ、早さつ速そくお出で迎むかえみたいだぜ』

「！」

　俺は空を見上げる。

　接せつ尾び語の天使たち。

　教会信者を堕おとし、量産された天使の尖せん兵ぺい。

　ローマ中に散っていた奴やつらが集まってきたのか、とんでもない数の天使が空を覆おおい尽つくしていた。

　その有り様ときたら空が二分で天使が八分といった状態だ。

　夜だというのに、天使の翼つばさが照明の光を反射して眩まぶしく感じる。

　それほどの物量。

　それほどの群団。

　おまけに天使は空だけでなく、石柱の間を抜けて四方からも俺たちを取り囲んだ。

「クソッ！」

　俺たちは止やむなく天使たちを迎げい撃げきする。

[image: ]

　天使兵の動きは鋭するどくもないが、鈍にぶくもない。

『残滓ケイオス』の力を使えば負けはしない。

　だが加減もできない。

「……っ」

　声もなく、翼の折れた天使が墜おちる。

「───！」

　墜ちてなお俺の脚あしを斬きろうとする腕うでを踏ふみ折る。

「ハアァ！」

　ブリュンヒルデの大たい剣けんが天使を叩たたき潰つぶす。

　そのまま刃やいばを返して次を。次を。次を。

　彼女の戦いを横目に、俺も別の天使を相手する。

　弾たまの消費を抑おさえるために、敵から剣を奪うばってそれで翼を斬り落とす。

　あるいは腕や脚を刺して動きを止める。

　傷を負った天使が悲鳴を上げる。

　その声は天使のものか。

　それとも器にされた人のものか。

　どちらにせよ、俺は次々と敵に悲鳴を上げさせ続ける。

　可能な限り、殺さぬように。

　だが、敵は圧あつ倒とう的な数で俺たちを囲んでいる。

　数で圧殺されないために、こちらは常に動き続けなければならない。

　立ち止まればたちまち押し潰され、殺される。

　自身の動きを止めないために、どうしても加減できない時がある。

　次の動きに繫つなげるために、一いち撃げきで相手を斬り捨てなければならない時がある。

　その時は、何度も、何度もあった。

　それでも必死に、加減したつもりだ。

　つもり、だ。

　たぶん、まだ殺していない。

　直接は。

　斬った瞬しゆん間かんは死んでいないだけ。

　斬られた後に失血死する者もいるかもしれない。

　あるいはすでに。

　それを確かく認にんする暇いとまもない。

　それが今は救いだ。

「──ッ！」

　どうしても俺たちは止まれない。

　天てん華かを止め、この第二次神話戦争アンスロポスマキアを終わらせるために。

　足を止めるわけにも、殺されるわけにもいかない……！

「雷火、キリがないぞ！」

「大聖堂を目指せ！　建物の中なら多少はマシになる！」

　バチカンを代表する建造物サン・ピエトロ大聖堂は、サン・ピエトロ広場をまっすぐ突つっ切った先にある。

　室内に入ればいくらか対処は楽になる。

　上う手まく天使を外に閉め出せればそれが一番だが……。

　ともかく、俺たちは大広場を突っ切るために走った。

　追い縋すがってくる、あるいは回り込んでくる天使たちを斃たおしながら。

「……ッ」

　たいした距きよ離りでもないのに途と轍てつもなく遠く感じる。

　どれだけ足を動かしても、一歩も進んでいる気がしない。

　視界を天使たちが埋うめ尽くして、大聖堂の屋根すら見えない所せ為いか。

　あるいは血を吸った制服が重く感じるからか……。

「雷火！」

「!?」

　一瞬の気の緩ゆるみ。

　天使の刃が太ももを抉えぐる。

　バランスが崩くずれる。

　転ぶには至らないが、動きに澱よどみが。

　そこへ敵の追撃が来る。

　瞬時に理解する。

　一撃で絶命させなければこの敵の突とつ進しんは止められない。

　肉体は反射する。

　銃じゆうを構え、敵の急所に狙ねらいを定める。

　精神は躊ちゆう躇ちよする。

　殺したくない。

　殺さなければならない。

　今いま更さらだろう。

　今までどれだけ血を浴びた。

　それでもなお心が忌き避ひする。

　全すべては一瞬。

　指に力が入る。

　引き金を引くためか。

　引こうとする指を止めるためか。

　脳の理解と精神の躊躇の二律背反を、反射で動く肉体はどう処理したのか自分でも分からない。

　しかし。

「───」

　天使たちが一いつ斉せいに動きを止めた。

　まるで糸をはずされた人形のように、突然彼らから敵意が消え去る。

　そして急に波が引くように俺たちの周囲から離はなれ始めた。

「……」

　俺は銃を握にぎって固まったまま息を吞のんだ。

　安あん堵ど半分。

　警戒半分。

　一体なぜ天使たちは動きを止めた？

　その答えは、すぐに分かった。

　天使の羽が舞まう広場の向こう側。

　大聖堂へ続く短い階段を塞ふさぐように、ひとりの男が立っていた。

　その男は静かにそこにいた。

　だが思わずたじろぐほどの鬼き気きを放っていた。

　静せい謐ひつに。

　苛か烈れつに。

　男は俺たちの行く手を塞いでいた。

　男はややだぶついた黒い服を着ていた。

　上から下まで真っ黒な影かげのようだった。

　まるで忍にん者じやのようにも見える。

　しかし、男が忍しのびではなく教会の手の者であることは明らかだった。

　今、この場にいることが、その証しよう拠こ。

　であれば、不可解なことがひとつある。

　なぜ天使たちを退ひかせたのか？

　圧倒的な数は確実に俺たちを削けずっていた。

　もし天使の群れに紛まぎれ奇き襲しゆうを受ければ致ち命めい傷しようもあり得た。

　その機会をなぜ捨てる？

「神しん仙ぜん雷火とお見受けする……」

　男が静かなよく通る声で、低く俺に問いかけてきた。

　その目はブリュンヒルデを眼中に入れていない。

　俺だけを見ている。

　俺だけに注がれている。

「……そうだ」

　俺は慎しん重ちように頷うなずく。

「……」

　男はすぐに何かを言おうとはしなかった。

　ただ距離があるのではっきりとは分からなかったが。

　強く、しかし表情には出さない程度に。

　奥歯を嚙かみ締しめているように見えた。

　男は、俺を睨にらむ。

　はじめて、その鉄てつ面めん皮ぴから感情が漏もれた。

　瞳ひとみに宿る静かな殺意。

　それが俺を射い貫ぬく。

「……！」

　人から殺意を向けられるのははじめてではない。

　だが……なんだ。

　この胃の腑ふに重くのしかかるような圧は。

　息苦しい。

　しかも、この息苦しさには覚えがある。

　目の前の男と同じ殺意を、憎ぞう悪おを、俺は知っている。

　あれは──

「俺の名はリョーマ・ブレイドブライト」

「───」

「用件は分かっているな？」

　息が詰つまった。

　心臓も止まったかもしれない。

　ブレイドブライト。

　その姓せいは聞いたことがある。

　よく知っている。

　忘れられるはずがない。

　レオン・ブレイドブライト。

　俺が殺した親友。

「──ハッ」

　無意識に息を吐はいていた。

「ハッ、ハッ」

　堰せきを切ったように、浅い呼吸を繰くり返す。

　噴ふき出た汗あせがあっという間に冷えていく。

　腹の底が冷える。

　震ふるえそうになる。

　銃を落とさないように指に力を入れる。

　手に馴な染じんだ銃じゆう把はが重い。

「……」

　そんな俺を、リョーマは黙だまって見ていた。

　寡か黙もくな父だったと、レオンが言っていたのを思い出す。

　いつも笑え顔がおを絶やさなかった親友の面おも影かげが──不意に、眼前の仏ぶつ頂ちよう面づらの男と重なった。

「っ、ッ……、、、」

　俺は吐きそうになった言葉を咄とつ嗟さに吞み込んだ。

　それは今この場で、俺が言える言葉ではない。

　言っていいことじゃない。

　俺は停止しかけていた頭を無理やり動かし、言うべき言葉を探す。

「レオンは、父親はすでに死んでいると言っていた」

　見る限り確かにリョーマは日系人だ。

　しかし、それだけで証拠になりはしない。

「お前は偽にせ者ものだ……！」

　別人が成り済ましているならどこかでボロが出る。

　俺は些さ細さいな違い和わ感かんも見み逃のがすまいとリョーマを注視した。

「……神しん罰ばつ者になった時に過去は捨てた」

　リョーマは静かに答えた。

「……！」

　レオンは前向性健けん忘ぼう症しようだった。

　新しい物事を記き憶おくできない彼は常にメモと日記をつけていた。

　そこに細工をすれば「父親は死んだ」と彼に思い込ませるのは容易たやすいだろう。

　だが……それでは……！

「なら、お前はレオンを捨てたのか!?」

　俺は堪たまらず叫さけぶ。

　レオンの過去について、俺は断だん片ぺん的にしか知らない。

　だが、彼が父親を尊敬していたことは知っている。

　父の教えを守り抜ぬいて、彼は彼の正義を貫つらぬいて……その結果。

　なのに……！

「何でレオンの傍そばにいてやらなかったんだ!?　アイツにはお父前親が必要だったはずだ！」

　リョーマは神罰者になれるほどの実力者だ。

　教会暗部にも通じているなら、ローラシア島で行われていたことも知っていたはず。

　彼がレオンの傍にいれば、あんなことにはならなかったかもしれない。

「俺が神罰者になったのは息子むすこを護まもるためだ」

「何……？」

「誰かが神に抗わなければ、この世界は滅んでいた」

「……！」

　確かに、そうだ。

　神罰者とは神を殺す者。

　なぜなら神々は人類を殺す天災だからだ。

　奴やつらがほんの少し気き紛まぐれを起こしただけで、アッサリと人は死ぬ。

　一週間前に天華が神界を滅ほろぼすまで、この世界はずっとそういう状じよう況きようだったのだ。

　いや、新生神話同盟がもたらした被ひ害がいを考えたら、今も状況は変わらない。

　神を最後の一柱ひとりまで死し滅めつさせない限り、人類に安息はない。

　そんな危あやうい世界を護るためにリョーマは神罰者となった。

　たとえそれがレオンを置き去りにする選せん択たく肢しであったとしても。

　息子の生きる世界を滅ぼさせないために、彼は修しゆ羅らの道を選んだのだ。

「……っ」

　もはや俺の中からリョーマを偽者と疑う心は失うせていた。

　いや、最初から疑ってなどいなかったのかもしれない。

　彼とレオンの面影が重なった瞬しゆん間かんから……。

　彼の静かな言動が、その想おもいをより確信に変えていく。

「神仙雷火」

　リョーマは冷たく俺の目を射い竦すくめる。

「お前は世界でも救うつもりでここへ来たのかもしれないが、それは大きな間ま違ちがいだ」

「!?」

「真聖教会こそが、世界を救う」

「何だと……」

　教会の目的は『遺骸レリツク』と『残滓ケイオス』を揃そろえ、『唯ゆい一いつ神しん』を復活させること。

　確かにその力の使い途みちは不明だった。

　だが俺や天華が受けた仕打ちを思えば、その用よう途とはロクなものではないと思っていた。

　だから『遺骸レリツク』を破は壊かいしに来たのだ。

　しかし、目の前の男が噓うそをついているようにも見えない。

　リョーマはやはり表情を変えず、俺を睨み据すえて。

「神を殺し、邪じや魔ま者ものを排はい除じよし、善悪の隔へだてなく人類を救済する。それが我々の目的──だが、お前だけは俺が殺す」

　ストレートな殺害予告。

　リョーマはわずかに腰こしを落とす。

「……っ」

　俺も応じて銃を構えるが、自分でも手が震えるのが分かった。

　レオンの父親に銃口を向ける。

　そのたったひとつの行こう為いだけで腹の底が冷える。

　天使の時以上の過大なストレス。

　心にかかる負ふ荷かが全身を麻ま痺ひさせる。

　この銃で、また。

　また、殺すのか？

　今度は父親を？

　俺が。

「雷火！」

「!?」

　ブリュンヒルデの声で正気を取り戻もどす。

　瞬まばたきの間に、リョーマは眼前に踏ふみ込んでいた。

　彼は声も発さず手刀で突ついてきた。

「───」

　呼吸も忘れ、体を捻ひねる。

「…ギッ！」

　ギリギリのところで躱かわすが、制服ごと腹の肉が刮こそげた。

　まるでヤスリか鋸のこぎりを押し当てられたかのような有り様。

　おそらくはリョーマの拳けん足そくは魔ま力りよくの棘とげで覆おおわれているのだろう。

　その魔力の棘に引っかけられると、今のように肉も防ぼう御ぎよも削けずり取られる。

　魔術ではないが、ただの徒と手しゆ空くう拳けんでもない。

　これがリョーマの戦せん闘とうスタイルか。

「グッ！」

　追つい撃げきの手刀を払はらった手首が裂さけた。

　防御が意味をなさない。

　俺の専門は銃術。

　同じ神罰者の接近戦の専門家スペシヤリストが相手では練度に差がある。

　防御できないなら躱すしかないが、それも厳しい。

　クリーンヒットこそ避さけるが、確実にダメージが蓄ちく積せきされていく。

　テルミニ駅の襲しゆう撃げきから続く連戦。

　ルーという難敵を退しりぞけ、さらにここでリョーマという門番が現れた。

　目前の大聖堂が近くて遠い。

『──おーおー、さすがレオンの血筋。強つえぇなこのオッサン！』

　バロールは観戦を愉たのしんでいる。

　こいつ、ここしばらく何の役にも立ってないな。

　おそらくリョーマもサリエルの護ご符ふを隠かくし持っている以上、魔眼で支配することも不可能。

　なら、もはや己おのれの実力でここを突とつ破ぱする以外に手段がないのだが……。

「……っ」

　引き金が重い。

　無言で俺を殺そうとするその顔。

　どうしてもレオンとダブる。

　あの時の彼も。

　瞳ひとみに殺意を滾たぎらせて、無言で俺を殺そうとしていた……！

「ぐっ、うっ」

　とにかく接近されてしまったのがマズい。

　接近戦には死角が多い。

　見えるのは精々相手の上半身まで。

　腰の動きである程度は読めるが、細かい足あし捌さばきに関しては経験則で補うしかない。

　だが相手の駆かけ引きは俺より巧たくみだ。

　筋肉の使い方で重心を偽ぎ装そうし、こちらの読みをはずしに来る。

　さらに視線誘導フエイントまで織り交ぜ、俺の死角を広げようとしてくる。

　彼の拳は一見地味だが、腹に突き込まれれば内臓までズタズタにされる一撃必殺。

　攻せめは堅けん実じつ一手でありながら技わざの冴さえは達人級。

　師し匠しようとは異なる人技の極きわみ。

　ともかく、接近戦はダメだ。

　このままではいずれクリーンヒットを貰もらう。

　何とか引き剝はがさなければ……！

「雷火！」

　ブリュンヒルデが俺とリョーマの間に大たい剣けんを振ふり下ろす。

「……」

　リョーマは容易く躱す。

　石いし畳だたみが砕くだき割れる。

　その破は片へんを縫ぬうように、リョーマの拳が繰くり出された。

「クッ！」

　狙ねらわれたブリュンヒルデは手しゆ甲こうでその拳を受ける。

　手甲で魔力の棘は防げたが、重い拳で彼女は後ろへ数歩後退させられた。

　そこへ天使たちが群がる。

「二度とソイツを近づけるな」

　リョーマの指示を受け、天使たちは戦いくさ乙おと女めに殺さつ到とうする。

「雷火ぁ！」

　ブリュンヒルデの声も、天使の群団の奥へ消えていく。

　だが一瞬。

　ひと呼吸の間だけ、リョーマが俺から離はなれた。

「ッ！」

　俺はリョーマの脚あしを狙い、引き金を引く。

　しかし、それをリョーマは軸じく足あしをズラして躱した。

　それでもわずかに足止めには成功する。

　その隙すきに俺はさらに後退。

　間合いを広げる。

　ミドルレンジの戦闘なら俺の領分。

　集中して脚を狙い撃うち、リョーマを近寄らせない。

　その間にブリュンヒルデとの合流を目もく論ろむ。

　が、天使たちに遮さえぎられて上う手まくいかない。

　天使群は確実に俺とブリュンヒルデを遠ざけていく。

　一方、リョーマも絶ぜつ妙みようなポジショニングで、俺の進路を限定してくる。

　合流は絶望的だ。

『──調子悪いなライカ』

（うるさい、今は黙だまってろ）

『──そんなにあの男は戦やりづらいか？』

（どの口がそんなことをほざく!?）

　そもそも誰だれが原因で俺とレオンが殺し合ったか忘れたのか!?

　リョーマと戦いづらいかだと？

　そんなのツラいに決まってる。

　裂けた手首より刮げた腹より胸が痛い。

　殺さない攻こう撃げきで自分を誤ご魔ま化かしているが、どうしたって引き金を引くタイミングがコンマ数秒遅おくれる。

　こんな体ていたらくでこの場を突破できるわけがない。

　しかし、しなければ……しなければならないのは、頭では分かってる。

　だけど……！

『──ハンッ。人間ってのは面めん倒どうだねぇ』

　バロールはおもしろがるように呟つぶやく。

『──こんな時だってのに、オッサンの復ふく讐しゆう劇につき合ってる暇ひまあンのか？』

（……）

　確かに今は非常事態だ。

　今は第二次神話戦争アンスロポスマキアの真っ最中。

　その渦か中ちゆうにわずかな仲間とともに乗り込んで。

　教会が秘ひ匿とくする『遺骸レリツク』の破は壊かいを目論み。

　俺は最愛の妹を救うために命を賭としている。

　だが。

（確かに今は妹を救うために戦っている最中だ。だが、だから〝今は見み逃のがせ〟とか〝赦ゆるせ〟とか宣のたまうのは、ただの強きよう迫はくだ）

　俺が何を背負ってるかとか、何のために戦っているかなんて、リョーマには関係ないことだ。

　それにリョーマの行動はやや独断専行にも見える。

『残滓ケイオス』を持つ俺を、教会は確実に確保したいはずだ。

　なら彼ひとりで迎げい撃げきなどさせないだろう。

　今も俺と一対一に拘こだわり、天使に手出しさせようとしない。

　彼は息子むすこの仇かたき討うちのためにここにいる。

　それだけ自分の手で俺を殺したいのだ。

　──仇討ちとは己の気を晴らすもの。

　損得ではなく、ただただそうしたい。

　俺を殺したくて仕方がない。

　そう願っている男を。

　たかが言葉でどうやったら説得できる？

　できやしない。

　それは俺が一番よく分かってる。

『──ならどうする？　まあ、逃にげるのも一手か』

　この場を離り脱だつし、改めて『遺骸レリツク』を探す。

　それも一案だ。

　だがはたしてリョーマがここから逃がしてくれるか？

　それに……。

　先さき程ほど、リョーマの行動がやや独断専行に見えると評したが。

　別の角度から見れば、彼は大聖堂の入り口を護まもっていたようにも見えた。

　サン・ピエトロ大聖堂。

　バチカンの象しよう徴ちよう。

　世界最大の聖堂であり、同時に世界最大の聖域でもある。

『唯ゆい一いつ神しんの遺骸レリツク』の安置所として、ここ以上の最適解はない。

　あえてブラフに用いられる可能性もゼロではないが、間ま違ちがいなく最優先で確かく認にんすべき場所だ。

　目の前の難敵を理由に逃げるわけにはいかない。

　では──ならばどうする？

　どうやってリョーマを止める。

　どうすれば彼は止まる。

　……

　……

　……嗚あ呼あ。

　違う。

　きっと違う。

　逃げるとか。

　止めるとか。

　いい加減、現実から目を逸そらすのをやめろ。

　問われるべきは、リョーマを止める方法じゃない。

　本当に問われるべきなのは──。




「なぁにやってるのさ、おにーちゃん」




　──その時、声が。

「「[image: ]」」

　そして、白昼の稲いな妻ずまが大広場へと降り注いだ。

　神の雷いかずちがリョーマを吞のみ込む。

　俺の目の前で、彼の黒衣が白光の中に消えた。

　それから、まるでついでの如ごとく、広場にいた天使たちが悉ことごとく撃うち落とされる。

　全すべては一瞬。

　一瞬後には、ただ黒こく炭たんと焼けた肉の臭においが周囲には漂ただよっていた。

「ぁ……」

　地に伏ふした黒炭……リョーマだった物を見て、喉のどの奥から声にならない声が漏もれた。

「あーあー、本当におにーちゃんはあたしがいないとダメだなー」

　呆ぼう然ぜんとする俺の頭上から、再び声が──天華の声が降ってくる。

　俺が遅おくればせながら見上げると、ちょうど傘かさを広げた妹が地上に降りてくるところだった。

「天華……」

「ヤッホー、一週間ぶりー」

　天華は軽い調子で俺に話しかけてくる。

「……」

「あれれ？　おかしいな。おにーちゃんからの熱い再会のハグがないぞー」

「……」

「もうっ、少しはノッてよおにーちゃん」

　無反応の俺に、天華は頰ほおを膨ふくらませる。

　まるで何事もなかったかのように。

　ローラシア島であったことも。

　新生神話同盟が人々を虐ぎやく殺さつしたことも。

　たった今リョーマや天使たちを殺したことも。

　全部、何でもないように、彼女の声こわ音ねはいつも通りだった。

「神仙天華！　雷火から離れろ！」

　と、その時ブリュンヒルデが現れ、天華に大たい剣けんを突つきつける。
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「あれ？　生きてたんだ」

「死んでたまるか！」

　激げき昂こうするブリュンヒルデだが、その鎧よろいは所々煤すすけていた。

　あの稲妻の嵐あらしを何とか生き残ったらしい。

「まあいいや」

　天華は興味なさげにブリュンヒルデから視線をはずす。

　そして、どこか冷たい目で俺を見る。

「ところでおにーちゃんさー」

「……何だ？」

「さっき、本気で戦ってなかったよね？」

　天華は後ろに転がるリョーマの死体を傘の先せん端たんで示す。

「体力温存のつもり？　妹の贔ひい屓き目めに見ても加減できる相手に見えなかったけど？」

　いつの間にかその口調は、問い詰つめるものとなっていた。

　気がつけば表情も不ふ機き嫌げんになっている。

「加減してたわけじゃない……」

「なら何？」

　歯切れの悪い俺の答え方に、天華はますます不機嫌を露あらわにする。

「アレ、おにーちゃんに復讐しようとしてたんだよね？」

「……」

「本気で抵てい抗こうしなかったってことは、もしかして殺されるつもりだったわけ？」

「それは違」

「何で？　復讐は悪いことなんじゃないの？　だからおにーちゃんはアタシを止めたんじゃなかったわけ？」

「……！」

　不機嫌の原因を知り、俺は得心がいく。

　三ヶ月前、俺は天華と敵対し、彼女の復讐を止めた。

　なのになぜリョーマは止めないのかと、そう言いたいのだ天華は。

「俺は復讐が悪いことだと言った覚えはない」

「……そうだっけ？」

「ああ」

　最初から、そして今でもそんなことは思っていない。

　それが正当な動機に基もとづくなら、復讐は正しい行いだ。

　自分の子を殺された親が仇かたきを討うつのを咎とがめる人はいない。

　悪を殺すことを人は正義と呼ぶ。

　それは一寸の狂くるいもない真実だ。

　しかし、俺の物言いに天華は口くち許もとを軽くヒクつかせる。

「何それ？　じゃあ復ふく讐しゆうしても気が晴れるだけとか何とか……アタシにしたあのお説教は何だったの？」

「それは……」

　その問いかけに、俺はチクリと棘とげが刺ささったような痛みを覚えた。

　あの日、あの死し闘とうの最さ中なか。

　復讐と決別し、俺が天華に向けて叫さけんだ一言一句。

　その何もかも、全然、１ミリも伝わっていなかったのだ。

　嗚呼、でもそうだろう。

　ついさっきリョーマを止められる言葉を何も持たなかった男が。

　どうして、容易たやすく妹の心を動かせるだろう。

「俺はお前に……天華に幸せになって貰もらいたいからだ」

　ただ今は、繰くり返すことしかできない。

「その復讐が正しい行いだとしても、復讐をすれば、誰かを殺せば、必ず今度は自分が恨うらまれる番になる」

　悪人を殺して咎められる正義などない。

　だが、悪人の仲間からは恨まれるだろう。

　それが新たな復讐を生む。

　復讐が、復讐を生む。

　恨みは延々と連れん鎖さする。

　憎ぞう悪おが尽つきることはない。

　もし、尽きぬ憎にくしみを消し去る方法があるとすれば、それは。

「だから、誰かが赦さなきゃ、復讐は永遠に終わらない。それだけが唯一、怨えん嗟さの渦うずから逃げ出す方法だ」

「……ハッ！　意味ワカんない！」

　天華は嘲あざけるように口角を吊つり上げた。

「赦ゆるせ？　逃げ出す？　どうしてアタシがそんなことしなくちゃいけないの？」

　天華は苛いら立だちも露わにアイギスの傘から紫し電でんを奔はしらせる。

「誰かを殺したら今度はアタシが恨まれる番？　いいよ、そんなこと言える奴やつらがいるなら皆みんなみんなブッ殺せば解決するじゃない」

「……」

「大体さ、復讐しても気が晴れるだけって──それのどこが悪いの？」

「……悪くはないさ」

「当たり前だよ!!」

　天華は自分の胸を拳こぶしで強く叩たたく。

　握にぎり締しめた拳から、爪つめが食い込んで血が滴したたり、彼女のドレスを汚よごす。

「じゃなきゃさ……ッ、このッ、アタシの胸にずっとズッと引っかかってる、なんだか嫌で厭で、気持ちの悪い、鉛みたいな感情はどこにやればいいのさ！」

　天華の拳が、今度は俺の胸むな板いたに、ドンッ、と叩きつけられた。

　痛い。

　小さな拳から妹の感情が流れ込んでくるように、鈍にぶい痛みが胸の奥にまで染しみ込んだ。

「このままじゃ、こんなの抱かかえたままじゃ、アタシはどこにも進めないんだよ！　何か楽しいことがあっても、フッとそれを思い出すと、そこで全部台無しになる！」

　天華の言うことは俺にも分かる。

　憎悪はそう簡単に消えてくれない。

　どれほど楽しく穏おだやかな日常を手に入れても。

　ふと過去を思い出すだけで、目の前のことが一気に色いろ褪あせる。

　そういう感覚を、この十年間俺も何度も味わった。

「この恨みと憎しみを晴らさない限り、あたしは絶対に幸せになんかなれない……！」

　天華は俺の胸倉を摑つかむ。

　そのまま顔をグイッと引きずり下ろされる。

　妹の顔が目の前に。

　キスするような距きよ離りで、俺は妹の瞳ひとみと間近で向き合った。

「おにーちゃんもさ、あたしと同じだよね？」

　昏くらい瞳だった。

「アタシたちがアイツらにされたことを思い出してよ？　あんな日々を、地じ獄ごくを、赦せる奴なんていないでしょう？」

　底無しの恨みの塊かたまりが闇やみとなって広がって、覗のぞき込む俺を吞み込もうとしていた。

「何であたしたちが、被ひ害がい者しやが、やられた側が、赦すなんて理り不ふ尽じんを強しいられるの？　そんなのを良しとできる人間なんて、この世にいるの？」

　天華の言い分はいちいち尤もつともだった。

　赦すという行こう為いは尊いかもしれないが、理不尽の極きわみだ。

　悪人が自動的に全員苦しんで死ぬ世界であれば、こんな理不尽は生まれなかった。

　そうであればきっとよかった。

　だが。

「……生きることが理不尽なのは今に始まったことじゃない。ずっと昔からそうだった」

　神々が現れる前も、世界は理不尽に満ちていた。

　俺たちのように、あるいは俺たちよりも悲ひ惨さんな人生もあっただろう。

　それはもはや否定のしようもない。

　だから。

「俺たちにできるのは、選ぶことだけだ」

　憎悪の道を往ゆき、復讐とともに生きるのか。

　理不尽を吞のみ、別の幸せを探すのか。

　どちらが正しいなんてことはない。

　妹が間ま違ちがっているから、それを正したいわけじゃない。

　俺が正しいから、妹を止めようとしているわけじゃない。

　これはただ愚おろかな兄が、妹に自分と同じ道を歩いて欲しいと願っているだけだ。

「……おにーちゃんはいい子だなぁ」

　天華は俺を皮肉るように嗤わらう。

　妹は俺の制服から手を離はなす。

「───」

　その時、ようやく気づいた。

　天華の後ろで……黒い影かげがゆっくりと立ち上がろうとしていることに。

「でも、アタシとか後ろのオジサンは悪い子みたいだね」

「……」

　黒い影──稲いな妻ずまに撃うたれて死んだと思っていたリョーマが、ゆらりと幽ゆう鬼きのように立ち上がった。

　全身はボロボロ。

　立っていることが、いや、生きていることすら不思議な大おお火傷やけど。

　しかしてその眼めは。

「───」

　一いつ片ぺんの折れることなき殺意を宿し、先さき程ほどと同じく真っ直すぐに俺を睨にらみ据すえていた。

「アッハハハ」

　くるりと天華は俺に背を向ける。

　それからアイギスの傘かさの先せん端たんをゆっくりと持ち上げた。

「もうおにーちゃんの言うことはよく分かんないから、あたしがさっさと殺しちゃうよ。どうせおにーちゃんじゃコイツ殺せないでしょ？」

「……」

　哄こう笑しようする天華を前に、リョーマは微び動どうだにしない。

　だが、彼は身体操作で出血を止め、静かに戦せん闘とう機能を回復させていた。

　神しん罰ばつ者は壊こわれてなお、死ぬまで戦える訓練を受けている。

　元通りとはいかずとも、あと数十秒もあれば動けるようになるだろう。

　無論、天華の稲妻はそれよりも速い。

　このまま眺ながめていれば、きっと俺は手を汚さずに済むだろう。

　が。

　俺は天華の持つ傘を後ろから押さえつける。

「何？」

「天華は、いや、ブリュンヒルデも手を出すな」

「雷火……」

「俺がやるべきだ」

　俺はふたりを背に、リョーマの前へ出る。

　回復中の彼を待つ間、俺は使用済みのマガジンを捨て、新たなマガジンを装そう塡てんする。

「手ぇ出すなって言うけどさー、おにーちゃん殺されそうになったらアタシがそいつ殺すよ？」

　背後から、天華が呆あきれ気味の声こわ音ねで言ってくる。

　俺がリョーマを斃たおせなくても、彼女が殺す。

　何がどうなっても、リョーマには死の結末しかない。

　そういう茶々を悪意たっぷりに入れてくる。

　だが。

「……」

「……」

　俺もリョーマも天華の声など聞いちゃいなかった。

　ただ相手のことしか見ていなかった。

　たとえ天華が邪じや魔まをしようと、リョーマは俺を殺すつもりだ。

　俺もだ。

　リョーマは俺が斃す。

　俺が覚かく悟ごを決めない所せ為いで、天華の横よこ槍やりを許してしまった。

　これ以上は妹に何もさせない。

　決着は俺たちの手でつける。

「「───」」

　俺たちはお互たがいの呼吸が合うと同時に地を蹴けった。

　もう出し惜おしまない。

　俺は脳のリミッターをはずす。

　一本一本の神経の反射速度を上げる。

　全身の筋きん繊せん維いが千切れても構わない。

　魔眼など使わずとも、俺の動体視力は極限まで鍛きたえ上げられている。

『残滓ケイオス』の力も使う。

　経験で劣おとろうとも、俺の全すべてをぶつける。

　それが唯ゆい一いつのけじめだ。

「ッ！」

　キィンッ！

　胴どう体たいを狙ねらった銃じゆう弾だんがリョーマの腕うでに弾はじかれる。

　服の下に手しゆ甲こうを隠かくしていたか？

　先手を防いだリョーマはそのままこちらへ踏ふみ込んでくる。

　深いっ!?

　リョーマの頭頂部が俺の顎あごの下にある。

　ピッタリと密着した状態で、俺からは何も手が出せない。

　そしてそのまま。

　ズンッ!!

「ぐふっ……！」

　寸すん勁けい。

　密着状態からの打だ撃げきが腹を撃ち抜ぬく。

　ブチブチブチ!!

「ぐあぁ！」

　さらに魔力の棘とげが制服を突つき破り、腹の肉を抉えぐった。

『残滓ケイオス』の防護がなければ臓物をブチ撒まけていたかもしれない。

　だが手で腹を押さえる暇ひまはない。

　この両手は銃の引き金を引くのに使う……！

　ドンッ、と銃弾を肩かたに受けてリョーマがよろめく。

　吹ふっ飛ばされながら俺が反撃するとは思わなかったようだ。

「ぐ……！」

　腹部から血を撒き散らしながら、靴くつ底ぞこを石いし畳だたみに擦こすらせてブレーキをかける。

　顔を上げた瞬しゆん間かん、再びリョーマと目が合う。

「啞あ亞あァ！」

「……」

　同時に、再度距離を詰つめる。

　走りながら血管を収縮させて出血を止めた。

　近づきながらリョーマに発はつ砲ぽうするが容易たやすく躱かわされる。

　構わない。ただの牽けん制せいだ。

　俺は足裏に『残滓ケイオス』を集中し、大きく踏み込む。

　奇き襲しゆう。

　一気に間合いを詰めながら、すぐさま姿勢を下げる。

　相手の視界から消えるような地を這はう下段蹴り。

　転ばせた瞬間に撃つ。

　そのつもりで本気でリョーマの軸じく足あしを刈かった──はずだった。

「!?」

　手て応ごたえ、いや、足応えがない。

　俺の蹴りは空を切っていた。

　スカを喰くらった俺は、背後に殺気を感じた。

「ッ」

　蹴りの勢いのまま体を投げ出し、前転から起き上がる。

　振ふり返ると同時に、リョーマの拳こぶしが脇わき腹ばらを抉った。

「っ、、、!?」

　悲鳴を喉のど奥おくで堪こらえ、すぐに防ぼう御ぎよに移行する。

　しかし体勢を立て直すまでに四度躱しそびれた。

　徐じよ々じよにダメージが蓄ちく積せきしていく。

（おい、さっきリョーマが消えたのはなぜか分かるか!?）

『──お？　戦闘中に質問とは珍めずらしい』

（さっき一瞬だが左目に疼うずきがあった）

　魔眼が察知した違い和わ感かん。

　正面にいたはずのリョーマが背後に現れた矛む盾じゆん。

　さすがにあれは体術の範はん疇ちゆうを超こえている。

　ならばトリックがあるはず。

　そして、この手の詐さ術じゆつには身に覚えがごまんとあった。

『──ウヒヒヒ、お察しの通りさっきのあれは幻まぼろしだ』

（やはり天使の能力か）

　リョーマも教会側の神罰者のひとり。

　であれば、天使を堕おろしている可能性は高い。

『──せっかくだ、俺サマにも教えろよ。ライカはあいつが堕ろした天使に心当たりがあるのか？』

（おそらく幻げん視しの天使レミエルだろう）

　──大天使レミエル。

　七大天使のひとりにして「神の慈じ悲ひ」という名を持つ者。

　他の天使と混同されることが多いレミエルは多くの機能を持つ。

　その中のひとつが幻視。

　文字通り相手の目に幻を映す力だ。

　レミエルは神のメッセンジャーであり、本来幻視の機能は信徒に神の意思を伝えるために使われるものだ。

　リョーマはそれを戦闘に用いている。

「……」

　リョーマが分身した。

　忍にん術じゆつじゃない。

　幻の囮デコイ。

　なるほど。自分がされる側になるとこの上なく厄やつ介かいだ。

　しかも。

「……」

「……？」

　天華とブリュンヒルデのあの無反応。

　あのふたりも幻に囚とらわれていると見ていい。

　幻視は幻象の魔眼と違ちがって音までは誤ご魔ま化かせないが、タイミングさえ合わせれば互ご角かくの戦いを演じているように騙だますことはできる。

　もちろん、俺が真実を叫さけべば簡単に破れる詐術だ。

　無論、やらないが。

「がぁっ！」

　背後から風の塊かたまりをぶつけられ、派手に吹き飛ぶ。

　今のは……魔ま術じゆつ？

　魔力の棘と体術の組み合わせだけかと思っていたが、別に魔術が使えないわけじゃないのか。

　リョーマは奥の手を一気に解放してきた。

　このまま決着をつける気だ。

「がっ！　ぁぐ！」

　車に轢ひかれたような衝しよう撃げきが四方八方から襲おそいかかり、俺はゴム鞠まりのように何度も吹き飛ぶ。

　──あの時とまるで逆さか様さまだ。

　幻で相手の視界を盗ぬすみ、別方向から不意打ちを喰らわせる。

　俺が、レオンを殺した時に使った戦法だ。

　意い趣しゆ返がえしなのだろうか？

　どうだろうか？

　そんな考えが一瞬頭を過よぎったが、すぐに思考の彼方かなたへ追いやった。

「……」

　リョーマの魔術によるものか、周囲には先さき程ほどから暴風が吹き荒あれている。

　時折飛来する風ふう弾だんは着実に俺の体力を削けずっていく。

　だが、あの時あの状じよう況きようとは一点異なることがある。

　それは風弾に俺を殺傷するだけの威い力りよくがないことだ。

　一いつ般ぱん人なら充じゆう分ぶん死ぬが、同じ神しん罰ばつ者で『残滓ケイオス』を持つ俺を殺し得うるものではない。

　それでも撃うち続ければいずれ優位に立てる。

　だが長期戦になれば天華がレミエルの幻視に気づくリスクが高まる。

　であれば、リョーマは必ず俺に接近するはずだ。

　俺に致ち命めいの一撃を加えるにはそれしかない。

　となれば風弾はブラフ。

　本命は吹き荒れる暴風により、気配と足音を消すこと。

「……」

　俺は両りよう腕うでをダランと下ろす。

　引き金に指こそかけているが、全身から力を抜いた。

　目を閉じる。

　どうせ瞳ひとみに映るのは幻だ。

　それよりも視覚を遮しや断だんし、全身の感覚に集中する。

　リョーマの気配を読むのは容易くない。

　だが、呼吸は計れるはずだ。

　俺の体力をどこまで削るか。

　天華介かい入にゆうのリスクをどこまで引きつけるか。

　リョーマ自身の体力の問題。

　全すべてを差し引き、導き出されるリョーマが俺を殺すに絶好のタイミングを逆算する。

「───！」

　全身の筋肉に力を入れ、『残滓ケイオス』で極限まで防御力を高める。

　直後に風弾を被ひ弾だんするが、今度は吹き飛ばされない。

　ここだ──ッ！

　リョーマは風弾で体勢を崩くずしたところを仕留めるつもりだったはず。

　今なら確実に彼は一足で詰められる距きよ離りにいる。

「ッ！」

　体で風弾を受け止めた俺はそのまま石畳に向けて銃じゆう弾だんを撃ち込んだ。

『残滓ケイオス』が込こめられた弾丸は石畳を貫つらぬき、地中で爆はぜる。

　地面が爆ばく発はつし、俺の体が宙へと浮うき上がる。

　同時に大量に舞まい上がる石せき片へんと砂さ礫れき。

「～～～ッ」

　浮ふ遊ゆう感かんを腹の底で感じながら、俺は聴ちよう覚かくに全神経を注いでいた。

　幻視で音は誤魔化せない。

　舞い落ちる砂礫の反射音。

　石畳に落ちる硬こう質しつな音。

　そこに混じる肉の音。

「！」

　俺は目を見開き、着地と同時に走り出す。

　勝機は一瞬。

　砂礫の音がリョーマの居場所を教えてくれるこの時しかない。

「……ッ！」

　暴風が土つち煙けむりを吹き飛ばす。

　開けた視界の先に、リョーマが待ち受けていた。

　俺の銃じゆう撃げきか。

　リョーマのカウンターか。

　先に届いた方が間ま違ちがいなく相手を殺す。

　一瞬が遠い。

　音が消える。

　リョーマの姿が、この上なくよく見えた。

　レオンの赤あか髪がみと違って、リョーマの髪は黒かった。

　赤は母親の遺伝か。

　だが髪質は父親似に見えた。

　レオンの柔にゆう和わな笑え顔がおと目元は母親寄りだったのかもしれない。

　だが顔立ちは父親から受け継ついだようだ。

　こんな時に、そんなことばかりに目がいく。

　これから殺そうという相手から。

　かつての親友の面おも影かげを探している。

　この、この男を。

　また。

　また殺すのか。

「ッッッ」

　俺は銃口をリョーマからはずした。

　あさっての方向に銃を向ける。

　当然、そんなことでリョーマは拳こぶしを止めない。

　彼に躊ちゆう躇ちよする理由はない。

　拳が目前へと迫せまる。

　当たれば、確実に脳を破は壊かいされるだろう。

　レオンのように。

　俺は避さけない。

　避けられない。




　そして、彼の必殺の拳が俺の顔面を撃ち貫ぬき──すり抜ける。




　カウンターを取ろうとしていたリョーマの姿が消える。

　レミエルの幻げん視し。

　幻まぼろしだ。

　最後の最後で、心の間かん隙げきを突つく必殺の幻視。

　直前でそれに気づいた俺は銃口をはずし、本当は真横に立っていたリョーマの頭の高さに狙ねらいを変えたのだ。

「……」

　リョーマは額に銃口を当てられ、微び動どうだにしなかった。

　いかに彼といえど躱かわせない距離だ。

「……なぜ俺に気づいた」

「……血けつ臭しゆう」

　幻視で音以外にもうひとつ誤魔化せないもの、それは嗅きゆう覚かく。

　さっき撃った肩かたから流れた血が、彼の本当の居場所を教えてくれた。

「……」

　納なつ得とくしたのかどうか知らないが、リョーマはそれ以上何も言わなかった。

「……」

　本当は、もうひとつ経験則からくる理由がある。

　最後の最後で幻を使って敵を騙だます。

　俺も昔使ったのだ。

　レオンを殺した時に。

「……」

　リョーマはただ俺を睨にらんでいた。

　一いつ瞬しゆんのまばたきもせずに。

　憎にくしみを込めて。

　殺意を込めて。

　勝敗が決しても、まだ俺を殺すことを諦あきらめていない。

「……」

『──ウヒヒヒ』

　魔神が嗤わらう。

　すでに勝敗は決した。

　だが決着はついていない。

　俺は奥歯が嚙かみ砕くだけるほど嚙み締しめた。

　覚かく悟ごはさっき決めたはずだった。

　それでもなお苦しかった。

　殺したくない。

　殺したくない。

　殺さずに済むならそうしたい。

　だが、俺が殺さなければ天華が彼を殺すだろう。

　降こう伏ふくを促うながすか？

　リョーマがそれを受ける男か？

　否いな。

　それどころか俺が降伏を促そうものなら、逆に彼はその俺の弱い心を衝ついて、ここからでも状況を逆転してみせるだろう。

　それだけの凄すご味みが彼にはある。

　いや、そもそも。

　リョーマの余命はあと幾いく許ばくある？

『雷霆ケラウノス』の一撃は間違いなく致ち命めい傷しようだった。

　彼の命を支えているのは、俺への殺意だけだ。

　俺を殺せないなら、彼は今すぐにでも死ぬ。

　なら、残された選せん択たく肢しは何だ？

　リョーマがこのまま力ちから尽つきるのを待つか？

　それとも俺がリョーマに殺されてやるか？

　あるいはリョーマが死ぬ前に誰だれかが彼を殺すか？

　それは誰だ？

　天華か？

　ブリュンヒルデか？

　否。

「……」

　さっき天華に言った言葉が全部跳はね返ってくる。

　この理り不ふ尽じんな世界で俺たちにできるのは選択だけだ。

　だが選択肢に必ずしも正解があるわけじゃない。

　選ぶのを先延ばしにできるわけでもない。

　たとえ、どんなに酷こく薄はくな選択肢しか用意されていなかったとしても。

　俺は何かを選ばなければならない。

　何も選ばないのは、一番愚おろかなことだから。

　だから、俺は選んだ。

　たとえそれが悪でも。

　たとえ相手がレオンの父親だろうと。

　彼を斃たおし。

『遺骸レリツク』を破壊すると。

　俺は自分の妹と仲間を選び。

　リョーマを殺すことを選んだ。

「……最さい期ごに言い遺のこすことはあるか？」

　俺は尋たずねる。

　どんな恨うらみ言ごとでも一生背負うつもりだった。

　しかし。

「……レオンは最期に何か言っていたか？」

　逆にリョーマに尋ね返された。

　息子むすこの最期の言葉を。

　もちろん、覚えている。

　だが、この状じよう況きようで言うのはまるで皮肉のようだった。

　けれど、正直に答えることにした。

「レオンは……俺に生きてくれと言っていた」

「……」

　リョーマは何も言わなかった。

　憤いきどおりもせず、最後まで無表情を貫つらぬいた。

　何かに納得した顔じゃない。

　息子の言葉に免めんじて、俺を赦ゆるしたわけじゃない。

　単に、俺に負けたことと、己おのれの死を、ただ受け止めただけの顔だった。

　その潔いさぎよさに、俺は歯を食い縛しばって堪たえ。

　銃の引き金を、、、、引いた。




　　　　２




「……」

　まだ銃声の残ざん響きようが耳に残っている。

　引き金にかけた指が重い。

　倒たおれ伏ふすリョーマの死体から目を背そむけてしまいそうだ。

「……」

　別の道はなかったのだろうか？

　殺さずに済むやり方は。

　たぶん、それはあった。

　少なくとも俺が殺されることを受け容いれれば、リョーマを殺さずに済んだ。

　あの日、レオンが俺を殺さずに殺されたように。

　なら話し合えばよかったか？

　そんなことができた状況か？

　俺は莫ば迦か莫ば迦かしく益やく体たいもない後こう悔かいを、頭かぶりを振ふって振り払はらう。

　ただリョーマの死に様を胸に刻んだ。

　自分のしたことを決して忘れないために。

　震ふるえそうになる拳を握にぎり締める。

「お疲つかれーおにーちゃん」

　そこへ天華が傘かさを振りながら明るい調子でやってくる。

「あーあー、ボロボロだねー。今からこんなんで大だい丈じよう夫ぶ？」

「支障ない」

　俺は短く答える。

　その強がりを聞いて、天華はクスクスと笑った。

「結局殺しちゃったね」

「……」

「このオジサンは最期までおにーちゃんを赦してくれなかったね」

「……」

「ね？　これが現実なんだよ」

　天華は俯うつむく俺の顔を下から覗のぞき込んでくる。

「自分が殺すか相手が殺すか。どちらが滅ほろぶか滅ぼされるか、それ以外に、復ふく讐しゆうを終わらせる方法なんてない」

　それはきっと違ちがう。

　本当はもっと別の手段があったはずだ。

　ただ俺にそれを成し遂とげる力が足りなかった。

　だから、今は何を言っても俺の言葉に説得力なんてない。

「……いい加減にしろ。神仙天華」

「ん？」

　ブリュンヒルデの押し殺した声に、天華が首を傾かたむけながら振り向く。

「なぜそんなに雷火のことを追い詰つめようとする？」

「えー、あたしがー？」

　天華はかわいらしく頰ほおに指を当てた。

　その挑ちよう発はつに、ブリュンヒルデの剣けんを持つ手が震える。

「雷火が本当にその男を殺したかったと思ってるのか？　殺す以外に何もできなかったことに、雷火がどれほど苦しんでいるか分からないのか!?」

「へぇー、殺したことに苦しんでれば何でも赦されるの？」

　天華は皮肉げに口の端はしを歪ゆがめる。

「じゃあ天華ちゃんも苦しんでるよー。たくさん人を殺してツラいなー、おにーちゃんに意地悪するのも心苦しいなー」

「お前ッ！」

「アハハッ、ンなわけないじゃん」

　自分の胸むな倉ぐらを摑つかもうとしたブリュンヒルデの手を払い、天華は嗤う。

「加害者が何をしたところで、やられた側は相手のやったことを赦さないよ。莫迦莫迦しい！」

　そう言って、やはり天華は俺を見る。

　俺に詰め寄る。

　妹の手が俺の手を取る。

「でも、いーじゃん。あたしもおにーちゃんも、もうとっくに人殺しだよ。どうせ赦されないなら、あたしたちを責める奴やつらがいなくなるまで殺して、殺して、殺し尽つくせばいいよ」

「……天華」

「あたしたちはみんなを赦さない。みんなもあたしたちを赦さない。それでおあいこだよ」

　俺は言うべき言葉を探す。

　だが、どれも天華を納なつ得とくさせるに足る説得力がなかった。

　これは感情の話だ。

　理を説いても意味がない。

　彼女の胸に残る鉛なまりのような感情。

　それを取り除けるだけのものが、俺にはない。

「いい加減にしろ神仙天華！」

　代わりに、ブリュンヒルデが再び声を荒あららげる。

「……」

　天華は冷めた目で、面めん倒どう臭くさそうにブリュンヒルデを無視した。

「おい！」

「もういい。やめろブリュンヒルデ」

　俺はふたりの口論を止める。

「グズグズしていたらまた天使たちに襲おそわれる。その前に、大聖堂に入るぞ」

「……分かった」

　ブリュンヒルデは渋しぶ々しぶと頷うなずく。

　天華も特に異論はないようで、俺たちについてくるつもりのようだ。

　おそらく、『残滓ケイオス』を持つ俺の傍そばにいたいのだろう。

　必要となればいつでも利用できるように。

「……」

　俺の目的は天華を救うことだ。

　彼女を教会や新生神話同盟の他の神々から護まもるためにここまで来た。

　なら、このまま妹を攫さらって戦場から離り脱だつしてもよいのではないか？

　……いや。

　おそらく敵はどこまでも俺たち兄きよう妹だいを追ってくる。

　天華も決して俺の言うことなど聞かないだろう。

　この世に『残滓ケイオス』と『遺骸レリツク』がある限り。

　やはりそのふたつを破は壊かいし、『唯ゆい一いつ神しんの権能』を永遠に復活できないようにする以外、この戦争を止める手立てなどないのだろう。

　なら、このまま進むしかない。

　そうして俺たち三人はサン・ピエトロ大聖堂の中へと入っていった。








第二章　神戦乱らん舞ぶ









　　　　１




　ローマ。アドリアーノ公園。

　聖天カステル・サ使城ンタンジエロをのぞむ美しい公園は戦場となっていた。

　いや、今から戦場と化すのだ。

　余──オシリスと宿敵アメン・ラーの決戦の場に。

「メジェド。撃うち落とせ」

　余の命に従い、不可視の神が光線で闇やみを払う。

　悪あしき魂たましいを一いつ瞬しゆんで焼き尽くす一いち撃げきだが。

「フンッ、当たるかそんなもの」

　ラーの乗る太陽の舟ふねに弾はじかれ、軽々と霧む散さんさせられてしまう。

「チッ」

　太陽相手に光で攻こう撃げきしても無意味か。

「もうよい、メジェド。以後は神しん霊れい柩きゆうの護りに専念せよ」

　不ふ朽きゆう不ふ滅めつの神しん霊れい柩きゆう。

　生半可な攻撃で傷つく代しろ物ものではないとはいえ、アメン・ラーの落ケ陽ペはラ嘆・かネずブ、・曙エ光ルを・讃ジえエよルであれば破壊は可能。

　ゆえに、神しん霊れい柩きゆうはメジェドに不可視化させ、そのまま護らせるのが最善だ。

　神しん霊れい柩きゆうさえ破壊されなければ何度でも復活できるのだから。

　だが、生あい憎にくとそれだけで勝てる状じよう況きようでもない。

　なにしろ敵はラーばかりではないのだ。

「！」

　突とつ然ぜん、稲いな妻ずまが降り注ぐ。

「アヌビス！」

　目を眩くらませながら余はアヌビスを喚よぶ。

「……っ」

　視力が回復した時、アヌビスは女の細ほそ腕うでを受け止めていた。

　その女の名はイザナミ。

　日本神話の地母神にして冥めい界かい神しん。

　死に類する権能を持つためアヌビスに触ふれても死なない。

　それどころか奴には神をあの世に縫ぬい止める権能がある。

　つまりあの女の手によって殺されてしまった場合、余は二度と地上に這はい出ること能あたわぬ身にされてしまうだろう。

「邪じや魔まな犬ころね」

　イザナミがぼそりと呟つぶやくと、その胸から紫し電でんが迸ほとばしる。

「！」

　アヌビスは咄とつ嗟さにイザナミから離はなれる。

　それから余を抱かかえてさらに大きく後退、二柱ふたりから距きよ離りを取る。

「雷かみなりを操あやつる権能か？」

「……」

　イザナミは答えない。

　だがその体からは今も雷らい電でんがバチバチと鳴っていた。

　頭。胸。腹。股また座ぐら。両手両足。

　その数は８本。

　小さいが、おそらくあれは雷神だ。

　八はち柱にんの雷神を奴は従えている。

　威い力りよくはゼウスの『雷霆ケラウノス』ほどではないが、その分小回りが利きく。

　謂いわば意思ある雷のようなものだ。

　なかなかに厄やつ介かいだ。

「ほうれ、下ばかり気にしている場合か？」

「!?」

　上へ気を向けた瞬しゆん間かん、ラーの生み出した火球が降ってきた。

　ほんのボール大の火球。

　それが３つ。

　あれを避さけるだけなら簡単だろう。

「……チッ」

　だが余は避けることを諦あきらめる。

　３つの太陽は地表付近で破は裂れつした。

　凄すさまじい轟ごう音おんと熱が一瞬で余の肉体を蒸発させる。

　爆ばく発はつの被ひ害がいはそれだけに留とどまらない。

　公園の木々と地表を吹ふき飛ばし。

　近くにあった城の城じよう壁へきは爆風を浴びて崩くずれ落ち。

　川を流れていた水は蒸発して川底が見えた。

　橋向こうの家々がいくつも薙なぎ倒たおされ、街があっという間に真っ平らになる。

　件くだんのバチカンとやらは結界でも張っていたのか無事のようだが。

　あっという間に、ここらは廃はい墟きよの街となった。

　落ケ陽ペはラ嘆・かネずブ、・曙エ光ルを・讃ジえエよル。

　太陽の生死を操あやつる『レガリア』。

　國崎アポロンのように運行を司つかさどるだけではなく。

　ケツァルコアトルのように太陽を墜おとすだけではない。

　奴やつは太陽の熱核融合エネルギーを自在に出し入れできる。

　パワーの一点において、奴に優まさる神はエジプト神話に存在しない。

　それだけで偉えらぶられるのは業ごう腹はらだが。

　容易たやすい敵でないことは認めざるを得ない。

「ふんっ」

　再生を終えた余は神しん霊れい柩きゆうから飛び出す。

「……チッ」

　余の復活に気づいたラーが舌打ち。

　あわよくばメジェドと神しん霊れい柩きゆうごと蒸発させるつもりだったのだろう。

　しかし不可視神のメジェドに攻撃を当てるのは運ゲーだ。

　当然、余が神しん霊れい柩きゆうを出ると同時にメジェドは再び雲くも隠がくれする。

「言ったであろう。貴ラ様ーの攻撃で余は死なぬ」

　余にとって敵のパワーの多た寡かはさして問題ではない。

　だが。

「ハッ、だがキサマに儂わしを殺す手立てはない」

　そう。

　まさにそれが問題だ。

　余の『レガリア』は無敵だ。

　だが余自身に攻撃手段が乏とぼしい。

　メジェドの光線はラーに届かず。

　アヌビスは太陽の舟に乗る奴に追いつけず。

　罪科を裁くアメミットは根本的に相あい性しようが悪い。

　余の最大の攻撃は神しん冥めい裁さい判ばんだが、あれには長い準備期間がいる。

　さて、どうするか……。

「嗚あ呼あ、しぶとい」

　その時、イザナミが鬱うつ陶とうしそうに長いため息を吐つく。

　プラズマの防護膜まくで灼しやく熱ねつの嵐あらしを凌しのいだらしく、その身には傷ひとつない。

　そんな奴は余を見下すように睨にらんでくる。

「あなたたちの因いん縁ねんなんて私にはどうでもいいの。だから、早く死んで。死んで、消えて、私を煩わずらわせないで。私にはやることがあるの」

「……」

　小生意気な口だ。

　だが実のところ奴の方がラーよりも厄介だ。

　奴に従う八はち柱にんの雷神はメジェドの光線を容易く捻ねじ曲げ。

　アヌビスの権能は冥界神である奴に効かず。

　アメミットの牙きばはやはり雷神に阻はばまれる。

　それでいてイザナミは余を斃たおす手段を持つ。

　さすがの余も額に冷ひや汗あせが流れる。

　敵がラーだけであれば、不死に物言わせて死ぬまで削けずり殺すこともできただろうに。

　まさかあの爺じじいがここまでなりふり構わないとは読み違ちがえた。

　奴が自身のプライドを切り売りしてまで、他者の協力を取りつけるなど。

　その一点において、余は奴に後おくれを取ったことになる。

　そこは素す直なおに認めよう。

　しかし、事前の準備で後れを取ったままで戦いくさに勝ち目などない。

　せめて余もイザナミを抑おさえられる手て駒ごまを揃そろえる必要がある。

　しかしそれをどこから捻ひねり出したものか……。

「主あるじ殿どのでもいてくれればな」

　だが生あい憎にくと主殿はここにいない。

　ほかの奴らもバラバラだ。

　まあ、ひとりでラーに戦いを仕し掛かけたのは余なのだが。

　自じ業ごう自得ではあるが、それは別によい。

「さっさと死になさい」

　イザナミが雷神たちを飛ばしながら己おのれも突とつ進しんしてくる。

　その手に矛ほこが顕あらわれる。

　一見するだけで異様な圧を感じるその矛。

　おそらくあれがあの女の『レガリア』だろう。

「チッ……！」

　この上さらに謎なぞの『レガリア』か。

　確実に勝ちの目が減っていく。

　いや、もはやそれはゼロか？

　アヌビスが、アメミットが、雷神に焼かれて蹴け散ちらされる。

　さらに余は後退しようとするが、その逃にげ道みちをラーの太陽の舟ふねが阻んだ。

「……っ」

　余は戦士ではない。

　咄嗟の刹せつ那なに判断を下せず、逃げ足が一いつ瞬しゆん止まる。

　その隙すきをイザナミに詰つめられた。

「死ね」

「……！」

　余は死なぬ。

　だがイザナミの権能によって、余は地上へ戻もどれなくなるだろう。

　そうなれば余は何もできなくなる。

　それは。

　それは──。

　生死の境で引き延ばされた時間は、余の奥底から何か言葉にならぬ言葉を引っ張り出そうとした。

　だが、結局それが形になることはなかった。

　その前に──




　──ガギンッ!!




　余とイザナミの間に割って入った剣つるぎが、矛の切っ先を受け止めたからだ。

「貴様……」

　余を護まもった女は、櫛くし鉈なだ姫ひめ子こ。

　主殿の麾き下かのひとりだ。

「ハアァ！」

　姫子は剣を振ふり、イザナミと矛を退しりぞける。

「エミリーさん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……ああ、仔し細さいない」

　余はまだ呆あつ気けに取られていた。

「どうして貴様がここにいる？」

「え？」

　余の疑問に、姫子は驚おどろいたように振り返った。

「だって、さっき凄すごい爆発があって……来てみたらエミリーさんが危なかったから」

「つまり貴様は余を助けに参ったと？」

「まあ、そうなる、かな？」

「……」

　何だ、この。

　妙みように慣れない感覚は。

「なぜ貴様が余を助ける？」

　同じ主殿に従っているとはいえ、余とこやつは大して会話したこともなければ、これといった利害関係も発生していない。

　姫子には余を助ける理由がない。

　そう思っていた。

　しかし、姫子は、

「それは、だって、仲間でしょ？」

　と、しどろもどろに答えた。

「───」

　それはまったく考えてもいないことだった。

　仲間？

　余が仲間だと？

　そんな理由で余を助けたのか。

　余にとって仲間とは、即すなわち駒こま。

　駒とは王のために使われるものだ。

　この場合、我らの主殿である神しん仙ぜん雷らい火かのために。

　駒が別の駒のために動くなど。

　しかも姫子のような未熟者が余を助けるために来たとは……。

　以前の余であれば、そのようなもの不ふ遜そんのひと言で片づけていただろう。

　しかし、今の余は人間エミリーと魂たましいが混じり合った状態。

　この胸に生ずる感情はそれゆえのものか。

　まったく不思議なものだが、否定するものでもない。

　これも含ふくめ、これが今の余という存在なのだから。

「……ククッ、まさか余が誰だれかに助けられるとはな」

「エミリーさん？」

「大義であった、櫛鉈姫子。よく余の危地に馳はせ参じた」

　余は笑い、姫子と背中を合わせる。

　そうして姫子はイザナミと。

　余はラーと対たい峙じする。

　突とつ然ぜんの姫子の乱入に警けい戒かいしていた向こうも、それを見て戦せん闘とう態勢を取った。

　互たがいが互いの敵と睨み合う。

　戦闘に入る前の膠こう着ちやく状じよう態たいの中、余は小さく笑う。

「確か、貴様はそこの女と因縁があったな」

「え、あ、うん」

「そやつは余に刃は向むかった逆ぎやく賊ぞく。本来であれば余自ら討うち滅ほろぼすところだが、特別に貴様に譲ゆずってやる」
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「えっと……うん！　ボクはそのために来たんだ」

　姫子は若じやつ干かん戸と惑まどっていたが、最後にはしっかりと頷うなずいた。

　その雰ふん囲い気きはまるで初うい々ういしい。

　熟達の戦士には程ほど遠とおい。

　であれば、余が導いてやるとするか。

「姫子。耳を貸せ」

「え？」

「今から余が策を授さずける……──」

　余は背中合わせのまま、小声で手短に策を伝えた。

「……!?」

　その策に姫子が動どう揺ようするのが背中越ごしに伝わってくる。

「案ずるな」

　姫子に対し、余は請うけ合ってやる。

「余に任せておけば全すべて上う手まくいく」

「……うん！　分かった！」

　それが合図だった。

　姫子は余から背中を離はなし、イザナミへと突進していく。

　さて……。

「目もく論ろ見みがはずれたな、ラー。結局は余と一対一だ」

「……ハッ、望むところよ。やはりキサマは儂わし自ら焼き尽つくしてやる運命らしい」

　ラーは笑いながら太陽の舟を浮ふ上じようさせる。

　空からであれば一方的に戦えると思っているのだろう。

　まあよい。

　それは奴やつが余を警戒している証しよう拠こ。

　この時点ですでに奴は余の策に嵌はまりつつある。

「ふぅ……」

　余は深く息を吸う。

　それから、また小さく笑う。

「なあ、おい、アメン・ラーよ」

「何だ？」

「実のところな、この力を余は使うつもりがなかった。なにしろとんでもなく気に食わないからな」

　それこそラーとイザナミに追い詰められた状じよう況きようでも、これを使おうとは微み塵じんも思っていなかった。

　だが今は使う気になっている。

　あの姫子のために。

　いや。

　仲間のために。

「───」

　瞬しゆん間かん、余の神性に変化が顕あらわれる。

　余の纏まとう神かむ衣いが有り様を変えていく。

　姿形も変わる。

　それは余の、オシリスという神格そのものが変じるということ。

「何だ……その姿は？」

　この姿はラーも見たことがないはず。

　奴は警戒心も剝むき出しに、余を見下ろしている。

「これはな、所謂いわゆる〝習合〟という奴だ」

　神話とは時代とともに変化する。

　余とラーの属するエジプト神話も、その歴史の中で幾いく度ども姿を変えた。

　神話が変わる原因は様々だ。

　文化の進展。

　王朝の興亡。

　権力の変へん遷せん。

　そして。

「我らがエジプトは、後の世においてローマなる国の支配を受けた時期がある。その時、ローマの神々が我らと交わったのだ」

　とある神話が、別の神話と交ざること。

　これを「習合」というらしい。

「この姿はな、余オシリスとプタハ神の化け身しんたる聖せい牛ぎゆうアピス、それにギリシャ神話のゼウスやハーデスが混じり合った容かたちだ」

　他ほかにもエジプト神話の豊ほう穣じよう神ミンや、ギリシャ神話の医術神アスクレピオスなども含まれる。

　無論、取り込まれたのはあくまで要素。

　ゼウスの神格がそのまま余の中に入ってくるわけではない。

　だが他の神と交じったことで容は元と大きく異なる。

「今の余の神名はセラピス。もはや余の手の内は貴様の既き知ちの埒らち外がいにあると思え」

　エジプトにおいて生命は「肉体アクト」「影シユウ」「名レ前ン」「魂バー」「精カ神ー」の５つの要素からなる。

　死して冥めい界かいの主あるじとなった余は「肉体」が欠損した存在として描えがかれていた。

　だがセラピスと化した余は五要素の全てが揃そろった完全体である。

　結果、姿形は元よりあらゆるステータスに変化が現れる。

　我らは長年のライバル。

　ゆえに互いの権能をよく知る関係だった。

　しかし、もはや奴には余がどんな力を持つか見当もつかないだろう。

「キサマ……ふざけるな！」

　ラーの声は怒いかりで震ふるえていた。

　余に優位に立たれたからではない。

　奴は侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで余を見下ろす。

「他の神話の神と交わり、別の神格を得ただと……？　それが仮にも栄はえあるヘリオポリス九きゆう柱ちゆう神しんのとるべき姿か？」

　ラーの怒りはよく分かる。

　神とはその在り方が全て。

　その否定は己おのれの否定。

　ほんの数分前まで、余も同じ考えだったからだ。

　だが、もう違ちがう。

「爺じじいは考え方も古いな」

　余はあえて失しつ笑しようを以もつて応じた。

「貴様らに勝つために余はこの姿となった。これが今の余の在り方だ」

　余は上空のラーに「かかってこい」とジェスチャーで挑ちよう発はつする。

　もう言葉は不要だ。

　我らは長年の決着をつけるため、再び戦いの火ひ蓋ぶたを切った。
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　アドリアーノ公園・東側。

　エミリーさんとラーが戦う反対側。

　ボク──櫛鉈姫子はイザナミと対峙していた。

　背後からは激しい戦闘音が響ひびいてくる。

　さっきボクに策を授けてくれたエミリーさんは大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　それにここへ来る前に別れたマリアさんのことも……。

「……っ！」

　ボクはブンブンと頭かぶりを振ふる。

　仲間のことはもちろん心配だけど。

　今は、今だけは目の前のことに集中しよう。

「ボクのお姉ちゃんを返して……！」

　イザナミ……ボクのお姉ちゃんの体を奪うばった日本神話の神。

　こうして向かい合うだけで、ふつふつと怒りが湧わいてくる。

　かつての雷火の気持ちが少しだけ分かった気がする。

　はじめて見た時は呆ぼう然ぜんとしてしまったけれど。

　今は赦ゆるせないという気持ちが大半だ。

「……」

　イザナミはジッとこちらを見てくる。

　その冷たい視線。

　そんな目をお姉ちゃんはしなかった。

　だからこそ確信できる。

　あの中にいるのはお姉ちゃんじゃない。

　憎にくい憎い神様なんだと……！

「……ああ」

　イザナミはふと納なつ得とくがいったような声を漏もらす。

「この前から何なのかと思っていたけど、あなたこの器うつわの妹なのね」

　今いま更さら、イザナミはそんなことを言う。

「言われてみればこの器と似てるわ」

「そうだよ……ッ！　だから、返せ！」

「……」

　イザナミはまたこちらをジッと見る。

　が、ふと。

　その口くち許もとが、ニィ、と吊つり上がった。

「……！」

　それは厭いやらしい笑えみだった。

　淫いん靡びという意味ではなく。

　人の不幸を笑う顔。

　悪意が滲にじむ微び笑しよう。

　お姉ちゃんが絶対に浮うかべないもの。

「そうかそうか、これはいいわ」

「な、何がいいんだよ！」

　ボクはたじろぎながら叫さけぶ。

　イザナミはそれをおもしろがるように、さらに笑った。

「私がこの姿であることが、それだけであなたの苦しみになるのでしょう？　それはまったくもって愉ゆ快かいだわ」

「ハァ？」

「あなた、イザナギの子でしょう？　そうでしょう？」

　イザナギの子──日本人と言いたいらしい。

「……」

　ボクは無言で小さく頷うなずく。

　すると、イザナミはアハハと笑って。

「なら、沢たく山さん苦しめないとね」

「……」

「あの人の子らはひとり残らず丹たん念ねんに丁てい寧ねいに、肉も爪つめも骨も頭も臓物もよくよく叩たたいて潰つぶして刻まないとだものね」

「……」

「さてさてあなたはどうしましょうか。叩き殺しましょうか潰し殺しましょうか刻み殺しましょうか……ああ、でも、そうね」

　イザナミは手にした矛ほこをブンッと振るう。

「あなた、この矛はどんな物か知っていて？」

「えっ？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、ボクは戸と惑まどう。

　雷火なら即そく座ざに答えられただろうけど、生あい憎にくとボクはその矛が何なのかまるで分からなかった。

　だがイザナミは端はなからボクの答えなど待たずに。

「これは天あま之の沼ぬ矛ぼこ。天地創造に用いられた神かみ代よの祭具。大地を生み、自在に形作ることができる。そして、それ以外の物に突つき刺させば、忽たちまちの内にドロドロの泥どろのように蕩とかしてしまうでしょうね」

「ドロドロの泥に……」

　なら、人の体に刺せばどうなってしまうのか。

　想像したボクはぶるりと身み震ぶるいする。

　それをイザナミはやはり愉たのしそうに眺ながめていた。

「安心をして？　あなたは簡単に殺さないわ」

　悦えつ楽らくに火ほ照てるような微笑ほほえみで、イザナミは言う。

「この身、この顔にいたぶられることは、あなたにとって最大の苦痛でしょう？」

　イザナミは舌した舐なめずりをすると、眷けん属ぞくの雷らい神じんを呼び出し、矛を構える。

「たっぷりと苦しめてから殺してあげますからね」

「……！」

　最低最悪の女め神がみだ。コイツ。

　その仕草。

　その表情。

　その声こわ音ね。

　全すべて全て癇かんに障さわる。

　ボクのお姉ちゃんを穢けがされている。

　けど、でも、ボクにお姉ちゃんの体を傷つけることなんてできない……ッ！

　たとえお姉ちゃんがすでに死んでいるとしても。

　イザナミはそれを全部分かった上で言っているのだ。

　一方的に、ボクを嬲なぶり殺すと。

　そして、ボクから手出しできない以上、それは可能なことだ。

「……ッ」

　けど事前にこうなると分かっていたとしても。

　きっとボクはここへ来ただろう。

　お姉ちゃんと対たい峙じするのは。

　お姉ちゃんを助けるのは。

　それは、ボクの役目だ。

　こればかりは雷火にだって譲ゆずれない。

　大事な、大事な、ボクのすべきことだ。

　それに、スサノオとも約束した。

　自分の大切なものは自分で護まもると。

　そのためにボクはここまで来たんだ。

「もうそれ以上、お姉ちゃんの顔で喋しやべるな外げ道どう」

　だから、何度だって言う。

「お姉ちゃんは返して貰もらう。ボクの全てを懸かけて奪とり返してみせる！」
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　ローマ。テルミニ駅。

　巨きよ大だいな駅は現在、私──鹿しし金がね涙るい々るいの『レガリア』フォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でんへと置ち換かんされていた。

　が。

「ガアアアアアアアア!!」

　その天てん井じようが、無む惨ざんにも突き破られる。

　神界の神造物がいとも容易たやすく。

　その破は壊かいを為なしたのは一匹ぴきの怪かい物ぶつ。

　それは漆しつ黒こくの天使のようであり、黒い獣けもののようだ。

「……ッ」

　だけれど、天井を破られた程度ならまだ『レガリア』は機能する。

「取り囲みなさい！」

　私は英えい霊れいたちに指示する。

　だが二重の意味でそれは無意味だった。

　まず私の英霊たちはその全てが百ひやく戦せん錬れん磨ま。

　万ばん夫ぷ不ふ当とうの英霊に、戦士でもない私の指示など必要ない。

　そんなものなくても彼らの一挙手一投足が最善の戦法だ。

　そして。

「ゴアアアアアアアア!!」

　敵はその上をいく。

　鉤かぎ爪づめのようなものが振るわれる度たび、名めい剣けん名めい槍そうが断たち切られる。

　異い形ぎようの翼つばさが羽ばたく度、英霊たちが薙なぎ倒たおされる。

　正面から挑いどんだ英霊が頭から囓かじられ、上半身をなくす。

　足の腱けんを斬きろうとした英霊が逆に踏ふみ潰される。

　怪物の長い尾おは常に英霊の誰だれかを絞しめ殺し。

　その爪と牙きばは数多あまたを屠ほふり。

　黒い体毛に覆おおわれた肉体は、あらゆるこちらの攻こう撃げきを跳はね返していた。

「……っ」

　どういうことなの……？

　私の英霊たちがまるで歯が立たない。

　千倍の敵を、ドラゴンを、あらゆる怪物を斃たおすのが英霊であるのに。

　いや、それを為したからこそ彼らは人の身から英霊となったのだ。

　なのになぜここまで攻撃が通じないの？

　一体なぜ……？

「……」

　私は疑問をいったん脇わきに置く。

　怪物が斃せないなら、それを操あやつる術者を狙ねらう。

　私は鷹たかの羽は衣ごろもを纏まとって宙へと舞まい上がり、あの長身瘦そう軀くの男を捜さがした。

　男はすぐ見つかった。

「黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ」

　私は黄おう金ごん剣けんを生み出し、射出する。

　だが直前で察知されたようで、男は剣の雨を後ろへ跳とんで避さけた。

「あン？　チッ、まだ手間取らせる気かテメェ」

「生憎と簡単な女じゃないからね、私」

　あとしつこい。

　適当な軽口の応おう酬しゆうをしつつ、攻撃の手は休めない。

　英霊もそうだが、私の武器は物量だ。

　無から黄金を生成し、無限の弾だん幕まくを降らす。

　赤妖精の首飾りブリーシンガメンがもたらす無む尽じん蔵ぞうの魔ま力りよくブーストがあればこその戦術だ。

「チッ、鬱うつ陶とうしい」

　男は苛いら立だたしそうに舌打ちする。

　しかし、さすがというべきか、よく躱かわす。

　頭上からの黄金剣。

　不意打ちで背後から生み出した刃やいば。

　左右から斬りかかる英霊。

　どれもを紙かみ一ひと重えで避けている。

「！」

　横合いから怪物の尾に殴なぐり飛ばされた。

「カハッ！」

　ギリギリで防ぼう御ぎよするが、勢いで宮殿の壁かべに叩きつけられる。

　そのまま床ゆかへと落下した。

　スッゴく痛い。

　でも立たないと……。

「もういい加減死んでくれよクソアマ」

　怪物に折られた宮殿の柱の上に立ち、男が苛々した声で言った。

「……女をイカせるのは男の役目じゃない？　女に勝手にイケなんて、自分のテクニックに自信がないのかしら？」

「下品な淫いん売ばいが」

　即そく答とうされた。

　挑ちよう発はつにも乗ってこないか。

　言動に反して冷静な男らしい。

　思ってたよりいい男なのかもね……。

「テメェに勝ち目なんて最初からねェんだよ」

　男は親指で怪物を指差す。

「終末の獣アバドンは奈な落らくの主あるじにして神しん罰ばつの怪物。英雄や神に殺されるためにいる神話の怪物とは性質が異なる」

「───」

　神話には多くの怪物が登場する。

　奴やつらは世界に害なす大いなる災さい厄やく──であると同時に、斃されるべき象しよう徴ちようとして用意された贄にえとしての側面を持つ。

　神の偉い業ぎようを示すために。

　英雄の功績を讃たたえるために。

　怪物とは必ず斃される宿命を持つ。

　が。

　あのアバドンは斃されるべき怪物ではないようだ。

　それは神罰を執しつ行こうする断罪者たれば。

　エミリーの従える神しん獣じゆうアメミットに近いものがある。

　だが性能が桁けた違ちがいだ。

　それこそ本当に北ほく欧おう神話のスルトのように。

　世界の終しゆう焉えんを告げる者には抗あらがえない。

　私にオーディンやトール並の武勇があれば、相あい討うち程度には持ち込めたかもしれないけれど。

　生あい憎にくと私にその力はない。

「終しまいだ」

「ゴアアアアアアアア!!」

　男の声に従うように、怪物アバドンが太い腕うでを振ふり下ろす。

　それはまるで神の鉄てつ槌つい。

「……」

　私は薄うつすらと目を閉じかける。

　できればもう少し粘ねばりたかったけれど。

　どうにも歯が立たなかった。

　ひとりで残るのは無茶だったかな。

　雷火たちと一いつ緒しよに戦うべきだったかも。

　まあ、今いま更さら言っても仕方がない。

　せめてこの稼かせいだ時間で、雷火たちが事を為せるように祈いのるだけだ。

　そうして、私は全すべてを諦あきらめようとしたが──




　──その時、ひと筋の光が降り注いだ。




　いや、ひと筋というには、それはあまりに大きな光だったか。

「燦然たるポイボスチ太陽戦車ヤリオツツ！」

　國くに崎さきの『レガリア』が、私を叩たたき潰つぶそうとしたアバドンの胸に直ちよく撃げきする。

「ギャアアアアアア!!」

　さすがの怪物もこれは応こたえたらしく、悲鳴を上げて倒れた。

　太陽の一撃を喰くらって原形があるだけで充じゆう分ぶん恐おそろしいが、それでも確実にダメージは入ったようだ。

「よーう涙々ちゃん！　お待たせ！」

　怪物に一撃を与あたえた國崎は明るい声で私に話しかけてきた。

　そのいつもの調子に、なぜかホッとさせられる。

「……本当に待ったわよ。女を待たせるなんて、國崎はホントダメね」

「えぇー!?　これでも飛ばしてきたんだぜ!?」

　私の軽口に、國崎は大おお袈げ裟さに右みぎ肩かたを竦すくめる。

　左ひだり腕うでは動いていなかった。

　天馬を手た繰ぐる手た綱づなも右手だけで握にぎっている。

　ボロボロの制服も、額の乾かわいた血も、彼が潜くぐり抜ぬけた戦いの壮そう絶ぜつさを物語っていた。

「あのサミュエルって美形はどうしたのよ？」

「あー……分かんない」

「はい？」

「ちょっとこりゃ勝てないと思って、死んだフリして海に落ちて逃にげた」

　國崎は気まずそうに頰ほおを搔かく。

　逃げたって……まあ、死ぬよりはマシか。

　そこで死んでたら、こうして私を助けにも来られなかったわけだし。

「って、それはいいとして。じゃあ結局サミュエルはどうしたのよ？」

「まあその内アイツもバチカンここに来るんじゃねぇの？　俺は遠回りでここまで来たから、もう着いてるかもしれねーけど」

「アンタよく遠回りしてこの辺の地理分かったわね」

「いやあの、俺この辺ほぼ地元だぜ？」

「あーそういえば」

　ギリシャ神話とローマ神話ってほぼ親しん戚せきみたいなものだったわね。

「……チッ、サミュエルの野や郎ろうしくじったのか」

　國崎の登場に敵が舌打ちする。

　その背後で、先さき程ほど倒たおされた怪かい物ぶつが起き上がった。

　だがこちらも蹴け散ちらされていた英えい霊れいの軍勢が陣じん形けいを整えたところだ。

　形勢逆転とまではいかないけれど、國崎のおかげで状じよう況きようは五ご分ぶに近くなった。

「あのデカいのは國崎に任すわ」

「ほいほい」

　國崎は頷うなずいて手綱を振るい、太陽戦車を浮うき上がらせる。

　あの怪物を相手にするのに必要なのは純じゆん粋すいなパワー。

　それに神罰を担になう獣けものとて、太陽はその埒らち外がいだろう。

　彼の『レガリア』ならアバドンとも充分渡わたり合える。

「さてさて待たせたわね。こっからが本番よ」

「チッ、売女ばいたが調子に乗りやがって」

　男は苛々した様子で私を睨にらんでくる。

「数揃そろえた程度で俺に勝てると思い上がってんじゃねぇぞ」

　そう言った男の周囲に不意に変化が生じる。

　それは羽音だった。

　虫の羽が奏かなでる不快な音。

　気がつけばそれは男の周囲を舞っていた。

　それは一見、蝗いなごに見えたが、明らかに違ちがった。

　馬の胴どう体たい。

　蠍さそりの尾お。

　そして金の冠かんむりまでかぶっている。

　異形の蝗の群れはやがて黒い雲うん霞かとなり、男の姿を覆おおい隠かくした。

「アバドンとは蝗の王。蠍の毒を持つ蝗の群れアポリユオンは地上を覆い、罪人に死さえ許さぬ激痛を五ヶ月間与え続けるという」

　男の声が羽音の奥から届く。

「俺は教会の拷問官にして神罰者ドミトリ・マックウェル」

　男──ドミトリは最後通告のように言った。

「神だろうが人だろうが、俺の前では等しく無様な悲鳴を上げる豚ぶただ。肉と苦痛を纏まとったことを地じ獄ごくの底まで後こう悔かいしろ」

「ふふっ、言うじゃない」

　死し霊りよう兵へいの軍団と戦ったことはあるけど、今度は虫の群れとはね。

　でも数対数なら私たちの本領。

「虫ごときで斃たおせると思うなら斃してみなさい。その時は、ＳＭでも何でもアンタ好みのプレイにつき合ってあげる」

「……」

　ドミトリからの返事はなかった。

　私の誘さそいは却きやつ下かされたらしい。

　けれど戦せん端たんは開かれる。

「───」

「───」

　私と英霊の軍勢は蝗の群れに向かって突とつ撃げきを開始した。
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　バチカン。サン・ピエトロ大聖堂。

　リョーマを斃した俺たちは屋根のある大聖堂の中に侵しん入にゆうしていた。

　ここなら上空から天使に急きゆう襲しゆうされずに済む。

　多少は安心だが、まだ気は抜けない。

　ここは『遺骸レリツク』の安置所としての最有力候補。

　もしここが当たりだとしたら、その護まもりがリョーマだけなんてことはないだろう。

　内部にも必ず神罰者クラスを配置しているはず。

　だがとりあえず大聖堂の玄関廊ナルテツクスには誰だれもいないようだ。

　玄関廊ナルテツクスは文字通り大聖堂の玄げん関かんにあたる。

　美しいモザイクの施ほどこされた床ゆかは、平時であれば多くの観光客が列を成しているだろう。

　今は俺とブリュンヒルデと天てん華かの三人だけ。

　俺たちの正面には五つの扉とびらがある。

「雷火」

　扉を開けようとした俺をブリュンヒルデが止めた。

「中に入る前に少し手当てをしよう。幸いここに敵はいない」

「……そうだな」

　おそらく中には敵がいるだろうが、確かに玄関廊ナルテツクスにはいない。

　気は抜けないが、少しでも傷を癒いやしてから進むのが最善だろう。

「少し無理をしすぎだ。リョーマのことで気に病やむのは分かるが……」

「すまないブリュンヒルデ。確かに焦あせりすぎていた」

　いつの間にか気持ちが前のめりになっていた。

　ブリュンヒルデにまで心配をかけるとは情けない。

「さあ、傷を見せ」

「それじゃーあたしが治してあげるよ、おにーちゃん」

　と、そこで天華が割り込んでくる。

　それにブリュンヒルデがムッとする。

「結構だ。雷火は私が手当てする」

「えー、でもアンタ治ち癒ゆの魔ま術じゆつとか使えないでしょー？」

「し、止血くらいできる！　とにかく、お前には触さわらせられない」

「はぁ？　何様のつもり～？」

　俺を挟はさんで天華とブリュンヒルデが睨み合う。

「ほら雷火！　こっちへ来い！」

　ブリュンヒルデが俺の腕うでを引っ張る。

「あっ、何してんの！」

　逆側から天華が同じく俺の腕を引っ張る。

「雷火の手を離はなせ、神仙天華」

「そっちこそ離しなさいよ。おにーちゃんはアタシのよ」

「違う。雷火は私のだ！」

　互たがいに睨み合って火花を散らすふたり。

『──ウヒヒヒ、女に取り合いされるとは羨うらやましいね～』

（……本当に羨ましいか？）

　こんなところまで来て何をやってるんだ俺たちは……。

「ていうかアンタさー、なんか前会った時と雰ふん囲い気き違くない？　おにーちゃんと何かあった？」

「なっ!?」

　天華の指し摘てきにブリュンヒルデが狼ろう狽ばいする。

　頰も耳もあっという間に真っ赤に染まる。

　まあ、実際俺たちの間には何かあったわけだが……もう少しポーカーフェイスは作れないものだろうか。無理か。

　ただここで逃げるつもりもないらしく、ブリュンヒルデはさらにグイッと俺の腕を自分の方へと引き寄せた。

「私と雷火の間に何かあったとしても、それをお前に言う義理はない！」

「あたしはおにーちゃんの妹なんですけどー？」

「ぬっ!?」

「えっ何？　そんなまさか言えないようなことしたわけ？」

「そ、それは……ら、雷火？」

　しどろもどろになったブリュンヒルデは、ついに俺に助けを求めてくる。

「……おにーちゃん？」

　天華が怖こわい目で俺を見つめてくる。

　返答次し第だいではこの場で殺されそうだ。

　ブリュンヒルデに助け船を出したいのは山々だが……どう答えればいいんだこれ。

　俺が返答に窮きゆうしていると。

「アンタたちいい加減イチャついてないで、とっとと中に入ってきなさい」

「……！」

　扉の奥から声がすると同時に、中央の扉フイラレーテの扉が内側から開き始める。

　警けい戒かいする俺たちだが、特に不意打ちなどはなかった。

　それにさっきの声は……。

「……」

　俺は無言で扉を潜くぐる。

　あとから天華とブリュンヒルデも続いた。

　そのまま中央の広い身しん廊ろうをまっすぐ進む。

　そして。

「よお」

　師し匠しようリズ・スレイは身廊の奥、大天てん蓋がいの手前で俺たちを待っていた。

　その隣となりにはリュービッヒ・クレイマンの姿もある。

　ふたりは明らかに俺たちを待ち受けていた。

「中に入ってこられたってことはリョーマを斃したか」

　師匠は俺の目を見ながら言う。

「今日は殺さずに通れたか？」

「……いいえ」

　ローラシア島で、殺す覚かく悟ごもないのかと問う師匠に、俺の選せん択たく肢しを勝手に狭せばめるなと啖たん呵かを切った。

　あの日は、その通りにできた。

　だが今日は……。

「そ。まだまだね」

　師匠は軽く頷うなずく。

　その表情に厭いや味みはない。

　責めるでもなく、笑うでもない。

　ただ俺を未熟だと評しているだけだ。

「……『遺骸レリツク』はこの奥ですね？」

　俺は半ば確信を持って問う。

　このふたりを配するとなれば、やはりここが本命だ。

「そうよ。大聖女もこの奥にいるから」

　師匠もあっさり答えた。

「大聖女？」

　俺ははじめて聞く名だ。

　呼び名からして、通常の聖女より上位の存在か？

「へぇー、その奥にいるんだ」

「……」

　天華は大聖女を知っているようだ。

　であれば、重要人物であることは間ま違ちがいない。

「その大聖女は」

「待て莫ば迦か弟で子し」

　師匠が俺の言葉を制す。

　彼女はスッと天華を指差した。

「そいつはお前の味方か？」

「……」

　俺は返答に困る。

　現状、天華とは行動を共にしている。

　しかし味方なのかと問われるとどうなのだろう？

　いちおう共きよう闘とう関係にあると言っていいのだろうか？

「わー、おにーちゃんのその反応傷つく～」

　天華はわざとらしくヘラヘラする。

「心配しなくても今は味方に数えていーよ」

　今は、か。

　その言葉もどこまで信用できるか。

「あっそ。まあいいわ」

　師匠はやはり素っ気なく言う。

　半ばどうでもよさそうで、若じやつ干かん面めん倒どう臭くさそうだ。

「あー、提案があるんだが」

「何ですか？」

「そこの莫迦弟子と私、サシでやり合うってのはどうだ？」

「……は？」

　意図の読めない提案に俺は訝いぶかしむ。

「仮に俺がそれを受けたとして、何かこちらにメリットが？」

「メリット……メリットか」

　師匠はしばし考え込んで、ふと思いついたように。

「じゃあ、受けてくれたらそっちの女の子ふたりでこっちの男をボコボコにしていいぞ」

「おい」

　師匠に指差されたクレイマンがツッコミを入れる。

「何で私がそんな貧びん乏ぼうくじを引かねばならない」

「いーじゃん。私のために死んでよ」

「断固辞退させて貰もらおう」

「ケチ。ハゲろ」

「……」

　師匠の理り不ふ尽じんな罵ば詈り雑ぞう言ごんにクレイマンは深いため息をつく。

「というか俺と師匠が戦ったら、必然的にクレイマンは天華たちと戦うことになるだけで、メリットでも何でもないですよね？」

「……チッ」

　舌打ちされた。

　なんて雑な交こう渉しようなんだ……。

　我が師匠ながら呆あきれる。

「じゃあ雷火は乱戦が好み？」

「は？」

「このまま全員入り乱れて戦う？」

「……」

　なぜ不ふ機き嫌げんに？

　よっぽど俺と一いつ騎き討うちがしたいのか？

　師匠のサムライ好きは知っているが、今はそんな場合じゃないだろう。

　ならどんな意図が……。

「いやいや、おにーちゃん何迷ってるの？」

　そこで天華が口を挟む。

「おにーちゃんがひとりで戦っちゃダメでしょ。だっておにーちゃんじゃ、そのおばさんに勝てないでしょ？」

「……」

　天華は釘くぎを刺さすように事実を告げる。

　確かに俺より師匠の方が強い。

　勝機を探すなら乱戦に持ち込むべきか？

　いや、そうせざるを得ない……か。

「……」

「……あっそ」

　師匠はため息をつく。

　仕方ないという風に、クレイマンに向かって手を振ふる。

「頼たのむわ、クレイ」

「うむ」

　と、クレイマンが頷いた瞬しゆん間かん。

　バシャンッと水が弾はじける音とともに、大量の天使が突とつ如じよとして大聖堂内に現れた。

「!?」

　天使が現れると同時に、一瞬スコールのような大雨が大聖堂内に降る。

　まさか水鏡の裏に天使たちを隠かくしていたのか……!?

　しかし、俺の知るクレイマンにはほとんど魔ま術じゆつ適性がなかったはず。

　となればこれは堕おろした天使の機能か。

「水の元素エレメントってことは、大天使ガブリエルかもねー。おにーちゃん気をつけて」

「大天使ガブリエル……！」

　天華に指し摘てきされ、俺は読み込んだ天使関連の書物から知識を引っ張り出す。

　──大天使ガブリエル。

　その名は「神の力」を意味する七大天使のひとり。

　告知と天てん啓けいの天使として知られ、救世主の誕生を地上に告げたのもガブリエルだと云いわれている。

　聖書においても重要な役割を与あたえられた天使であるガブリエルは、神の左の座にいることを許された者であり、楽園の守護者でもあったとされる。

　天使長ミカエルのような武ぶ勇ゆう譚たんは少ないが、古くは戦争を司つかさどる天使でもあった。

　その実力はミカエルに比ひ肩けんし得うる唯ゆい一いつの大天使。

　それがクレイマンの堕ろした天使……！

「行け」

　クレイマンが命じ、接せつ尾び語の天使たちが呼応する。

　天使の叫きよう声せいが大聖堂内でハウリングし、翼つばさを打つ音が耳じ朶だを叩たたいた。

「あはっ、数を揃そろえたところで……ッ！」

　天華が嗤わらい、『雷霆ケラウノス』を放つ。

　拡散して放たれた稲いな妻ずまは無数の天使めがけて紫し電でんを迸ほとばしらせた。

　が。

　バシュンッ、と雷かみなりが水の盾たてに弾はじかれる。

「……純水の盾か!?」

　一いつ般ぱんに水は通電しやすいと思われている。

　だが実のところ〝純じゆん粋すいな水〟は絶ぜつ縁えん体だ。

　水が通電しやすいのは、水の中に混じった不純物のせいである。

　クレイマンは水を操あやつって、純水の盾を作ったのだろう。

　しかもその盾の数は少なく見積もって八十を超こえる。

　それを雷らい撃げきの速度に合わせて展開するなんて。

　驚おどろくほど精密なコントロール。

　魔術戦特化の神しん罰ばつ者並だ。

　いつの間にそんな技量を身につけた？

　それとも俺が知らなかっただけか……？

「……ッ」

　迎げい撃げきが一手遅おくれたことで、俺たちは天使の群団に吞のまれてしまう。

『──雑ざ魚こなら魔眼で一いつ掃そうできるだろ、やっちまえよライカ』

　バロールが愉たのしげに提案してくる。

　確かに外に比べれば大聖堂内にいた天使の数は少ない。

　その分集団の密度にも隙すき間まがあり、視界内に収められる敵の数も増える。

　しかし……しかし……ッ！

　やはり考えてしまう。

　殺したくないと。

　願ってしまう。

　もう殺したくないと。

　ついさっき、それを違たがえたばかりなのに。

　リョーマを殺してまで前に進んだはずなのに。

　どうしてこうも容易たやすく竦すくんでしまうのか……！

「鈍のろい」

「……!?」

　背後からの声に俺はゾッとし、死を覚かく悟ごした。

　その直後、師し匠しようの回し蹴げりが背中に叩き込まれ、俺は左の側そく廊ろうまで吹ふき飛ばされる。

「おにーちゃん！」

「雷火！」

　俺の状じよう況きように気づいた天華とブリュンヒルデが同時に声を上げる。

　が、そこへ──クレイマンが立ちはだかった。

「チッ！」

　クレイマンの銃じゆう撃げきに足を止めた天華たちの許もとへ、一挙に天使たちが襲おそいかかる。

　物量の波に圧おされ、彼女たちは右の側廊へ後退させられた。

　そのタイミングを見計らって。

「そちらは任せた」

　と言って、クレイマンは再び水の元素エレメントを操る。

　それによって造られたのは大聖堂を左右に分断する水の壁かべだった。

　大聖堂の高い天てん井じようまで届く水すい壁へきは、よく見れば高速で動いている──高水圧カッターの役割を果たしていた。

　無理に突つき破ろうとすれば、体をなます切りにされるだろう。

「さて……やっとサシでやれるな、雷火」

「……！」

　気がつけば水壁の左側には俺と師匠のみ。

　天使が数人残っているが、彼らは宙にいて手出ししてくる様子はない。

　いつの間にか師匠の願った通りの状況にさせられていた。

「まあ、莫ば迦か弟で子しごときが師匠の誘さそいを蹴ることなんてできないってこった」

「この状況のほとんどはクレイマンのおかげだと思いますが」

「あいつの手て柄がらは全部わたしンだから」

　ガキ大将かこの人は。

「……」

　だが実際、これはマズい状況だ。

　向こうは俺たちを各個撃破するつもりだろう。

　特に、俺を。

　俺はこの戦争を左右する『残滓ケイオス』を持っている上に、実力で師匠に劣おとる。

　俺と師匠を乱戦から切り離はなし、確実に仕留めることで『残滓ケイオス』を確保されてしまえば、戦況は教会有利に一気に傾かたむく。

　だからこそクレイマンも師匠に協力したのだろう。

　彼はどんな時も合理的だ。

　もちろん、彼は彼で天華とブリュンヒルデを押さえ込む自信があるということだ。

「どうする雷火、島の時とは状況が違うぞ？」

　師匠は刀の鞘さやに手をかけたまま俺に問う。

　ローラシア島での戦せん闘とうは、何だかんだ言いつつ状況の利は俺たち側がわにあった。

　師匠たちにとってあの島は敵地。

　聖餐管理機構エウカリステイアの増ぞう援えんもあり得た状況で、彼女たちには時間的制約もあった。

　俺たちはマリアの奪だつ還かんが第一で、そのために師匠たちを殺す必要性はなかった。

　だが今は違う。

　敵地に乗り込んでいるのは俺たちで。

　師匠は『遺骸レリツク』の前に立ちはだかる最大の敵だ。

　どうあっても正面から戦わざるを得ない。

「お前に私を殺さず斃たおすだけの力があるか？」

「……」

　人を殺さない方法は簡単だ。

　戦わない。

　逃にげる。

　どちらかを選べばいい。

　だがそれは同時に、何かを諦あきらめるということだ。

　人を殺さないために妹を救うのを諦める。

　人を殺したくないから『遺骸レリツク』の破は壊かいを諦める。

　諦めることを許容できないなら、戦うしかない。

　そして、戦わなければならず、逃げられない状況下となると、人を殺さずに済ませる難易度は格段に跳はね上がる。

　かつてレオンと戦った時にバロールに指摘された通り。

　よほど上う手まく策に嵌はめるか。

　あるいは圧あつ倒とう的な実力差がなければ、それは不可能だ。

　そして、また俺はその条件をどちらも満たしていない。

「……」

　また。

　また、覚悟を決めないといけないのだろうか。

　何が俺にとって大切なのかを選ぶ覚悟を。

「とはいえ、だ」

　その時、師匠が不意に自分の胸むな元もとをゴソゴソと漁あさる。

　彼女は妙みようなアンプルを取り出すと、それを俺に向かって放った。

　アンプルはヘッドを押すと中身の薬やく剤ざいを注射できるタイプだ。

　薬剤は妙な黄金色をした液体。

「それは人に天使を堕おろすためのアンプルだ」

「……！」

　師匠の言葉に俺は目を丸くする。

　これが天使を堕ろすアンプル……？

　師匠やクレイマンが天使を堕ろすのに使った物だろうか？

「お前が裏切らなかった場合の予備として用意されてた物を、私が勝手に拝借してきた」

「……」

　確かに結果的に俺は教会と袂たもとを分かったが、裏切らない可能性もあった。

　このアンプルはその時のために用意されていたらしい。

　それは納なつ得とくのいく説明だ。

　だが。

「なぜ、今これを俺に？」

　今の俺は教会の敵。

　となれば、もはやこのアンプルを渡わたす意味はない。

　俺の疑問に、師匠はさも当然のように、

「師匠の私だけ天使の力を使うのはズルいだろ？」

　と、答えた。

　ズルって……。

　というか、天使の力がズルなら、神の力もズルなのでは？

　この人の頭の中ではどういう勘かん定じようが釣つり合っているんだ？

「……お気持ちだけ受け取っておきます」

　俺はひとまずアンプルを制服の内ポケットにしまう。

　天使を堕ろした瞬しゆん間かん、教会に逆らえなくなる可能性もゼロじゃない。

　あまり師匠がそういう罠わなを張るとも思えないが、万が一ということもある。

「あ、そ。それならそれでいいけど」

　師匠はわずかに頷うなずく。

　さして興味もなさそうな物言いだが……その口の端はしは若じやつ干かん弧こを描えがいていたように見えた。

　それから彼女は俺から少し距きよ離りを取る。

「……！」

　離れた間合いを、その距離感を俺の体は覚えていた。

　思い出すのは師匠との修しゆ行ぎようの日々。

　対人戦闘訓練。

　彼女と一対一で何度血ち反へ吐どを吐はかされたことか。

　この間合いは、その立ち合いの開始の距離だ。

「さて──じゃあ、そろそろヤるか」

　師匠の雰ふん囲い気きが変わる。

　金の瞳ひとみに蒼あおい焰ほのおが宿る。

　大天使サリエルの邪じや眼がん殺し。

　だがその背に翼つばさはなく。

　頭上に光輪もない。

　以前、島で見せた天使姿とは違う。

　むしろ天使らしい要素がほとんど消えている。

　その瞳以外、ただの人間に近い。

　だが、それが逆に恐おそろしい。

　リズ・スレイ。

　神しん罰ばつ者随ずい一いちの剣けん士し。

　その一刀は神をも両断すると謳うたわれた絶技の持ち主。

　彼女の業わざは空飛ぶ鳥を落とすためではなく。

　あるいは空から一方的に地上を蹂じゆう躙りんするためではなく。

　同じ大地に立つモノを悉ことごとく斬きり捨てるためにある。

　ゆえに翼は必要ない。

　いや、それどころか邪じや魔まですらある。

　それに……天使という力の塊かたまりがそう易やす々やすと消えてなくなるわけがない。

　その力はそのまま彼女の中に取り込まれていると見るべきだ。

　事実、師し匠しようから感じるプレッシャーはこの前よりも遥はるかに圧倒的だ。

　こうして向き合うだけで息が詰つまる。

　師匠から放たれる殺気が肌はだに突き刺ささる。

　彼女には何度も、何十回も殺されそうになったが。

　その全すべてがお遊ゆう戯ぎだったかのようだ。

「そっちが先に抜ぬきな」

　師匠が刀の柄つかに手をかける。

　ただでさえ一度も勝ったことのない相手。

　それが過去最高の状態コンデイシヨンで俺を殺そうとしている。

　冷静に考えるまでもなく勝ち目などまったくない。

　だが……！

「あんまり俺を……舐なめるな！」

　俺は双そう銃じゆうを構え、『残滓ケイオス』を解放する。

　ルー、リョーマ、彼らとの戦いで出し尽つくした力をさらに出し尽くす。

　魔眼も発動し、赤い妖よう光こうが瞳に灯ともる。

　せっかく復活した三回分の魔眼も、ここで全て『予よ見げん』に使い切るかもしれない。

　だがそうしなければ全てを取り戻もどすことなどできやしない。

　たとえ相手が最強の敵であっても。

　ここを乗り越こえる以外に道はないんだ。

「「───」」

　俺の赤い視線と師匠の蒼い視線が双方を相あい射い貫ぬく。

「そこをッ退どいて貰もらう！」

「来な莫ば迦か弟で子し」
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「あっ、やば」

　あたし──神仙天華は思わず呟つぶやく。

　高水圧カッターの壁かべによる戦力分断。

　おにーちゃんだけが向こう側に取り残されてしまった。

　あのオバサンはムカつくけど、その強さは見ただけで分かる。

　おにーちゃんひとりじゃ勝てない。

　……あれ？

　何言ってるんだろ、あたし。

　あたしのおにーちゃんが負けるわけないじゃん。

　だっておにーちゃんはあたしのおにーちゃんで。

　あたしの期待は絶対に裏切らないんだから。

　でも、そういえばさっきもあたしは無意識に、おにーちゃんじゃ勝てないって言っていた気がする。

　ん？

「あれ？」

　あたしはあたしに困こん惑わくする。

　こんなこと今までなかった。

　何で？

　だって、おにーちゃんはいつだってあたしの味方で……。

　けど三ヶ月前はあたしの邪魔をして……。

　いや。

　いやいや。

　あれは、うん、違ちがう。

　違う。

　あれはおにーちゃんが裏切ったんじゃなくて。

　あたしがおにーちゃんを思い通りに動かせなかっただけだ。

　だから、こうして『唯ゆい一いつ神しん』の権能をゲットする次の策を練ったンじゃない。

　今度こそ上手くやるために。

　そして、おにーちゃんは目もく論ろ見み通りバチカンに現れてくれた。

　あたしの計画通りに動いてくれた。

　あたしの願いを叶かなえるために、あたしの思った通りのことをしてくれた。

　おにーちゃんはとっても愚おろかで、弱くて、いい子ぶりっこだけど。

　最後には必ずあたしにいいように動いてくれる。

　あたしのお願いを叶えてくれる。

　だからおにーちゃんを信しん頼らいしてる。

　だからおにーちゃんはあたしのために絶対負けない。

　どんな犠ぎ牲せいを払はらってでも。

　そう……であるはずなのに。

　少なくともほんの数時間前まではそう思っていたのに。

　何で……今は、それが揺らいでいるの？

「何をしている神仙天華！」

「!?」

　ブリュンヒルデの声でハッと我に返る。

　同時に、あたしの前に回り込んだ彼女が、敵の銃じゆう弾だんを大たい剣けんで弾はじいていた。

「ボーッとするな！　考え事をしている場合か!?」

　ブリュンヒルデの叱しつ責せきにあたしは反射的にムッとする。

「ていうか、何でアンタがあたしを助けてんの？」

「お前が雷火の妹だからだ！」

　ブリュンヒルデは迷いもなく答える。

「早く奴やつを斃たおして雷火を助けに行くぞ！」

「……」

　敵を早く斃すのには賛成だが、あたしは返事をしない。

「『雷霆ケラウノス』」

　あたしは群がる天使を稲いな妻ずまで焼き殺しながらまた考える。

　何で、急におにーちゃんが信じ切れなくなったんだろう？

　バチカンで再会してからも、なんだかおにーちゃんに苛いら々いらしていた。

　一週間前にローラシア島で再会した時は、全然そんなことなかったのに。

　どうして？

　どうして？

　その時、フッとハーデスの顔が頭を過よぎった。

「……っ！」

　勝手にあたしを護まもって死んだ女。

　あたしに利用されただけの憐あわれな女。

　あたしを慕したったまま笑った女。

　あたしを……！

「どうした神仙天華、集中しろ！」

　思考に耽ふけるあたしをまたブリュンヒルデが咎とがめてくる。

「……るさい！　うるさい！」

　あたしは叫さけび、吼ほえた。

　紫し電でんが弾はじける。

　大聖堂に飾かざられた美術品が壊こわれ、壁が黒くろ焦こげになる。

「アンタたち如ごときがあたしを護るなんて烏お滸こがましいのよ！」

　あたしは護られなきゃならない弱い人間じゃない。

　今までずっと。

　辛つらくて。

　苦しくて。

　逃にげ出したかったけど。

　それでもあたしは何だってできた。

　十年間、神を欺あざむき、人を欺き、思い通りにことを運んだ。

　だからあたしの思う、あたしのやることに、間違いなんてないんだ！

　この前のは、また泣き言と綺き麗れい事ごとに逃げたおにーちゃんの所せ為いで失敗したけど……。

　アタシにならもう一度同じことができるはずだ。

　今度こそ完かん璧ぺきに。

　全世界を敵に回して。

　誰だれも彼も利用して。

　神も。

　人も。

　教会も。

　もちろん、おにーちゃんだって。

　何もかもアタシの思い通りにできる。

　実際、そう。

　そうなっていた。

　ロキのナグルファル船でローマに乗り込むまでは。

　神しん罰ばつ者のレイチェル・オルコットの襲しゆう撃げきだって、あのくらいの不確定要素は織り込み済みだ。

　多少追い詰つめられたけど、アタシならあそこからでも逆転できた。

　逆転できたはずだ。

　ハーデスに庇かばわれなければ。

　そう、あんなのは、アイツが勝手にやったことだ。

　本当は必要なかった。

　あたしはひとりでやれた。

　アタシはあんな憐れな奴に庇われなきゃならない存在じゃない。

　なのに、何奴どいつも此奴こいつも余計なことをして……！

「憐れな奴め」

「……は？」

　その呟きに、あたしは思わず耳を疑った。

　呟きの主はリュービッヒ・クレイマン。

　奴は侮ぶ蔑べつ混じりの目であたしを見ていた。

「今何て言った？　もう一回言ってみ？」

　あたしはクレイマンに視線を向けながら言う。

「……お前は憐れだ。神仙天華」

　律りち儀ぎなのか、クレイマンは返事をしてくる。

　その間も戦せん闘とうは続いている。

　だが死ぬのは天使ばかり。

　あたしの放つ『雷霆ケラウノス』を、クレイマンは純水の盾たてを使い受け流す。

　一方、向こうの放つ弾だん丸がんも、あたしのアイギスとアルゲスの前には無む駄だだった。

　その間でブリュンヒルデも戦っているが、アタシにとっては蚊か帳やの外の羽虫同然だ。

　そうした拮きつ抗こう状態の中、問答は続く。

「お前は幼い頃ころにゼウスの権能を奪うばい、その力に無自覚に溺おぼれてきた。しかもその力が絶対であったがゆえに、他者に頼たよることすらできなくなった」

「は？　教会の人間が何言ってんの!?」

　あたしとおにーちゃんを実験動物にしたのは教会だ。

　だがクレイマンはあたしの言い分を無視する。

「お前は自分こそが万ばん能のうの神だと勘かん違ちがいしている」

「はぁ!?　そんなことアタシひと言も言ってないンですけどォ!?」

「ならなぜあんなに人を殺せる？　何億という命を奪って、なぜそんなにも平然としていられる？」

「別にどうだっていいでしょそんなの！」

「本心からそんな風に答えられてしまうことが異常なのだ。お前はすでに人間として壊れてしまっている。だから憐れと言った」

「ッ！」

　この男は何を好き勝手にほざいているのだろうか。

　もう殺そう。

　ただ殺すだけじゃ飽あき足らない。

　あたしの中に煮にえ滾たぎる怒いかりと憎ぞう悪おを込こめて嬲なぶり殺して──

「神仙天華。お前は自身の不幸を笠かさに着て、自分が何をしても許されると思っているガキだ」

「───」

「お前の兄はお前の心情を慮おもんぱかって何も言わないようだが、この際はっきり言ってやろう」

　クレイマンはあたしを睨にらむように見て、言う。

　言ってはいけないことを。

「お前は間違っている。その存在、その行い、その理念、何もかも」

「あたしが……」

　間違ってるって？

　だから、おにーちゃんのことも信じられなくなったの？

　弱くて、愚かで、間違えてばかり。

　でもそれもまた愛いとおしいおにーちゃん。

　だから、三ヶ月前におにーちゃんがあたしの邪じや魔まをしても、別に嫌きらいにはならなかった。

　だってそれは単におにーちゃんが間違えただけで。

　次はそのおにーちゃんの間違いを、あたしが正してあげればいいだけの話なんだから。

　おにーちゃんの信念も、愛も、願いも、弱さも、愚かさも、全すべて纏まとめて見み透すかして、あたしの思い通りに誘ゆう導どうしてあげれば、兄きよう妹だいで幸せな世界に辿たどり着ける。

　そう思っていた。

　けど、もしも。

　あたしも間違えていたら？

　あたしが信頼する──願う──理想の──おにーちゃんが、弱くても、愚かでも、間違えても、最後には絶対にあたしを救ってくれるおにーちゃんが、もしもただの空想間違いだったら。

　あたしの十年は何だったの……？

　あの教会の施し設せつで。

　毎日辛くて。

　苦しい日々の中で。

　唯ゆい一いつの救いだったおにーちゃんは幻げん想そうだったの？

　あたしの、アタシの、おにーちゃん。

　……そんなわけないよね。

　違ちがうよね。

　だってあの日、おにーちゃんに出会って、あたしは確かに救われたんだから。

　お父さんも。

　お母さんも。

　大人も。

　実験も。

　施設も。

　研究も。

　計器も。

　注射も。

　メスも。

　ベッドも。

　拘こう束そく具も。

　あたしを取り巻く全ての「世界」が敵だった中で。

　おにーちゃんだけがあたしの味方だった。

　それは、これからも、絶対に変わらない。

　変わっていいはずがない。

　変えさせない。

　あたしは間違ってない。

　あたしが間違えてないんだから、あたしの信じるおにーちゃんも本物だ。

　ああ……なのに、あの男は何を言ってるんだろう？

　あたしが間違ってる？

　そんなわけない。

　そんなことをほざく口は消さなければならない。

「───」

　あたしはクレイマンに殺意を向ける。

　視線で。

　声こわ音ねで。

　思念で。

　だけど、現状では決め手に欠ける。

　なら、あたしは奥の手のひとつを解放することにした。

「アルゲス・ラグナロクフォーム展開」

　あたしの纏うアルゲスの鎧ドレスがその純白を漆しつ黒こくへと変へん貌ぼうさせる。

　三ヶ月前、ブリュンヒルデから盗ぬすみ取った終しゆう焉えんの黒こく焰えんを、アルゲスに織り込んだ姿だ。

「それは!?」

「……！」

　あたしの漆黒のドレスを見て、ブリュンヒルデは驚きよう愕がくの、クレイマンは警けい戒かいの表情をそれぞれ浮うかべる。

　だが周りの連中の反応なんてどうでもいい。

　今はただただこの不ふ愉ゆ快かいな気分を晴らしたくて、晴らしたくて。

　何もかも消し炭にしたい気分だ。

「……徹てつ底てい的に嬲り殺すつもりだったけど、もうどうでもいい」

　あたしはアイギスの傘かさの先せん端たんをクレイマンに向ける。

「とにかくアンタが消えれば何でもいい。だから、お前は雑ぞう作さもなく死ね」
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　サン・ピエトロ大聖堂深部。

　ズシンッ

「おっとっと」

　唐とう突とつな建物の揺ゆれを感じて、私──大聖女は転びそうになってしまう。

「ふぅ、危ない危ない」

　もう少しで祭さい壇だんを崩くずしてしまうところでした。

　祭壇。

『唯一神』降臨の儀ぎ式しきの場。

　私はその準備をしながら、戦いの決着がつくのを待っている。

「そろそろリズたちも戦い始めた頃ころかしらね？」

　先さき程ほどの建物の揺れはたぶんそれだろう。

　誰だれと戦っているのだろうか？

　直前の報告でバチカン周辺まで来ていたのは三人。

　神しん仙ぜん雷らい火か。

　神仙天てん華か。

　ブリュンヒルデ。

　順当にその三人だろうか？

　だがアドリアーノ公園でも三さん柱にんの神が戦せん闘とうしていたらしい。

　その中の勝者がこちらに現れた可能性もある。

　けど一番可能性が高いのはやはり神仙兄妹だろう。

　問題は、あの兄妹が共きよう闘とうするかどうか。

　敵同士とはいえ、あのふたりの狙ねらいは『遺骸レリツク』だ。

　共通した目的がある以上、一時的に共闘する可能性は充じゆう分ぶんある。

　それに妹はともかく、兄は情に流されやすい傾けい向こうがあると聞く。

　少なくとも妹と敵対はしないだろう。

「ん？」

　ああ、そういえば。

　敵が建物内に入ったということは、リョーマは敗やぶれたのでしょうか？

　彼は神仙雷火に対して恨うらみがあった。

　もし敗れたのなら、相手が誰であれ、その恨みは晴らせなかったということになる。

「えーと、確かこういうのは……無念、というのでしたっけ」

　リョーマはさぞ無念だっただろう。

　きっととてもかわいそうだ。

　いや、そもそも彼はかわいそうな境きよう遇ぐうだった。

　十年前に妻を亡なくし。

　故郷を神に滅ほろぼされ。

　生き残った息子むすこは新たな記き憶おくを保てなくなった。

　その復ふく讐しゆうのために神しん罰ばつ者という苦難の道を選び。

　多くの苦痛を伴ともなって生きてきた。

　それでいて肝かん心じんの神々は神界にいて手が出せず。

　件くだんの息子も神仙雷火に殺された。

　しかも相手が宿していた神は妻と故郷の仇かたきであるバロール。

　あの時、教会を飛び出そうとする彼を止めるのは大変だった。

　レイとクレイがふたりがかりで止めてましたね。

　リズは傍ぼう観かんするばかりで手を貸してくれませんでしたし。

　あの人はいつもああですが。

　奔ほん放ぽうというか無ぶ頼らいというか。

　それでいて強いから何とも言えませんが。

　はたして本当に私の目的に賛同してくれているのか分からない。

　私の目的。

　世界の救済。

　レイ、クレイ、ドミトリ、サミュエル、リョーマ……彼らはそのために協力してくれているけれど。

　一度、そのことについてクレイに相談した時は、

「あいつは他人と同調する性格ではありませんが、裏切るような性しよう根ねでもありません」

　と言っていたから、ひとまず信用することにしたけれど。

　今でも彼女のことは理解しきれないところがある。

　けど、まあそういうものでしょうね。

　他人が他人を理解することなど一生ありません。

　ただ理解したいと願い続けるだけです。

　だからこそ尊いのですけれど。

　尊いことが完全であるというわけでもありません。

　善よいことが全すべてでないように。

　悪あしきことが全てでないように。

　他人を理解できないからよいことも。

　逆に他人を理解できないから生まれる悲劇もあるのです。

「あら？」

　気がつけば思考がとっちらかってますね。

　最初は何を考えていたんでしたっけ？

　まあいいですか。

　然さ程ほどたいしたことでもないでしょう。

　今はそんな場合ではありません。

　もう少し大事なことを考えましょう。

　そうたとえば、目の前の作業を完かん遂すいすること。

「よいしょ」

　私は祭壇に器うつわを並べていきます。

　器は聖せい杯はいを模した深皿。

　中身は聖職者の血。

　血は枢すう機き卿きようの方々のものです。

　運ぶ際は血が跳とびはねないように気を遣つかいます。

　袖そでにシミができたら大変ですからね。

　それにしても祭壇の準備をひとりでするのは意外と重労働です。

　誰かに手伝って貰もらえばよかったでしょうか？

　いえいえ、彼らには敵の迎げい撃げきという任があります。

　だからやっぱり私がやった方がいいですね。

　一番暇ひまですし。

　たいした戦力にもなりませんから。

「ふぅ……」

　器を並べ終えて、私はひと息ついた。

　綺き麗れいに並べられたと思いながら、器を満たす血をしげしげと眺ながめる。

　聖者の血は高い魔ま力りよくを秘ひめると聞いていたのですが。

　あんまりいい色をしていませんね。

　きっと生前の栄養が偏かたよっていたんでしょうね。

　そもそも枢機卿は聖者なのでしょうか？

　後付けでそういう風に改良してあるとレイは言っていましたが。

　念のため、あとでもう一度確かく認にんして……。

「ああ、レイは死んでしまったのでしたね」

　ならクレイに聞きましょう。

　彼が死ななかったらですが。

　もし生き残ったのがリズだけだったらどうしましょう……。

　彼女はたぶんその辺何にも知らないというか、興味なかったでしょうし。

「うーん」

　まあ、生前のレイの言葉を信じましょうか。

　それにこれから行われる大儀式にとって、人間の血なんて些さ末まつな供く物もつですし。

　多少の魔力源になってくれれば御おんの字じです。

　どちらかといえば枢機卿の排はい除じよが目的でしたしね。

　たぶん、彼らは私のやることに反対しましたから。

　説得してもよかったのですけど。

　場合によっては彼らと対立する可能性もあったので。

　結局、リスクマネジメントとして黙だまって後ろから刺さす方法を選びました。

　特に恩義も感じませんし。

　どちらかというと恨んでいました。

　神仙天華ほどではないですけど。

　けどそれも単にその後の扱あつかいの差でしょうね。

　そういう意味で彼女に同情する部分もあります。

　私が彼女の立場だったら。

　きっと世界を救おうなんて思いませんでしたでしょうし。

「……」

　世界を救う。

　それは私の人生の目的だ。

　そのために私はここにいる。

　そのためだけに私は生まれた。

　そのためだけに生きてきた。

　それを悔くいたことはない。

　それを悔いるほどの経験と知識が足りないだけかもしれない。

　けどそんなものはたらればの話だ。

　私は私。

　私の人生は私の人生。

　そういう風に生まれたことを嘆なげくことに意味はない。

　ただ選ぶことが肝かん要ようだ。

　そうして、私はこの役を選んだ。

　大聖女という世界を救う役割を。

　それから必死に考えた。

　世界を救う方法を。

　万ばん人にんを救済する術すべを。

　旧教の聖書に描えがかれたような、信者だけを救う不完全なものではなく。

　真に全ての人々を救うにはどうすればいいか。

　毎日、毎日考えた。

　ほかにすることもなかったし。

　時間はたっぷりとあったから。

　そうやってやっと答えを出した。

　それが正しいかどうかは分からない。

　ただ一番よいと思って私が出した結論だ。

　答えが出たなら、あとは行動するだけ。

　そして、ここまで辿たどり着いた。

　私の出した答えがよいにしろ悪いにしろ。

　結果はもうすぐ出る。

「なんだかテストの答え合わせみたいですね」

　まあ、私は学校に行ったことがないので、テストも受けたことないんですけど。

　その時また、ドンッ、と建物が揺ゆれる。

「きゃっ！」

　思わずよろめいてテーブルに手をつく。

　と、運悪く手が器に当たってしまい。

　パシャッ

「あー……」

　袖が真っ赤に。

　ため息。

　仕方ありません。

　もう一度準備しましょうか。

　実のところ服が汚よごれていてもいいのですが。

　服の替かえもありますし。

　血の予備もまだたくさんありますし。

　あと暇ですし。

　精々綺麗に身み支じ度たくして待つとしましょう。

　私の求める答えが現れる、その時を。




　　　　２




　ローマ。元・テルミニ駅跡あと。

　私──鹿しし金がね涙るい々るいはドミトリ相手に苦戦していた。

「クッ……！」

　蠍さそりの毒を持つ蝗いなごの群れ──アポリュオン。

　これは恐おそろしい敵だった。

　たかが虫と侮あなどることはできない。

　アポリュオンの起源はおそらく蝗こう害がいだ。

　蝗害とは、大量発生した蝗の群れの大移動のこと。

　その群れはあらゆる穀物を食い尽つくし、はては人の着る服に至るまで、何もかも食い尽くして甚じん大だいな被ひ害がいを齎もたらす大災害だ。

　ゆえに人はそれを恐れた。

　終ア末バのド獣ンに、その名を冠かんするほどに。

　けれど、私に仕える英えい霊れいたちは古今無む双そうの兵士。

　そのほとんどは戦場で名を馳はせた。

　彼らにとって同時に襲おそってくる虫の百や二百をあしらう程度、戦場の空を覆おおった千の矢と石いし礫つぶてを斬きり払はらうより遥はるかに容易たやすい。

　逆に、かつてこの英霊の群れを斃たおした雷火の魔ま眼がんや、姫ひめ子この天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモでは群れの全てを処理し切れずにやられていたかもしれない。

　こいつの相手が私でよかった。

　だけど、私なら勝てると言い切れないのも事実。

　まず蝗の数が全然減らない。

　あとからあとから湧わいてくる。

　たぶん本体のアバドンを斃さない限り尽きないだろう。

　英霊はその処理で手て一いつ杯ぱいにならざるを得ない。

　また彼らの援えん護ごを受けるため、私は地上にいる必要がある。

　鷹たかの羽は衣ごろもで宙に浮うかべば、たちまちアポリュオンが群がってくるだろう。

　必然、私はドミトリと地上戦をしなければならない。

　が──。

「───!?」

　突とつ然ぜん、胸の辺りに激痛が走り、私は身を捩よじる。

「…─……ッッッ!?」

　声も上げられず、私は必死に倒たおれまいと堪こらえる。

　息を吐はくことも忘れ、震ふるえる手で胸むな元もとを探さぐった。

　指に細長い針のような物が触ふれ、慌あわてて引き抜ぬく。

「～～～ッ、ハッ……ぁかッ！」

　引き抜く瞬しゆん間かんまた激痛が走ったが、ようやく呼吸を取り戻もどす。

「クッ……このッ！」

　私は憎にく々にくしげに針を折る。

　極ごく細ぼその針は容易く真っ二つになった。

　どう見てもただの針。

　毒が塗ぬってある様子もない。

　というか、解げ毒どくの魔術なら常にかけ続けている。

　つまりさっきの──そして、戦い始めてからずっと受け続けている敵の攻こう撃げきは、毒による物じゃない。

「拷ごう問もん官……ね」

　人を痛めつけ、情報を吐かせることに特化した技術者。

　はるか昔の戦場にもそういう職人は存在した。

　それはそれで凄すさまじい技ぎ巧こうを必要とする戦場職であったが、残念ながら勇士の条件としては不適格であるので私にはあまり馴な染じみがない。

　だからその知識も聞きかじりのものだ。

　彼らは人体の「急所」に精通している。

　急所というのは、たとえばその下に骨に守られていない内臓があったり、神経というものが集中していたりする箇か所しよだ。

　それは文字通り致ち命めい傷しようになり得うる部位であり、たとえば針一本で激痛を与あたえられる箇所であったりするらしい。

　本来痛覚を持たない神にとって、痛みは慣れない刺し激げきだ。

　それでも剣や魔術で「攻撃」されるなら、事前の覚かく悟ごというものもできる。

　だがその攻撃を認にん識しきできなかったら？

　もしくは私の想定を超こえる痛みが唐とう突とつに与えられたら？

　ドミトリの拷問はその両方の性質を備えている。

　けど、だからといって！

　蝗と英霊が入り乱れるこの戦場。

　常に私に居場所を悟さとらせないように移動しながら、こんな細い針で的確に急所を狙ねらうなんて並の技術じゃない。

「痛ッ!?」

　不意に足首に違い和わ感かんと痛み。

　それはひと言で言うなら糸のついたデカい釣つり針ばりのような物だった。

　そのデカい針が足首の一番肉の薄うすいところに突つき刺ささっていた。

「っっ！」

　糸が引かれ、足が引っ張られる。

　強制開かい脚きやくされて尻しり餅もちをつくが、そのまま引きずられまいと踏ふん張った。

　と。

　その針は内側が刃はになっていたのか──私が抵てい抗こうした途と端たん、ブツンッ、と足首を切り裂さいた。

　直後に、予想外の激痛が脳天を直撃した。

「ッ、アアアアァァ!?」

　何ナニなに!?

　確かに肉を深く切られたけれど、何でこんなに痛いの!?

　私は血ち塗まみれの足首を押さえるが、涙が溢あふれるのを堪えられなかった。

　ていうかこれ、立てな……ッ。

「アキレス腱けん断だん裂れつの痛みはどうだ？」

「……っ！」

　ドミトリの声に振ふり返るが、蝗の群れでどこにいるか把は握あくできない。

　それどころか後ろを向いた瞬間、別方向から針が飛んできた。

「アァッ……ッ！」

　左ひだり腕うでに刺さった針を抜く。

　針を抜いたのに、痺しびれが取れない。

　それどころか痺れは徐じよ々じよに腕全体に広がり、ついには肘ひじを曲げることすらできなくなってしまう。

「次は目だ」

「ッ!?」

　思わず目を閉じてしまうが、次にやられたのは背中だった。

「──ッ、──」

　苦痛のあまり悲鳴が上げられない。

　目がチカチカして一いつ瞬しゆん気が遠くなる。

「っ、っっ」

　そこでようやく負傷箇所に治ち癒ゆをかけることを思い出す。

　そんな当たり前のことすら痛みで忘ぼう却きやくしていた。

「イギッ!?」

　今度はナイフ。

　ノドを裂かれ、血が噴ふき出す。

　ただでさえ苦手な治癒がさらに乱れる。

　人間の痛覚って本当に厄やつ介かい。

　激痛を感じる度たびに思考が飛びかける。

　集中は乱れ、次の行動が遅おくれる。

　そうこうしている内に、完全に敵に主導権を握にぎられた。

　ていうか……マズい。

『レガリア』の発動が保てなくなりつつある。

　ただでさえ英えい霊れい宮きゆう殿でんは半はん壊かいしているのだから、私自身の集中力が削けずられれば、その維い持じは余計に難しくなるのは必然だ。

　このままじゃ保もってあと数分。

　一か八ばちか……！

「アアアァ！」

　黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ、最大解放。

　黄金の剣で空を埋うめ尽くす。

　隙すき間まなく、間断なく。

　敵の居場所など関係なく、全すべてを串くし刺ざしにするために。

　ごめん國くに崎さき、頑がん張ばって避よけて！

　私は心の中で謝りながら剣の雨を地上に降らせた。

　でも、それでは終わらせない。

「……まだ、まだッ!!」

　赤妖精の首飾りブリーシンガメンが赤熱する。

　無限の魔ま力りよく生成機構が悲鳴を上げているのだ。

　そして、悲鳴を上げているのはこの体も同じ。

　それに魔術神の私といえど顕げん界かいしている以上、一度に扱あつかえる魔力量には限界がある。

　それでも私は限界まで首くび飾かざりから魔力を搔かき出す。

　その全てを投じ、宮殿の床ゆかを剣の山に変えた。

　剣の密度は空と同等。

　その様はまるで黄金の顎あぎと。

　ドミトリも。

　アバドンも。

　アポリュオンも。

　英えい霊れいも……。

　何もかも、細切れになれ！

「アアアアアアア!!」

　私の叫さけびに呼応して、刃同士がぶつかる甲かん高だかい音が周囲で弾はじける。

　黄金の煌きらめきが視界を満たした。

「ハァ、ハァ……」

　顎が閉じるまでかかったのはほんの数秒。

　金属音の残ざん響きようがまだ耳に残っている。

「ハァ……んっ……ハァッ……」

　息を求めて、ノドが喘あえぐ。

　体に負担をかけすぎた。

　それでもこの隙に、足首と喉のどの治癒を行う。

　出血は止まりつつあるが、目が霞かすむ。

　周囲に英霊の気配は……ない。

　虫の羽音も聞こえない。

　問題は、ドミトリだ。

　避ける余よ裕ゆうはなかったはずだ。

　普ふ通つうなら死んでいる。

　間ま違ちがいなく死ぬ。

　でも。

　なぜだろう。

　変な予感がある。

　あの男が雷火と同じ神しん罰ばつ者を名乗ったからだろうか……。

　不安を拭ぬぐいきれない。

　その不安を証明するかのように。

　カッ……と小さく、石を蹴けるような音がした。

「……ッ」

　首の傷を押さえていた手で目を擦こする。

　僅わずかに霞みが取れた視界。

　そこには、二本の脚あしで立つドミトリの姿が映っていた。

「……マジ？」

「……」

　ドミトリもさすがに無傷ではなかった。

　体のあちこちに切り傷を負い、片目は流血で閉じてしまっている。

　だが充じゆう分ぶんに余力を残していた。

　確実に、私にトドメを刺せる程度には。

「ああホント、雷火といい貴方あなたといい、地上には強い男ばっかりね」

　私は力なく笑う。

「勇士を愛する女め神がみとしては諸もろ手てを挙げて喜びたいところだわ」

　そう言いながら本当にバンザイする。

　見ようによっては降参のポーズにも見える。

　服もボロボロ。

　体もボロボロ。

　あとは嬲なぶられるだけの女という有り様だ。

「……」

「あっ、待って！」

　ドミトリがこちらへ一歩近づいた瞬しゆん間かん、私は悲鳴を上げる。

「お願い、もう痛いコトしないで？　何でもするから」

　お尻しりをついたまま後あと退じさり。

　自然に脚を開く。

　同時に身をよじって、破れた服をはだける。

「ね？　私のこと好きにしていいから？」

　私は目に涙なみだを溜ためて懇こん願がんする。

　命いのち乞ごいに色いろ仕じ掛かけ。

　こんな時でもどうすれば相手の視線を奪うばえるか、私は本能で知っている。

　官能を操あやつる手練手管で私の右に出る者はいない。

　けれど。

「……」

　それでもドミトリは止まらない。

　私はさらに後退りしながら、

「助けてくれたら雷火の秘密も教えるわ」

　と、上うわ擦ずった声で叫んだ。

「？」

　ドミトリの足がそこでようやく止まる。

「……秘密？」

「ええ、雷火はここに来る前に、聖餐管理機構エウカリステイアにある物を用意させてたの。彼はそれを使って貴方たちの裏をかくつもりよ」

「……噓うそだな」

「ほ、本当よ！」

　疑いを口にするドミトリに対し、私は必死に訴うつたえる。

「ね？　話を聞いて？　この体だって本当に好きにしていいのよ？　私フレイヤのことは知ってるでしょう？　私ならこの世のどんな物にも優まさる快楽だって貴方に……」

「くだらねぇ時間稼かせぎだ」

　ドミトリは吐はき捨てる。

「それでハニートラップを仕掛けたつもりか？　人間の女スパイの方が遥はるかにマシだぞ」

「……ええ、そうね。でも拷ごう問もん官である貴方は、どんなにくだらなくても敵の命乞いには耳を傾けてしまうでしょう？」

　拷問官は戦場にあって戦士じゃない。

　捕とらえた敵を拷問し、情報を引き出す技術者だ。

　痛みに耐たえかねた老ろう若にやく男なん女によの悲鳴。叫び。

　無意識にそれを聞き取ろうとしてしまうことは拷問官ドミトリの本能。

　彼が戦士なら、あそこで足なんて止めなかっただろう。

　私の話など聞かずにトドメを刺さしたはずだ。

　今、この瞬間も。

「……ッ!?」

　遅おくればせながらドミトリが己おのれの失策に気づく。

　本当にもう遅おそいけど。

　彼の足あし許もとの瓦が礫れき。

　その下に仕込んでおいた赤妖精の首飾りブリーシンガメン。

　無限の魔力生成機構といえど、その強度には限界がある。

　どんな水車も水の勢いが強すぎれば壊こわれてしまうように。

　処理しきれぬ量の魔力を暴走させれば──

「弾けろ！」

　──瞬間、赤い閃せん光こうが周囲一帯を包んだ。

　局地的な魔力の大爆ばく発はつ。

「……っ……」

　目を覆おおっていた腕うでを下げた私が見たのは、立ちのぼる黒こく煙えん。

　先さき程ほどまでドミトリが立っていた場所は爆発に吞のまれ、吹ふき飛んでいた。

「……ッぁ」

　爆風に吹き飛ばされて頭を打った私は、もう立ち上がることすらできない。

　喘ぐように息を求める。

　私の肺まで爆発しそうだ。

　耳の奥で血がドクドクと脈打っている。

　これは……さすがに。

　正直、これ以上戦うのは無理そう……。

　雷火の加勢には行けない。

　まあでも、悪くない戦果だったと思、、、

「くた……ばれ……」

「!?」

　朦もう朧ろうとしていた意識がその声で一気に覚かく醒せいする。

　声の主はドミトリ。

　死にかけの体を引きずって、すでに私めがけて腕を振ふり下ろしていた。

　あっ……死……。

　私は何もできず呆ぼう然ぜんとその光景を見ることしかできなくて。

「ッ」

　私は、ドミトリを見る。

『魅了チヤーム』。

　私を象しよう徴ちようする第一のスキル。

「ッッ！」

　だがドミトリはそれを精神力で弾はじいてみせた。

　私の最後の悪わる足あ搔がきは、ほんの一瞬動きを止めただけで終わった。

　なのに、私はまだ何かできないか探している。

　生きたいと思っている。

　何で？

　何でかって、、決まってる。

　もう一度、雷火に会いたいから。

　私の本質。

　私の心。

　好きな男にまた会いたいというだけ。

　けどそんなのはただの願いで。

　私にはもう抗あらがう力がない。

　そして、私に最後のトドメが刺されそうになった時。

　突とつ然ぜん、ドミトリの体がビクンッと跳はねて──止まる。

「……ぁ」

　その脳天を後頭部から黄金の矢が刺し貫つらぬいていた。

「……っ……っっ」

　ドミトリの体が傾かたむぎ、私を避さけるように倒たおれる。

　助かっ……た？

　あまりのことすぎて現実感がない。

「ふぅー、間かん一いつ髪ぱつだったなー」

　その私を現実に戻もどしたのは、太陽戦車に乗って現れた國崎の声だった。

「アンタ生きてたのね」

「あっ、ひでー。涙々ちゃんの金ピカ剣けんとか、太陽熱で溶とかさなかったらヤバかったんだぜ？」

「……アバドンは？」

「そいつを殺したら消えた。まあ、そのちょっと前から動き鈍にぶってたけど……」

　召しよう喚かん主のドミトリがダメージを負ったことで、アバドンにも影えい響きようが出たのだろうか？

　まあいいや。

　そこは別に。

「ありがと國崎。おかげで助かったわ」

　私は素す直なおに礼を言う。

　実際、あの矢が間に合わなければ死んでいた。

　運よく生き残れたのは國崎のおかげだ。

「……」

「……國崎？」

　國崎からの返事がない。

　と。

　不意に、ドッ、と誰だれかが私の上に倒れてくる。
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　霞かすんだ目では分かりづらいが……どうやらそれが國崎であると分かった。

「國崎……國崎？」

「……へへ……ちょっと俺も、頑がん張ばりすぎた……かな」

　國崎の声に力がない。

　その時、自分の太ふと腿ももの辺りにヌルリとした感かん触しよくを感じる。

　これは……血？

　しかもこの出血量は……!?

　さっきは御ぎよ者しや台だいに隠かくれて気づかなかったが、こんな大おお怪け我がを隠して戦っていたの？

「……っ」

　考えてみれば國崎は私たちのために、天使の群団とサミュエルをひとりで引き受けたのだ。

　その戦せん闘とうを生き延びたあとも休まず私たちを追ってきた。

　しかもそのまま私を助け、アバドンとの連戦。

　彼がどれだけ無理をしてきたのか今いま更さらながら気づき、私はただでさえ減った血の気がさらに引くのを感じた。

「國崎、しっかりして……」

「…………」

　私の上にいる國崎の体から力を感じない。

「莫ば迦か……死ぬんじゃ、ないわよ……」

　ようやくこの私が見直してやったっていうのに。

「……っ」

　かくいう私も本当に限界が来た。

　みるみる内に視界が狭せばまり、意識が遠のいていく。

「國…………、雷……」

　私は最後に自分のか細い声を聞きながら気を失った。




　　　　３




　ローマ。アドリアーノ公園。

　余──エミリーは太陽の舟ふねに乗るラーを地上から攻せめていた。

「往ゆけ王家の蛇ウラエウス。我が敵を脅おびやかせ」

　余の召喚した黄金色の大だい蛇じや。

　それは王権の守護者であり、敵にとっては恐おそるべき脅きよう威いでもある。

「シャアアアア！」

　ウラエウスの攻こう撃げき方法は火。

　大蛇の口から吐はかれた大だい炎えんが上空のラーを襲おそう。

「くっ!!」

　ラーもまた負けじと太陽のプロミネンスをぶつけ、ウラエウスの炎ほのおを搔かき消した。

　だが奴やつの怒いかりは収まらない。

「おのれぇ！　なぜ貴様がウラエウスを使し役えきする!?」

「ハッ、そう言われてもな。余とてファラオの祖たれば、今のこの身は肉体アクトを纏まとう完全なる王ならばウラエウスを従えるのも道理よ」

「ぐぬぬ！」

　ラーが怒り狂くるうのには理由がある。

　先程も述べた通りウラエウスは王権の守護者。

　つまりファラオの守護神たるラーの眷けん族ぞくでもある。

　それゆえに、奴は己の物を奪うばわれたと思っているのだろう。

「ふざけるなオシリス！　真の王はこの儂わしだ！」

　ラーは尊大に叫さけび、その目をウラエウスに向ける。

　その時、奴の額に蛇へびの紋もんが浮うかび輝かがやく。

　それは蛇じや形けい記き章しよう。

　まさしくウラエウスを従える紋もん所どころだ。

　奴め、ウラエウスの支配権を奪う気か……！

「させるか！」

　余もまたウラエウスに向けて、手に持つ王おう笏しやくを掲かかげる。

　それはアンクとワスの笏とジェド柱を組み合わせた特別な王笏だ。

　アンクとは生命の象徴。

　ワスの笏は力と支配の象徴。

　ジェド柱とは余の背骨──世界を支える四つの柱を意味するもの。

　本来は余セラピスと習合したプタハの持ち物であるが、今は完全なる王となった余の力を引き出す装神具アーテイフアクトとして機能する。

「ぐぐぐぐ！」

「うぬぬぬ！」

　余とラーはウラエウスの支配権を巡めぐって力を注ぐ。

　別にウラエウス如ごときが勝敗の決め手になるわけではないのだが。

　何度も言うようにウラエウスは王の下僕しもべ。

　それを従えるのは余儂だ。

　ただそれだけの意地の戦いだ。

　主あるじ殿どのが聞けばくだらないと笑うに違ちがいない。

　と。

「シャ──!?」

　余とラーが強ごう引いんに支配権を奪い合った所せ為いか、ウラエウスの長ちよう軀くが突とつ然ぜん捻ねじれて四散してしまった。

　火の粉のように血が舞まい散り、地面を濡ぬらす。

「クッ!?」

　その様子を、ラーは憎にく々にくしげに舌打ちしたが、

「……ハッ！」

　余は思わず失しつ笑しようした。

「ハハハッ、奪おうとして結局破は壊かいしてしまうとは間ま抜ぬけな奴め！」

「……ッ、貴様が言えた義理か！」

　ラーは舟の縁へりから身を乗り出して怒ど鳴なる。

「間抜けな面つらを余に近づけるな」

　余は口の端はしに笑えみを浮かべつつ王笏を振ふるう。

　習合神セラピスはエジプト神話とギリシャ神話の、複数神格の混ぜ物だ。

　そもそもセラピスとは、人工的全能神を生み出す仮定で造られた。

　ゼウスなどが混ぜられたのはその所以ゆえんだ。

　またプタハはメンフィスで語られる神話の主神にして鍛か冶じ神しん。

　ゆえにこの権能は「創造」に特化する。

「大ペ玉ト座・のタ白アき・城ヘ壁フ」

　王笏の放つ光を浴びた大地が隆りゆう起きし、その組成を白い城じよう壁へきへと作り替かえる。

　かつてメンフィスを護まもった荘そう厳ごんなる白しら壁かべが、今は太陽の舟を撃うち落とす砲ほう弾だんとなってラーに襲いかかる。

「フンッ！　遅おそいわ！」

　地上より生えのびる城壁をラーは容易たやすく躱かわす。

　確かに大ペ玉ト座・のタ白アき・城ヘ壁フは当たれば威い力りよく充じゆう分ぶん、されどのびる速度が足りない。

　というか、本来は防ぼう御ぎよに用いるスキルだ。

　だが──

「──隙すきアリだ莫迦め」

「何ィ!?」

　──縦にのびる城壁は駆かけ上がるハシゴにもなる。

　セラピスと化した余の身体能力は全体的にステータスが上がっている。

　この程度の軽かる業わざ、造作もない。

「ハアァ！」

　王笏を棍こん棒ぼう代わりに、余はラーに打ちかかる。

「グッ!?」

　奴は自らの腕うでで王笏を受け止めた。

　余が持っているのが剣であれば一刀両断にできただろうが、残念ながら今の一いち撃げきはラーの腕の骨を折るだけに留とどまった。

「グオオオォ！　よくも、よくも儂の腕をォォ！」

　心ここ地ちよいラーの悲鳴を聞きながら、余は華か麗れいに着地する。

「……」

　今のところ、姫子に授さずけた策は順調に進んでいる。

　この策は完成までに時間がかかる。

　さらに言えば、余の奮戦だけでは成り立たない。

　あちらで戦っている姫子こそ要かなめだ。

　あの娘むすめがしくじれば全すべて無に帰す。

　あんな頼たよりない小娘に命運を預けるとは、まったく酔すい狂きようなことだ。

　だが、であればこそ。

　余の方がしくじるわけにはいくまい。

「さあ！　まだまだ行くぞ！」

　余は次なる権能を振るう。

　と言っても、今度のは馴な染じみのある冥めい界かい神しんとしての権能だ。

　ボコリ　ボコリ

　　ボコリ　ボコリ

　ボコリ　ボコリ

　冥界の主あるじの呼び声に応こたえ、土の下より骸がい骨こつの死し霊りよう兵へいが顔を出す。

　とはいえ、主殿と戦った時ほどの数ではない。

　単純に下準備が足りないのもあるが、この権能を別の使い途に力を割いている所為だ。

　そのため呼べるのは精々が百かそこら。

　だが軍団としては最低限成り立つ数だ。

「大ペ玉ト座・のタ白アき・城ヘ壁フ」

　余は再び複数の城壁を生み出し、その上に死霊兵を十数体ずつ乗せた。

　のび上がる城壁はいわば囲い。

　ラーの乗る太陽の舟の四方を囲んで、逃にげ道みちを塞ふさぐ。

「往ゆけ死霊兵ども！　その爺じじいの首を獲とってやれ！」

　余もさほどではないが、ラーも白兵戦には向かぬ性しよう根ねだ。

　たかが死霊兵といえども取り囲めば、それなりに役立つはず……。

「……いい加減、舐なめるな地じ蟲むしどもが！」

　その時、ラーの激げき昂こうが一匹ぴきの怪かい物ぶつを生み出した。

　怪物の名はセクメト。

　かつてラーを侮あなどった人間を虐ぎやく殺さつし、地上を血の海に変えた神しん獣じゆうだ。

「ギャアアアアアアア！」

　甲かん高だかい悲鳴のような声を上げ、セクメトは一度に数体の死霊兵を嚙かみ砕くだく。

「チッ……アメミット！」

　余は一いつ旦たん冥界に引っ込めていたアメミットを召しよう喚かんする。

　神獣の召喚には冥界神の権能が必要であるゆえ、例の策が遅ち延えんする原因となる……が、セクメトと対たい抗こうするためにはやむを得まい。

「ぐしゅるるるる！」

「ギャアアアアア！」

　アメミットがセクメトに飛びかかり、両者はもつれ合うように城壁を転がり落ちていった。

　だがあの一いつ瞬しゆんで死霊兵の三分の一を失った。

　さらに。

「落ケ陽ペはラ嘆・かネずブ、・曙エ光ルを・讃ジえエよル！」

　ラーの『レガリア』が太陽を生み出す。

　極ごく小しよう太陽は我が城壁に突つき刺ささると、その内側から粉々に破壊し、爆ばく発はつ四散させた。

「……チィ！」

　余は体を捻ひねって着地を果たすが、鈍にぶい死霊兵どもはそうもいかない。

　そのほとんどが地に墜おちて砕けてしまう。

　なんとか着地したものも足の骨を折り、行動不能に陥おちいる。

「……やはり、純じゆん粋すいなパワーはあちらが上か」

　余もゼウスのように稲いな妻ずまが使えればよかったのだが。

　セラピスはゼウスをも取り込んだ習合神だが、やはりどちらかといえばエジプト神話の色が濃い。

　それに余オシリスは冥界神。

　ギリシャ神話で同じ立ち位置にいるハーデスと同一視される部分が多い。

　そのため余が扱あつかえるのは主に冥界神・豊ほう穣じよう神しん・医術神・創世神の四つの権能だ。

　ゼウスの天空神としての側面はほとんど持ち合わせていない。

「フンッ、全能神として造り替えるなら、もっと徹てつ底てい的にやればよいものを」

　セラピスをデザインした古代人どもに一応文句をつけておく。

　せめてプタハの鍛冶神としてのスキルがあれば、もう少し戦えたものを。

　……いや、無む駄だか。

　千の剣けんがあろうと、万の矢があろうと。

　決して太陽に届きはしない。

「おのれ……よくもやってくれたなオシリス」

　眉み間けんに深い皺しわを寄せ、ラーが余を見下ろしてくる。

　その目に宿るのは濃のう厚こうな殺意。

　それは最初からだが、より一層憎々しげな色合いを帯びている。

　さて、ここからどうするかだが。

　初見の権能による奇き襲しゆうで誤ご魔ま化かしてきたが、やはりラーは強い。

　落ケ陽ペはラ嘆・かネずブ、・曙エ光ルを・讃ジえエよルのパワーを打ち破らぬ限り、余に勝ち目はないだろう。

「ハッ……やってくれたも何もなかろうアメン・ラー」

　それでもなお、余は嗤わらう。

「我らは殺し合いをしているのだ。ならば、存分にやり合うのが道理だ」

　王おう笏しやくで肩かたを叩たたきつつ、ラーの目を見る。

　奴やつの目を余にのみ向けさせるために。

「それとも……よもや貴様は余に加減してくれているのか？　あるいは全力を出してその程度なのか？　なあ、アメン・ラーよ」

「この……ッ！」

　ラーは舟の縁へりを摑つかみ、顔を真っ赤にして震ふるえている。

　その赤ら顔を見ていると、奴本来の爺のツラを思い出す。

「そこまで言うならよかろう……儂わしの本気を見せてやる！」

「おう。来るがいい」

「……っ！」

　余の態度が気に食わないのか、ラーは憤ふん怒ぬの表情で『レガリア』を起動させる。

　生み出される小型太陽。

　その数は８つ。

　先さき程ほど更さら地ちと化した辺り一帯が、今度は焦しよう土どと化すに充じゆう分ぶんなエネルギーだ。

「燃え尽つきよ！」

　ラーが太陽を墜おとす。

　これほどのエネルギーを容易く生み出す破格の権能。

　やはりこやつは太陽神の中でも別格と云いえよう。

　だが、だからといっていつまでも調子に乗られるのも業ごう腹はらだ。

　余とて奴に匹ひつ敵てきする信しん仰こうを集めるヘリオポリス九きゆう柱ちゆう神しんの一柱ひとり。

　容易く勝てるなどと侮られてたまるものか。

「天の光こう輝きよ、我が掌てのひらより生まれ出いでよ」

「!?」

　余の手に生まれた輝かがやきを見て、ラーが目を見開く。

　その光輝の正体は奴の生み出したものと同じ物。

　即すなわち、太陽。

「ハァ！」

　太陽を以もつて、太陽を撃うち落とす。

　激しい光の爆発が周囲一帯を照らし、爆風が夜空に残っていたわずかな雲を千ち々ぢに吹ふき飛ばす。

　これぞ創世神としての余の側面。

　世界の始まりに大地と太陽を生む権能だ。

「大ペ玉ト座・のタ白アき・城ヘ壁フ！」

　余は再び城じよう壁へきを築き、自らの脚あしでそれを駆け上がる。

「落ケ陽ペはラ嘆・かネずブ、・曙エ光ルを・讃ジえエよル！」

　ラーの迎げい撃げき。

　奴の生み出す太陽の同数を生み出し、進路を開ける。

　余は止まらない。

　城壁の天てつ辺ぺんで跳ちよう躍やくし、太陽の舟ふねに乗る奴よりも高く。

「太貴陽様が、墜ちよ！」

　そのまま余は掌の太陽をラーに叩きつけようとする。

　が──。

「──消えろ」

　直前で、余が放とうとした太陽が跡あと形かたもなく搔かき消える。

　落ケ陽ペはラ嘆・かネずブ、・曙エ光ルを・讃ジえエよル。

　その権能は太陽の生と死を操あやつる。

「爆はぜよ」

「……!?」

　超ちよう至近距きよ離りでの爆発に、余は為なす術すべもなく巻き込まれる。

　一瞬で四散、蒸発する肉体。

「ちっ」

　魂たましいのみの存在となり、余は不ふ朽きゆう不ふ滅めつの神しん霊れい柩きゆうに引っ張られる。

　肉体を再生させ、外へと出る。

「ぐっ……」

　だが、もはやその身はセラピスであることを保てない。

　元の姿に戻もどった余は、軽い眩暈めまいを覚えてたたらを踏ふんだ。

「……無駄ということが分からんか、オシリス」

　復活した余をギョロリと見下ろし、ラーが低い声で恫どう喝かつしてくる。

「いかに新たな権能を得ようと、究極の太陽神たる余に勝てる道理はないのだ」

　太陽とはこの星の営みそのものを司つかさどる。

　人も虫も動物も、木々も海も大地すらも、太陽なくば滅ほろぶ運命さだめだ。

　太陽を軽かろんじることのできる者はいない。

　ゆえに太陽神はあらゆる神話で絶大な力を有する。

　その力は神の中でも別格であることが多い。

　特にアメン・ラーは余の知る他神話の太陽神と比して、なお強大な『レガリア』を持っていると云える。

「さすがは太陽の主神だなアメン・ラー。その傲ごう慢まん、まさしく天てん井じよう知らず。大地から見上げた太陽の如ごとくだ──だがな」

　余は胸を張り、ラーを見上げる。

　奴に負けず劣おとらず不ふ遜そんに、傲慢に。

「他の神々の悉ことごとくが貴様に頭こうべを垂れようと、余だけは貴様を見返そう。なぜなら余は陽ひの差さぬ冥めい界かいの主神たればこそ、太陽なぞに畏い敬けいの念など抱いだいたことないのでな」

「どこまでも口の減らぬ奴だな貴様は」

　ラーの声こわ音ねにはもはや軽蔑ではなく侮ぶ蔑べつが混じっていた。

「しかし、貴様はどうやって儂に勝つつもりだ？」

「……」

「よもや、先程の小こ娘むすめをアテにしているのか？」

「……！」

　ラーの言葉に、一瞬だがピクリと反応してしまった。

「トコトン堕おちたものだなオシリス。貴様が他者の助力に縋すがるとはな！」

　ラーは口くち許もとを皮肉げに歪ゆがめる。

「あの小娘ではイザナミには勝てまい」

「……」

「儂が気づいていないとでも思ったか？　あの島でイザナミを見た時の小娘の反応……確か、姉と呼んでいたなぁ」

「……耳みみ聡ざとい奴だ」

　余が言葉を返すと、ラーはますます調子に乗る。

「フハハッ！　人間とは愚おろかで情に弱い。あの小娘はイザナミに傷ひとつつけられぬだろう！　そして貴様は儂に散々嬲なぶられたあと、太陽の届かぬ冥界に永遠に囚とらわれるのだ、ハハハハ！」

「……」

　耳聡くとも相変わらず耳みみ障ざわりな奴だ。

　だがまぁ分からなくもない。

　人間が愚かなのは余も同感だ。

　しかし。

「ラー、人間を侮あなどると痛い目を見るぞ」

　余は主あるじ殿どのを思い浮うかべながら、言う。

「奴らは数が多い。千人中千人が愚ぐ者しやでも、万人中万人が愚者でも、億人中億人が愚者でも──十億人中一人くらいは神をも凌りよう駕がする者がいるかもしれんぞ」

「はぁ？　何を戯たわ言ごとを……」

　その時だった。

　おそらく、まったくの偶ぐう然ぜんだろう。

　だがまるで時を見計らったかのように──太陽すら暗くらますほどの眩まばゆい閃せん光こうが、ラーの乗る太陽の舟ごと奴を吞のみ込んだ。

　天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモ。

　ラー自身が小娘と侮った姫子の放った一いち撃げきが、奴を喰くらい尽くしたのだ。

　一いつ瞬しゆん後、そこには何も残されていなかった。

　空へと向けて消えていった光とともに、我が仇きゆう敵てきの姿は跡あと形かたもなくなってしまったのだった。

　その結末に、余は失しつ笑しようし、一度大きく息を吐はき、また苦笑いする。

「……人間とは思いの外、眩きものよな」




　　　　４




　──僅わずかに時は遡さかのぼる。




　ボク──櫛くし鉈なだ姫子は確実に死にかけていた。

「ほぉら、避よけなさい」

「クッ！」

　イザナミの突つき出してきた矛ほこをボクはギリギリで受け止める。

　だが刃はが滑ぬめり、矛先が二の腕うでを擦こすった。

「あぁ！」

　痛い！　熱い！

　ただの掠かすり傷なのに、焼けるような激痛が走る。

　チラリと見れば、傷きず跡あとがグズグズに溶とけていた。

　まるで硫りゆう酸さんでも浴びせられたみたいに。

「クスクス、クスクス」

　イザナミは愉たのしそうに笑っている。

　ボクの苦しむ様さまに愉ゆ悦えつを感じているようだ。

「……ッ」

　そんな風に歪められたお姉ちゃんの顔を見て、ボクは歯を食い縛しばる。

　アイツはこの一方的な戦いを明らかに愉しんでいた。

　一方的。

　そう、一方的だ。

　それはそうに決まっている。

　ボクにお姉ちゃんを傷つけられるハズがない。

　たとえもう……お姉ちゃんが死んでいるとしても。

　ゆえに、ボクは防戦のみを強しいられる。

「オオイカヅチ、ホノイカヅチ」

　イザナミの頭と胸から稲いな妻ずまが生まれる。

　奔はしる紫し電でん。

「！」

　ボクは咄とつ嗟さにそれを斬きろうとするが、それをスルリと避けられた。

　意思ある雷かみなり。

　イザナミから生まれた八はち柱にんの雷らい神じん。

　そんなもの避けようもなく。

「あぁぁ！」

　稲妻の刺し突とつが肩かたと太ふと腿ももを穿うがち、ボクは悲鳴を上げる。

　膝ひざが笑う。

　ガクガクと震ふるえ、立つのもやっと。

「くぁ……っ」

　それでも何とか剣けんを構える。

　そんなボクを見て、イザナミはまた嗤わらう。

「健けな気げねぇ。勝てもしないのに、ホントよく戦う」

「そんなの……分からないだろ！」

「あら、そお？」

　イザナミは矛を下ろして、ゆっくりこちらに近寄ってくる。

　戦神スサノオの勘かんが言っている。

　今なら確実に殺やれると。

　でも……。

　でも……！

「ほぉら」

　イザナミはボクの前で立ち止まると、おかしそうに首を傾かしげた。

　ボクの目を斜ななめ下から覗のぞき込んでくる。

「あなたには斬れないわ」

「……！」

　イザナミは目を細める。

　それから動けないボクの頰ほおを、まるで愛いとおしそうに撫なでた。

「嗚あ呼あ、可憐いじらしいこと」

　そのイザナミの声は優やさしそうだった。

　同時に、哀かなしそうだった。

「貴女あなたはやさしいのねぇ。姉とはいえ死んだ子相手に、貴女はこんなにやさしい。あの人も、貴女くらいやさしければねぇ」

「……！」

　イザナミは夫のイザナギに裏切られ、冥界に置き去りにされた。

「嗚呼、でもだからこそ憎にくらしい」

「痛ッ！」

　イザナミの爪つめがボクの頰に食い込む。

「なぜ、あの人の子らである貴女はやさしくて、あの人は私にやさしくなかったのかしら。なぜ、私だけが見捨てられたのかしら。なぜ、なぜ、、、」

　突き立てられた爪を通してイザナミの悲ひ嘆たんが流れ込んでくる。

　彼女の嘆なげきは理解できる。

　想おもい人に置いていかれる。

　その辛つらさは、きっと筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいだろう。

　ボクだってお姉ちゃんに見捨てられたら、きっと気が狂くるうほどツラい。

「ワカイカヅチ」

「あぁあぁぁ！」

　触ふれたイザナミの手から流れ込んだ稲妻に、ボクは悲鳴を上げてくずおれる。

「うぐっ……」

　片膝と剣を突いて倒たおれるのを防ぐ。

　だけど筋肉が痙けい攣れんして、すぐに立ち上がることができそうにない。

　その太腿に、天あま之の沼ぬ矛ぼこが突き刺ささる。

「ィ……ッ、アッ……！」

　刺し傷の周辺がドロドロと溶とけていく。

　そのままだったら脚あしが半ばから捥もげていただろうけど、そうなる前にイザナミは天之沼矛を引き抜ぬいた。

「さあ、次はどこを刺して欲しい？　腕？　お腹なか？　それとも逆側の脚がいいかしら？」

　そう言いながら、イザナミは狂ったように嗤う。

　その哄こう笑しようは甲かん高だかいが、空くう虚きよだった。

　何の中身もない。

　狂っているだけの大きな声。

　いや、声ですらない。

　誰だれかに何かを伝えるものじゃない。

　こんなのただの音だ。

　誰とも繫つながらない。

　ただの壊こわれた音。

　黒板を引っ搔かいているのと似たようなものだ。

　こんなに大声で笑っているのに、ボクが笑われていると感じない。

　ただただ耳障りで不ふ愉ゆ快かいなだけ。

　この時、ボクはこの女め神がみは本当に壊れているんだな、と思った。

　誰かを憎んで憎んで憎みすぎて。

　感情が壊れてしまったんだ。

　それをほんの少し憐あわれに思った。

　けど。

　そんな奴やつに、ボクのお姉ちゃんを奪うばわれるのは我が慢まんならない。

　憐れでも、可哀かわい想そうでも。

　赦さないと、ボクは決めた。

「あら……なあに、その目は？」

　イザナミが不意に低い声で呟つぶやく。

「厭いやな目……次はそこを潰つぶしましょうか」

　イザナミは天之沼矛の矛先の照準をボクの目へと合わせる。

「……っ！」

　脚が痺しびれているボクに躱かわす術すべはない。

　そして、イザナミは何の躊躇ためらいもなく天之沼矛を振ふり下ろした。

「「───」」

　瞬しゆん間かん、ボクとイザナミの呼吸が止まる。

　カタカタカタカタ

　天之沼矛の矛先が震えている。

　その揺ゆれる先せん端たんはボクの目に突き刺さる寸前で停止していた。

「な、、に？」

　イザナミが、わけが分からないという風に声を漏もらす。

　その声すらも震えていた。

　怯おびえなどではなく。

　ただ単に、声帯が自由にならないといった具合に。

「───」

　その時、ボクはエミリーさんの言っていた策を思い出した──







「──いいか姫子。貴様はともかくイザナミを余から引き離はなし、時を稼かせげ」

「う、うん。でもボクは……」

「案ずるな。貴様がイザナミを斃たおす必要はない」

「？」

「詳くわしい説明は省くが、余はこれから別神格に姿を変える。そして、医術神アスクレピオスの権能を以て、櫛鉈撫子の魂を冥界より引き戻してやる」

「え!?　そ、そんなことできるの？」

「アスクレピオスは医術を究きわめすぎて死者を蘇よみがえらせ、その業わざを恐おそれた神々に誅ちゆうされたほどの腕うで前まえの持ち主だ。冥界神である余が直じき々じきにその権能を用いれば、必ず蘇らせるところまでは成功するだろう」

「……！」

「ただし、櫛鉈撫なで子この体には今イザナミの魂たましいが居座っている。ゆえに、肉体の主導権の奪い合いが発生するはずだ」

「もしそうなったら……？」

「その時は貴様が姉の魂を呼べ。姉し妹まいの魂の絆きずなで以もつて、神という不法滞たい在ざい者を肉体から追い出してみせるがいい」

「わ、分かった！」

「その後は余を助けに来い。貴様の天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモであれば、ラーの『レガリア』ごと吹ふき飛ばすことも可能であろう──」







　──今がきっとその時だ。

「お姉ちゃん！　ボクだよ！　姫子だよ！」

「……何、を!?」

　ボクの叫さけびを聞いて、イザナミが顔を歪ゆがめる。

　彼女は頭を押さえてフラフラしている。

　ボクを見つめる瞳ひとみが揺れているように見える。

　その奥に、イザナミではない何かを感じた。

「ボクの声を聞いて！　帰ってきてお姉ちゃん！」

「アァァアア!?」

　イザナミはついに耐たえきれないように天之沼矛を取り落とし、両手で額を押さえてよろめく。

　二、三歩と後退していくイザナミ。

　額を押さえる両手の隙すき間まから、ふとボクを映す瞳が覗いて、

「ひ、、め、、、…………っ」

　と、一瞬だけど、確かにそう言いかけた。

「お姉ちゃん！」

　ボクは喜んでお姉ちゃんに駆かけ寄ろうとしたが、脚のケガを忘れていた。

「あぐっ！」

　走ろうとして転んでしまう。

　幸い下はやわらかい土で痛みはなかった。

　が。

「姫……、っ、あ、、ああああ！」

　ボクを心配したお姉ちゃんが悲鳴を上げた。

「……ロス。殺す、、ダ、メ、ス殺ダコロメ殺す」

　お姉ちゃんの口から漏れる声に、イザナミのそれが混じる。

　肉体の主導権の奪い合い。

　エミリーの言っていた通りのことが起きている。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃん！」

　ボクは天あめの羽は々ば斬きりを杖つえ代わりに立ち上がりながら、何度もお姉ちゃんを呼ぶ。

　これもエミリーに言われた通り、お姉ちゃんの魂に呼びかけるために。

　お姉ちゃん、負けないで！

　イザナミなんかに負けないで！

　ボクのところに帰ってきて！

「啞あ亞あ吾あ啞あ嗚あ呼あ嗚呼嗚呼!!」

　けれど、ボクの声も虚むなしく、お姉ちゃんの悲鳴はもはや絶ぜつ叫きようと化す。

　その声に呼応するように、彼女の従える雷らい神じんも苦しそうにバチバチと火花を放った。

「うっ……！」

　雷神の所せ為いで容易にお姉ちゃんに近づけない。

　と。

「ひ、め、こ」

　苦しみ悶もだえるお姉ちゃんが、その額に脂あぶら汗あせを浮うかべながら、必死の表情でボクの名前を呼んだ。

　そして、ボクを見て。

「わ、たしを、イザナミ、ごと、殺し、、、、て」

「!?」

「早、く……！」

　お姉ちゃんは自分の体を抱だき締しめるように背中を丸める。

　その背に、暴れ狂くるう雷神が何度も突つき刺さった。

　まるでお姉ちゃんを痛めつけるように。

　それはイザナミの抵てい抗こうなのだと分かった。

　そして、お姉ちゃんの魂がもうほとんど保もたないであろうことも。

「……ッ！」

　エミリーさんに授さずけられた策は、とにかくお姉ちゃんに呼びかけろというものだった。

　しかし、イザナミの抵抗が激しくて、今やお姉ちゃんの魂は消しよう滅めつ寸前になっている。

　かといって魂と魂の鬩せめぎ合いに、外からどうやって手を貸せばいいのかなんてボクには分からない。

　もしこのままお姉ちゃんが負ければ、イザナミは再び肉体の主導権を得るだろう。

　そうなればボクも嬲なぶり殺しだ。

　お姉ちゃんはそうさせないために、自分を今の内に殺せと言っている。

　確かに今なら簡単にイザナミを斃せるだろう。

　お姉ちゃんを犠ぎ牲せいにすれば。

　けど……。

　けど……！

　ボクがグッと剣けんの柄つかを握にぎり締めた時──




『──何をしている姫子。姉あね御ご殿どのを助けるンじゃなかったのか？』




「……!?」

　──天あめの羽は々ば斬きりから聞こえてきたその声を、ボクは知っている。

「スサノオ！　どうして声が!?」

『──なに、またどこぞの冥界神が扉とびらを開けたのでな。天あめの羽は々ば斬きりを通して少しばかり己オレと姫子が繫がったというだけの話だ』

「そ、そうなの？」

『──己オレのことなどどうでもいい。それよりも早く姉御殿を助けろ』

「でも、どうやって!?」

『──容易たやすいことだ』

　スサノオは事も無げに答える。

『──お前の手にしている天あめの羽は々ば斬きりは最古の魔ま払ばらいの剣。悪あしき魂を斬きるなど雑ぞう作さもない』

「……！」

　ボクは驚おどろいて、天あめの羽は々ば斬きりの欠けた刃やいばを見る。

　この剣でイザナミの魂を斬ればお姉ちゃんは助かる。

「で、でもどうやってイザナミの魂だけを斬ればいいの」

『──そんなもの、見て斬れ』

「見ろって言われても!?」

　言葉にするのは簡単だが、そんなもの外から見て分かるはずもない。

『──姉御殿の魂たましいを感じろ。それ以外に術すべなどない』

「……っ」

『──これはお前にしかできないことだ』

　スサノオは淡たん々たんと言い続ける。

『──お前たちは双ふた子ごだ。縁えん者じやの魂と魂は目に見えない糸で繫つながれている。それを感じ取れ』

「魂の、糸」

『──やれ。お前が姉御殿を助けるんだ』

「…………！」

　そのスサノオの言葉で、ボクはハッとなった。

　そうだ。

　生きている間、お姉ちゃんはずっとボクを助けてくれていた。

　護まもってくれていた。

　だから。

　だったら。

　今度は、ボクの番。

「ボクがお姉ちゃんを助ける……！」

　ボクは両手で剣の柄を握り、前へ出る。

　八はち柱にんの雷神が放つ紫し電でんの嵐あらしの中へと踏ふみ込んで。

　あちこちに火傷やけどを負いながら、それでもお姉ちゃんに近づく。

　お姉ちゃんを助けるために。

　剣の間合いの中に入るために。

「……ッ」

　お姉ちゃんの目の前で、ボクは天あめの羽は々ば斬きりを肩かたに担かつぐように構えた。

　力ちから一いつ杯ぱい振ふり下ろせるように。

　イザナミの魂を一刀両断できるように。

　それからボクは瞼まぶたを閉じる。

　探す。お姉ちゃんとの縁えにしを、探す。

　それは見えないモノ。

　けれど確かにあるモノ。

　ボクとお姉ちゃんの、姉妹の絆。

　魂の繫がり。

　その尊く白い糸を穢けがす黒い泥どろのような悪あつ魂こん。

　それだけを斬る。

　お姉ちゃんを助ける。

　ただ一心にそれを想おもった。

　飛び交かう稲いな妻ずまのバチバチももう聞こえない。

　肌はだを焦こがす火傷の痛みも感じない。

　ただボクは一振りの剣に身を落としていく。

　ただ一いち途ずに、心を、魂を、お姉ちゃんを救う使命に委ゆだねていく。

「っう、スサノオオォ」

　その時、暗くら闇やみの向こうからイザナミが悲痛な声を上げる。

「お前まで、、、私を裏切るの……この、母を」

「！」

　母、という単語にボクは一いつ瞬しゆん怯ひるむ。

　けれど。

『──生あい憎にくとな、母上。こう見えて己オレは、疾とうの昔に親おや離ばなれは済ませているよ』

　スサノオはサッパリとした声で、そう言った。

『──やれ、姫子』

「───！」

　その声に押されるように、ボクは魔払いの剣を振り下ろした。

　お姉ちゃんを助けるという強い気持ちと。

　大きな罪悪感を胸に抱いだきながら。




　────ヒュンッ────




　それを具体的にどのように斬ったのか、その瞬間ボクは目を瞑つぶっていたので見えなかった。

　ただ、斬った、という手て応ごたえだけを感じ、瞼を開けた。

「…………」

　そこには気を失い、今にも倒たおれそうなお姉ちゃんの姿があって。

　力を失ったその体が、ちょうどナナメに傾かしいだところだった。

「お姉ちゃん！」

　ボクは慌あわててお姉ちゃんの体を抱き留める。

「お姉ちゃん？」

「……」

　呼びかけるが返事はない。

『──安心しろ。眠ねむっているだけだ』

「スサノオ……」

『──お前はよくやった。姉御殿を無事取り返したな』

　スサノオは素す直なおに称しよう賛さんしてくれた。

　もちろん、お姉ちゃんを助けた喜びはある。

　けど……。

「ごめん。イザナミって、スサノオのお母さんだったんだね……」

『──実際に母上の胎はらから生まれたわけではないがな』

「ごめん」

『──謝るな』

「でも……」

『──幼い時分には母上に会いたいと泣き喚わめいて山を枯からしたこともあるがな。先さき程ほども言ったように、はるか昔に親離れは済んでいるのさ』

「……」

　それがスサノオの気き遣づかいなのか本音なのか、ボクには判断することができなかった。

『──それより姫子。姉御殿を助けたのはいいが、そんなにのんびりしていていいのか？』

「のんびりって……ああ！」

　エミリーさんを援えん護ごしないと！

　大事なことを思い出し、とりあえずお姉ちゃんの体を丁てい寧ねいに下ろしたあと、慌てて剣を担いで立ち上がった。

「……スサノオ？」

『──……』

　ふと気づいてボクは話しかけるが、もうスサノオからの返事はなかった。

　もっと話したいこともあったのに、さっさといなくなってしまった。

　本当に、清々とした性格の神様だ。

「……！」

　ピシャンッ！

　ボクは気を取り直して、一度強く自分の頰ほおを張った。

　エミリーさんとスサノオのおかげで、ボクはお姉ちゃんを助けることができた。

　スサノオには恩を返しそびれたけど。

　次は、ボクの番だ。

「我が神しん武ぶの証あかしを天に奉たてまつる！」

　呼び起こすは天の剣つるぎ。

　武の象しよう徴ちようたる究極の神剣。

　スサノオがボクに託たくしてくれた力。

「天地を覇すアメノる──」

　ボクは天叢雲剣アメノムラクモを手に取り、カッと目を見開く。

　武神の目は、遠くの空に浮うかぶ舟ふね──その舟上の敵の姿を確実に捉とらえた。

「──神皇剣ムラクモぉぉぉぉ!!」







　ラーを天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモで消し飛ばしたボクは力ちから尽つきて、その場にくずおれた。

「はぁ、はぁ……お姉、ちゃん」

　ボクは這はうようにズルズルとお姉ちゃんの許もとへ向かう。

「……」

　お姉ちゃんは死んだように眠っていた。

「……お姉ちゃん？」

　ボクはおっかなびっくり、お姉ちゃんの胸に耳を当てる。

　最初は自分の息いき遣づかいが荒あらくてよく分からなかった。

　けど。

　とくん……とくん……

　微かすかに心臓の鼓こ動どうが聞こえた。

　それに耳を当てている胸もわずかに上下している。

　生きてる……。

　本当に生き返ったんだ……。

「ふむ、どうやら上う手まくいったようだな」

「エミリーさん!!」

　気がついたらエミリーさんがこっちにやってきていた。

　彼女は身なりこそ綺き麗れいなままだったが、その顔色は悪く、とても消しよう耗もうしているのだとひと目で分かった。

「エミリーさん……エミリーさんのおかげで、お姉ちゃんを助けられたよ」

　ボクは少し涙なみだぐみながら頭を下げる。

「ありがとう、エミリーさん」

「ハッ、礼など要いらぬ。ただ奴やつらに勝つために必要だっただけのことだ」

　……照れ隠かくしかな？

　そう思ったけど、エミリーさんの表情からはどちらとも読めなかった。

「しかし、お互たがいこの有り様では、よその応おう援えんにすぐ向かうというわけにはいかぬな。お前は誰だれか他の仲間の居場所を知っているか？」

「えっと、マリアさんとここに来る途と中ちゆうまで一いつ緒しよだったよ」

「何？」

　ボクが質問に答えると、エミリーさんは眉まゆをピクリと動かす。

「つまり途中で別れたのか？　なぜ別れた？」

「それは……実は、ボクはここに来る前に、マリアさんとふたりで協力してテスカトリポカと戦ってたんだけど」

　ボクはマリアさんと別れた経けい緯いを思い出す。

「トドメを刺さす寸前に、あのロキって神様がテスカトリポカを助けに入ったんだ」

　ロキが現れなければ、テスカトリポカも天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモで斃たおせていたはずだった。

「それで、その後その二柱ふたりはどうしたのだ？」

「そのまま逃にげられちゃった」

「……」

「マリアさんは、ロキって神様は野放しにしたら危険だって言ってた」

「それには余も同感だ」

「だから、マリアさんは雷火にそのことを警告するために、ひと足先にバチカンに向かったんだ」

「……なるほどな」

　エミリーさんは頷うなずいて、バチカンの方を見やる。

　その表情からは勝利の余よ韻いんが消えて、少し険しいものになっていた。

「ボクらも雷火のところへ行く？」

「そうしたいのは山々だがな。あまりに余力が足りぬ。厭いやな予感はするが、もう少し回復してからでなければ、かえって足あし手で纏まといに──」

　──と、エミリーさんは言葉を言い終える前に、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「!?」

　彼女に釣つられてバチカンの方角を見ていたボクも、それを見る。

　バチカンから天へと昇のぼる光の柱を。

　そこだけが昼のように明るく、まるで空から光る階段が降りてきているかのような光景だった。

「何……あれ？」

　今日まで信じられないような現象はたくさん見てきた。

　だけどこれはその中でも極きわめつけだ。

　派手な音も、破は壊かいもない。

　けれど、見るだけで精神が揺ゆさぶられる。

　その何かに圧あつ倒とうされる。

　それが何かも分からないのに、途と轍てつもないモノだということだけがハッキリと分かる。

「一体何が起きている……？」

「雷火……」




　　　　５




　──時は再び遡さかのぼる。




　遠えん雷らいが聞こえる。

　先程から二、三度大聖堂が揺れた。

　おそらく、バチカンを護まもる魔ま力りよく防ぼう壁へきが何かを弾はじいたのだろう。

　バチカンの外でも誰かが戦っている。

　あるいは俺の仲間たちが……。

「……ッ」

　しかし、今の俺にそちらを心配する余よ裕ゆうは一いつ切さいなかった。

　十年前に一度復元されたサン・ピエトロ大聖堂。

　数多くの美術品を収める大聖堂の内部──その歴史的な品々を次々と破壊し続けながら、俺と師し匠しようは激しく戦っていた。

　島での戦いから一週間。

　俺もあれから何もしなかったわけじゃない。

　僅わずかな隙すき間ま時間を利用し、銃じゆうの訓練を繰くり返し、もう一度体術を見直した。

　特に改めて行ったのは『残滓ケイオス』の操作術だ。

　元々魔術適性が低い俺は魔力や『残滓ケイオス』のようなエネルギーを、自分の内側で操あやつる心得がない。

　神話代理戦争終結からの三ヶ月で訓練はしたが、まだ少々雑だった。

　自分の手足の隅すみ々ずみまで行き巡めぐらせるのは当然。

　それ以外に、銃じゆう弾だんに込こめる『残滓ケイオス』の量を微び調ちよう整せいし、その威い力りよくを用よう途とに応じて使い分けることも覚えた。

　その技わざがなければ、リョーマに勝つこともできなかっただろう。

　だが。

「クソッ……！」

『──ウヒヒヒ、お前の師匠はスゲェ女だなぁ！』

　俺の悪態。バロールの愉ゆ悦えつ。

　その源は師匠のある斬ざん撃げきに対してだった。

「疾シッ！」

　師匠が鞘さやから刀を抜ぬき放つ。

　だがその距きよ離りは遠い。

　明らかに剣の間合いの外。

　どちらかといえば銃俺の距離だ。

　しかし、そこから斬撃が飛んでくる。

　その数は５。

　あの一いつ瞬しゆんの抜き打ちで！

「クッ……！」

　俺は師匠の飛ぶ斬撃を銃弾で撃うち落とす。

　４つは消せた。

　だが１つはこちらの迎げい撃げきを突つき抜け、俺の首を落としに飛んでくる。

「ッ！」

　俺はギリギリで頭を下げて躱かわす。

　素す通どおりした斬撃はそのまま背後の柱を両断した。

　軋きしむ大聖堂。

　このままではいずれ倒とう壊かいするかもしれない。

　だがそんなことよりも。

　今は間合いを詰つめてきた師匠に対処しなければならない。

「！」

　俺は両手の銃を交こう互ごに撃って師匠を足止めしながら、必殺の間合いに彼女を入れないように距離を作りながら移動し戦う。

『──斬撃を飛ばすとか並業わざじゃねぇ』

「まったくだ……」

　斬撃を飛ばす。

　おそらくその種は天使から取り込んだ圧倒的魔力だろう。

　だが、ただ魔力を飛ばすことと斬撃を飛ばすことは違ちがう。

　たとえば、バロールが以前使った魔力砲ほう撃げきなどはさほど難しくない。

　魔力なんてものは言ってしまえば火薬のようなもの。

　圧縮した魔力をそのまま放てば、着弾と同時に大爆ばく発はつが起きる。

　俺の場合は圧縮の必要すらなく、ただ銃弾に『残滓ケイオス』を込めて撃つだけ。

　しかし、それを斬撃にするとなるとまったく話は異なる。

　なぜなら、単に斬きる動作に合わせて魔力を放っても、それはただ薄うすっぺらい魔力砲撃にしかならない。

　斬撃を飛ばすとは即すなわち、刃やいばの鋭えい利りさを魔力で再現するということ。

　しかも銃弾のように物質的な依より代しろがあるわけでもなく、純じゆん粋すいな魔力で斬るという行こう為いを再現しなければならないのだ。

　俺では習得に３年はかかる。

　それもやっと一いち斬ざんを飛ばすのがやっとだろう。

　師匠のような五連撃を飛ばすなど一体何十年の修練が必要なのか……。

　だが俺の記き憶おくが確かなら、昔の師匠はこんな業を使えなかったはずだ。

「師匠ッ！　一体いつこんな芸当覚えたんですか!?」

「ん。今朝くらい」

　師匠は事も無げに答えてくる。

「今朝って……」

　というか、師匠は元々俺と同じ魔力量の少ない人だった。

　斬撃を飛ばすだけの魔力を賄まかなえるようになったのは、堕おろした天使を取り込んでからだろう。

　つまり……たったの一週間で!?

「雷火ともう一度戦うと分かっていたからな」

　驚愕に染まる俺の顔を見て、師匠はつけ加えるように言う。

　この業は俺のために用意したものだとでも言うのか？

　師匠は化け物だと改めて思う。

　たった一週間という期間でも、これほどの差が開く。

「……ッ」

　俺は『残滓ケイオス』を込めた足で大きく跳ちよう躍やくし、師匠の頭を跳とび越こえる。

　さらに空中で体を捻ひねりながら銃を撃ち、着地直後の相手の追撃を阻そ止し。

「疾シッ！」

　改めて距離ができたことで、再び師匠が飛ぶ斬撃を放つ。

　俺は無論迎撃するが、今度は２つ撃ち落とし損そこねた。

　これで何度目か分からない。

　だが何も俺が斬撃を撃ち損ねているわけではないのだ。

　あの飛ぶ斬撃は、見た目は全すべて同じでも、そこに込められた魔力量がそれぞれ異なる。師匠は意図的に各斬撃の威力を変えているのだ。

　強い斬撃に弱い斬撃を織り交ぜている。

　無論、『残滓ケイオス』をありったけ込めれば、どんな威力の斬撃も落とせるだろうが……。

「……っ」

　俺の『残滓ケイオス』も師匠の魔力も無限ではない。

　全ての斬撃を全力で迎撃していれば、先に余力が尽つきるのはこちらだ。

　ゆえに、俺に求められるのは瞬時の判断力。

　高速で飛来する斬撃に込められた魔力を見み極きわめ、それに合わせた『残滓ケイオス』の銃弾で迎撃する。

　それができなければジリ貧ひんだ。

　あるいは迎撃に失敗しすぎれば、それがそのまま致ち命めい傷しようになりかねない。

　そうでなくとも避よけるためにバランスを崩くずされれば、圧倒的不利な近接戦に持ち込まれる。

　遠近戦。

　業の練度に威力。

　互ご角かくの部分はあれど、勝まさる部分がひとつもない。

　その上、経験に知識まであちらが上となれば、勝ちの目は無限に遠ざかる。

　分かっていたはずだ。

　楽に勝てる相手ではないと。

『──ウヒヒヒ、レオンと戦った時のことを思い出すなぁライカ』

「……」

　レオン。

　彼との戦いもまた勝ち目のない戦いだった。

　こちらを上回る技量の相手。

　明らかに足りない下準備。

　そして……俺自身の躊躇ためらい。

『──また殺す覚かく悟ごができないか？』

　バロールが問う。

　この問いも何度目か。

　ゆえに、またか、と奴やつは問う。

「……」

　俺はすぐに答えられない。

　もう何度も同じ問いを重ねられているのに。

　何度問われても、同じ迷いを繰り返す。

　殺したくないと心が叫さけぶ。

　その隙すきを、師し匠しようは見み逃のがさない。

　ダンッ!!と、師匠の踏ふみ込みが床ゆかのタイルを割る。

　今までにないスピードに、俺は驚きよう愕がくさせられる。

　天使の魔ま力りよくを取り込んだことで、全身に循じゆん環かんさせる魔力量──即すなわち魔力による身体能力のブーストも以前の比ではなくなったのだ。

　すでにここは師匠の間合い。

　居合いの即そく死し圏けん内ない。

「ッ」

　俺は『予よ見げん』の魔眼を開き、刃の未来軌き道どうを読み取る。

　それは銃じゆうでの迎撃が間に合わぬ軌道。

　手足なら届くが、当然師匠の居合いを防ぼう御ぎよなどできるはずもない。

　仮に腕うで一本犠ぎ牲せいにしても胴どう体たいごと断たたれるだろう。

　ならば、一か八ばちか──！

「───ッ」

　師匠が抜き打つ一寸前に、俺は膝ひざと肘ひじを合わせる。
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　同時であれば間に合わない。

『予よ見げん』であらかじめ未来を見ていなければ不可能。

　肘と膝で刃を上下から挟はさみ受け、神速の抜き打ちを止めるなど。

「……ッ！」

「ッッッ」

　師匠の刀、俺の肘と膝が力の押し合いで鬩せめぎ合う。

　いくら抜き打ちを止めても、膂りよ力りよくで斬り抜かれてしまえば終しまいだ。

「……肘と膝で真しん剣けん白しら刃は取どり？　いつから私の莫ば迦か弟で子しは曲芸師になったの？」

　力を緩ゆるめないまま師匠は軽口を叩たたいてくる。

「いちおう空手の技法です。曲芸ではありません」

「アンタにいつ空手なんて教えたのよ。テキトーぬかすな」

「師匠こそ斬ざん撃げきを飛ばすとか、冗じよう談だんみたいな真ま似ねしないでくださいよ」

「仕方ないでしょ。思いついたんだから」

「失礼。冗談は師匠の存在そのものでしたね」

「縦と横、どっちに胴体泣き別れしたい？」

「とか言って、斜ななめに袈け裟さ斬ぎりするつもりでしょう」

「そんな陰いん湿しつな真似せんわ莫迦弟子」

「どちらにしろ御ご免めんです」

「レアパターンで前後に真っ二つってのもあるけど？」

　これを全部本気で言ってるのだから師匠は頭がおかしい。

　その才能の全てを己おのれの業に注いだ剣けんの鬼おに。

　どうやってこの人に勝つ……!?

「まだ迷うのか莫迦弟子」

　師匠がバロールと同じことを問う。

「何でそんなに殺すのを躊躇う？」

「そんなの……っ、当然だろう!?」

　俺は奥歯を嚙かみ締しめる。

「アンタは、俺の……」

「？」

「……ッ！」

　俺は無理な体勢から左手の銃を撃うった。

　師匠は刀を引き、容易たやすくそれを避ける。

　まともな照準もつけていなかったのだから当然だろう。

　だが距きよ離りはあいた。

「疾シッ！」

「！」

　再び遠距離からの撃ち合い。

　斬撃と銃じゆう弾だんがぶつかり合い、魔力と『残滓ケイオス』が弾はじけ飛ぶ。

　マガジンを交こう換かん。

　次はこちらから撃つ。

　だが師匠は容易く弾道を見切って躱かわす。

「莫迦弟子が。両手で同時に構えた時、無意識に右から撃つ癖くせが抜ぬけてないぞ」

　余よ裕ゆうからか、師匠はそんな訓練時代のような指し摘てきまで寄よ越こしてくる。

『──おいおい、こっちの癖まで見抜かれてんのかよ。こりゃーいよいよダメかもなぁ』

　バロールは心底おもしろがるように笑う。

　戦士としての技量。

　経験と知識。

　さらに癖まで見抜かれたら、もはや勝機などないに等しい。

　しかも……どうやら先さき程ほどのマガジンが最後の弾だん倉そうだ。

　連戦に加え、予備の弾たまを預けたマリアと初手で分断されたのが痛かった。

　師匠が飛ぶ斬撃を使用したのは、『残滓ケイオス』だけでなくこちらの弾を消しよう耗もうさせる意図があったようだ。

　途と中ちゆうから残弾には気づいていたが、気づいたからといってどうこうなるものでもない。

　あるいは最初からこうなると決まっていたのかもしれない。

　師匠は俺の戦う業わざの全てを把は握あくしている。

　その上、魔眼は封ふうじられ、『残滓ケイオス』も見せてしまったカードだ。

　もはや切り札と呼べるものなど一枚も残っていない。

　残ってなど……。

「……っ！」

　いや。

　確かに切り札は残ってはいない。

　だが、ないわけではない。

　しかし、その逆転劇を成し遂とげるためには多少の運と、刹せつ那なの見切りに加え、あの師匠を一いつ瞬しゆんで凌りよう駕がする必要がある。

　ならば、やるしかない。

　俺が師匠に勝つには、そのくらいの壁かべを乗り越える必要があるのは、最初から分かりきっていたことなのだから！

「ウオォォォ!!」

　これが最後の攻こう防ぼう。

「───！」

　師匠もこちらの気き迫はくで何かを悟さとったのか、一段と気配が深く沈んだ。

　俺など遥はるかに及およばない極限の集中力。

　だが、そこへ食い下がる!!

　魔眼を見開く。

　コンマ数秒先の未来を『予よ見げん』する。

　脳の処理能力のリミッターをはずして限界まで引き上げる。

　一瞬の時を、スロー再生のように引き延ばす。

　それを右目で見る現在と、左目で見る未来。

　異なる時間軸じくを同時に処理。

　今この瞬間の最善手。

　未来へ繫つなぐ最適解。

　そのふたつを同時に考え、繫いでいく。

「疾シッ！」

　師匠の飛ぶ斬撃。

　そこに込こめられた魔力。

　迎げい撃げきすれば魔力と『残滓ケイオス』の衝しよう突とつで衝撃波が生まれ、進路が塞ふさがれる。

「ッ」

　俺は読み取った斬撃の軌道の僅わずかな隙すき間まに体をねじ込む。

　代だい償しようは制服の肩かた口ぐちと、多少の肉。

　動くならば問題ない。

　俺は前へ出る。

　残弾は僅か。

　貴重な弾を師匠に当てるには近づくしかない。

　だが接近戦は彼女の間合い。

　それでも踏み込む！

『残滓ケイオス』を四し肢しに込めた一歩ならば一瞬で距離は詰つまる。

　床のタイルを破は壊かいし、俺の体が前へ跳とぶ。

　時間にすれば一秒にも満たないが、脳はその何十倍もの時を感じながら状じよう況きようを処理していく。

　師し匠しようは迎撃の構え。

　俺がわざわざ間合いに入ってくるのだから当然の選せん択たく。

　彼女はすでに刀の柄つかに手をかけている。

　未来の彼女もまだ刀の柄に手をかけたままだ。

　右と左の映像に大きな変化はない。

　ただ距離感が僅かずつ違ちがう。

　未来の師匠との距離の方が近い。

　こちらから近づいているのだから当然だ。

　このコンマ一、二秒の間に、俺は双そう銃じゆうの残弾を確かく認にんする。

　右の銃が残弾５。

　左の銃が残弾７。

　右の方が少し消費が多い。

　師匠の言った通り、右から撃つ癖があるからだろう。

　ともかく、計12発。

　最後の12発。

「！」

　その時、未来の映像が僅かに変わる。

　師匠が鯉こい口ぐちを切る。

　すぐに現在の師匠も鯉口を切る。

　ここが勝負の分かれ目！

「そこだ！」

　俺は師匠の初動を抑おさえるために銃を放つ。

　肩と手首と爪つま先さきを狙ねらう。

「フッ！」

　師匠は僅かに脚を引いて爪先の銃弾を躱し、抜き放った刀で二つの銃弾を一度に斬きり落とす。

　残弾９。

　そこから師匠の切り返した刀は、寸すん分ぶん違たがわず俺の頸けい動どう脈みやくを狙っていた。

　俺は潜くぐって躱そうと考える。

　だが、それは読まれていた。

　切り返しの刃やいばは途中で軌き道どうを変え、低い体勢になった俺の脳天を唐から竹たけ割わりにする。

　その未来映像を見た俺は行動を変へん更こう。

　一点集束フルバーストで師匠の刀を狙う。

「ッ！」

　強きよう烈れつな迎撃に、師匠の表情が一いつ瞬しゆん揺ゆれる。

　それでも残滓ケイオス弾だんの一点集束フルバーストを受けて、刀を弾はじき飛ばされないのは流石さすがとしか言いようがなかった。

　残弾４。

　この時、俺の足の裏が再び床ゆかを踏ふむ。

　コマ送りの中では長い長い踏み込みの一歩。

　それが終わり、俺は師匠の間合いの中に侵しん入にゆうすることに成功していた。

　師匠は弾かれた刀を再び振ふり下ろす。

　俺は彼女の手首を銃じゆう床しようで叩たたき、剣けん閃せんの軌道を変える。

　今度はそちらと逆の銃で師匠を狙う。

「ッ!?」

　が、引き金を引く前に師匠の足あし払ばらいで体勢を崩くずされる。

　その反動で撃った弾は師匠に掠かすりもしない。

　右銃・残弾１。

　左銃・残弾２。

　俺の体勢が崩れた隙に師匠が納刀する。

「クッ!?」

　居合いだと瞬時に判断し、俺は無理やり師匠の懐ふところに入る。

　超ちよう々ちよう至近距きよ離りでは刀を振り抜ぬけず、居合いは使えない。

　が、それが早計だった。

「ぐっ!?」

　師匠は刀を振り抜かなかった。

　鞘さやから刀を全すべて抜ききらず、４分の３ほど抜いた刃をこちらの腹から胸へ押し当て、自身の体重をかけることで俺を斬った。

　浴びせ斬り。

　居合いだけが彼女の業ではない。

　だがそれにばかり気を取られ、同じ構えから放たれる別の業の可能性に気づけなかった。

　師匠は俺の未来視を逆手に取ったのだ。

「───」

　師匠は刀を押し当てたまま俺を押す。

　後退させられる俺。

　師匠は再度刀を鞘に戻もどす。

　開いた間合い。

　刀を振り抜くのに充じゆう分ぶんな距離。

　俺は気力を振り絞しぼり、両手の銃を構え、左右同時に引き金を引く。

　右の銃の弾たまが尽つき、遊底スライドがオープンしたままになる。

　師匠はその２発の銃じゆう弾だんを、上半身を前まえ屈かがみに折り畳たたむことで避さけた。

　彼女の右足が前に出る。

　流れるような居合いの構え。

　同時に、後ろへ押された俺も右足の踵かかとが床につき、後退にブレーキがかかる。

　残弾・左１。

　ここからだ。

　ここが勝負！

「ッッッ！」

　最後の１発を撃うとうと、俺は左の銃を師匠に向けた。

　が。




　ズパンッ!!と俺の左ひだり腕うでが宙を舞まった。




　俺は左腕の肘ひじから先を失う。

　同時に銃と、最後の銃弾も。

　左目に、切り返しの刃が映る。

　右に映る現在の映像と、左に映る未来の映像の時差は１秒。

　それだけあれば充分だ。

「───ッ」

　俺は右手首を返す。

　銃口を師匠に向ける。

　だが右の銃はすでに弾切れ。

　なら、ない弾は造ってしまえばいい。

『残滓ケイオス』。

　俺はその力をいつも銃弾に込めていた。

　そうではなく、今度は『残滓ケイオス』そのもので銃弾を成形する。

　師匠が飛ぶ斬ざん撃げきを魔ま力りよくで生み出したように。

　だが彼女よりも迅はやく。

　斬撃より複雑な形の銃弾を造る。

　上う手まく造れなければ力が四散し、まともな威い力りよくにならないだろう。

　けれど、俺の人生の半分は銃とともにあった。

　部品のひとつひとつを自分で手入れしてきた。

　遊底スライドを引けなくとも、どこに銃弾をセットすれば引き金トリガーを引いた時、撃鉄ハンマーと撃げき針しんが銃弾を叩いて発射されるのか。

　全て把は握あくしている。

　問題は、本当に弾を成形できたか。

　だが確認する間なんてない。

　俺はただ己おのれを信じて、引き金を引く。




　銃声は、鳴らなかった。




　　　　６




「あ」

　その時、あたし──神仙天華は思わず声を漏もらした。

「……？」

　あたしの攻こう勢せいが止まったことにクレイマンは怪け訝げんな顔を見せた。

　その姿はみっともないほどボロボロだ。

　最初の威い勢せいはどこへやら。

　向こうはあたしの攻撃を凌しのぐので精せい一いつ杯ぱい。

　反撃はあったけれど、どれも大したことなかった。

　ただしつこいほどしぶとくて、未いまだに殺し切れていない。

　だけどアイツを護まもる天使も殆ほとんど殺してやった。

　ブリュンヒルデも多少は天使を斃たおしていたけど、九割はあたしの仕事だ。

　全部、消し炭にしてやった。

　あとはアイツを黒くろ焦こげにしてやる。

　というタイミングでの「あ」だったのだ。

　けど声くらい出てしまう。

　だって、あちら側の決着がまさについた瞬しゆん間かんだったのだから。




　　　　７




　銃声は鳴らなかった。

　雷らい管かんも火薬もない銃弾なのだから当然だ。

　だが『残滓ケイオス』の銃弾は確かに発射された。

　弾は師し匠しようの腹に当たり、彼女の体を壁かべまで吹ふき飛ばした。

「ぐぁっ!?」

　壁に叩きつけられた師匠は呻うめき声を上げる。

　背中が半分壁に埋うまっていた。

　その手から刀が落ち、カランカランと音を立てる。

　俺が近づいてその刀を遠くへ蹴け飛とばすのと、壁にめり込んだ師匠がズルズルと床に落ちるのはほぼ同時だった。

「……つっ」

　師匠は生きていた。

　殺さないように、俺が『残滓ケイオス』の量を調整したからだ。

　しかし、すぐに起き上がれるようなダメージでもない。

　師匠は口の端はしから血を流しながら、怪訝な目で俺を見上げてきた。

「……何で殺さなかったの？」

「それは……」

「私ら神しん罰ばつ者は体が壊こわれても戦える。知ってるだろ？」

　師匠はそう言うが、それは噓うそだ。

　与あたえたのはそんな生半可なダメージではない。

　だが彼女が冷たく指し摘てきしているのは、俺の甘さだ。

「リョーマを殺してここまで来たんだろう？　何で私も殺さない？」

「……リョーマを殺したから、だからアンタも殺していいなんて……殺すべきだなんて、ただの思考停止だ」

　過去の過あやまちに甘えて、次の過ちを赦ゆるしてはならない。

　あの島での戦いで学んだことだ。

「俺はとっくに人殺しだ。この手は血ち塗まみれだ。でも、それでもまだ人を殺したくない。何とかならないかって、迷って、何度でももがく」

「へぇー」

「それにアンタは……」

「？」

　俺は先さき程ほど言い損そこねた言葉を心の奥底から引っ張り出す。

　それは、今まで一度も言ったことのないことだった。

　一生、彼女に伝えることはないとすら思っていた。

　だが、言う。

　言葉にするべきだと、今は思ったから。

「両親がいないも同然だった俺にとって……師匠だけが、俺にとっての母親だったんだ」

「……フーン、私には分からない感覚ね」

　師匠は侍さむらい。

　侍とは人ひと斬ぎり──それに己を映した彼女にとって、殺しは生き方の一部でしかない。

　一度斬り合いの舞ぶ台たいに上がれば、相手は何であれ斬る。

　弟で子しでも。

　親でも。

　それが彼女の在り方だ。

　ゆえに、そこに文句はつけない。

　その代わりに銃じゆうを突つきつける。

「とにかく、俺の勝ちだ……っ」

　勝利宣言をするのはいいが、ダメージが深い。

　身体コントロールで出血は止めているとはいえ、左腕も失ってしまった。

　これでは師匠の拘こう束そくも覚おぼ束つかない。

　どうすべきか……。

　血の足りない頭で考えを巡めぐらせていると──不意に、背後からバシャンッ!!と大きな水音が聞こえてきた。

「!?」

　振ふり返ると、そこにはクレイマンが立っている。

　彼は俺と天華に銃口を向けていた。

「まさかリズを斃すとはな……」

　渋じゆう面めんのクレイマンは重たい口調で呟つぶやく。

　対して、満面の笑えみの天華ははしゃいでいた。

「さーっすが、あたしのおにーちゃん。あたしのためなら誰だれにも負けないね！」

　そう言ったあと、天華は残ざん酷こくな微び笑しようをクレイマンに向ける。

「じゃあこっちもさっさとブッ殺しちゃおーか」

　天華の持つ傘かさの先せん端たんから『雷霆ケラウノス』が紫し電でんを奔はしらせる。

「待て天華……ッ」

　俺は早まる妹を止めようと声を上げて。




　それとほぼ同時に、大聖堂の床ゆかが白く輝かがやいた。




「結界術式!?」

　しかもこれは……!?

「何これ……！」

「ぐぅぅ……！」

　天華とブリュンヒルデがよろめく。

　特に天華はいつの間にか黒くなっていたドレスが、元の白いドレスへと変化した。

　まるで力を喪そう失しつするように。

　やはりこれは……。

「異端殺しの結界。間に合ったか」

　クレイマンが小さくため息をつく。

　異端殺しの結界。

　俺がかつてケツァルコアトルを斃すために利用した術式だ。

　この結界内にいる限り、異端の神々は著いちじるしく力を失う。

　逆に聖なるモノを纏まとう神罰者の力は増す。

「……ッ」

　俺たちが大聖堂に入って30分は経たつ。

　その間に高等司祭たちが準備し、外から大聖堂を覆おおうように結界を張ったのだろう。

「へぇ、あの消極的な戦い方は時間稼かせぎだったってわけ」

　天華は頰ほおを引き攣つらせながら、なおも笑う。

「でも別に完全に力を失うわけじゃない。アンタひとりくらい、このままでも殺し……」

　絶えない殺意をクレイマンに向ける天華──その足首に光の帯が巻きついたのは次の瞬間だった。

「!?」

　光帯はさらに天華の全身に巻きつく。

　妹だけではない。俺もブリュンヒルデも、同じく光帯の拘束を受けた。

　ほんの瞬またたく間に、躱かわす余よ裕ゆうもなく。

「──やあ、また会ったね」

「……サミュエル・オーウェン!?」

　扉とびらから現れたのは、神罰者随ずい一いちの拘束術式の遣つかい手サミュエルだった。

　奴やつがここにいるということは、戦っていた國崎は……!?

「戻もどったかサミュエル」

「ええ、お待たせしました」

　クレイマンの呼びかけに、サミュエルは笑顔で頷うなずく。

「……やけに遅おそかったな」

　俺が拘束されたことで自由になった師匠もゆっくり立ち上がった。

「さすがに少し手間取りましたから」

「フーン」

「ああ、でもその代わりおみやげがありますよ」

　そう言って、サミュエルは扉の向こうにのびていた光帯を部屋の中に呼び寄せた。

　その光帯の先にいたのは。

「テスカトリポカ!?」

「……」

　驚きよう愕がくする俺の声に、テスカトリポカは反応を示さない。

　その顔はすでに青ざめ、ピクリとも動かなかった。

「大聖堂の外で見つけたので殺しておきました」

「お前ひとりで？」

「ここへ辿たどり着く前にダメージを負っていたようで、楽なものでしたよ」

「フーン」

「リズさんもう少し私に興味持ってくれてもよくありません？」

「何で？」

　師匠もクレイマンも、すでに戦せん闘とう態勢を解いている。

　それだけサミュエルの拘束術式を信しん頼らいしているのだ。

　実際、その信頼に応こたえるように、光帯はビクともしない。

　力を使いすぎた俺は元より、異端殺しの結界で弱った天華とブリュンヒルデにも、この拘束を抜ぬけ出す術すべはないようだった。

「クソッ、解ほどけぇ！」

　天華が憎にく々にくしげにサミュエルを睨にらむ。

　その目からは未いまだに闘とう争そう心しんが失われていなかった。

「どうしますか？」

　サミュエルは端的にクレイマンに問う。

　それは言外に天華を殺すかを尋たずねていた。

「ヤメロ！」

　俺は残された力を振り絞しぼって叫さけぶ。

　が、次にクレイマンの口から出た言葉は俺にとっても予想外だった。

「いや、妹も生け捕どりにできた場合に限り、神仙兄きよう妹だいは大聖女様の許もとへ連れて行く。そのように大聖女様本人から指示を受けている」

「そうですか。では、せめて抵てい抗こうできないようにギチギチに縛しばっておきましょうか？」

「それなら構わん」

「はーい」

「～～～ッ」

　サミュエルの言うギチギチは、骨が軋きしむような締しめつけだった。

　ただ俺も天華も意地で歯を食い縛り、悲鳴だけは上げなかった。無論、プライドの高いブリュンヒルデも。

　だが抵抗できないことに変わりはない。

　そうして、俺たちはサミュエルに拘束されたまま連行された。

　大聖女様とやらの許に。








Another-Great Saint-









「あら？」

　ある音に気づいて、私──大聖女は天てん井じようを振り仰あおぐ。

　それはこの大聖堂の深部──秘ひされた地下大空くう洞どうに入るための扉が開いた音だったからだ。

　そこが開いたということは、何かしらの決着が上でついたということ。

　私はなんとなくドキドキしながら、誰かが階段を下りてくるのを待った。

　やがて現れたのは神しん罰ばつ者のリズ、クレイ、サミュエル。

　それに同年代の少年少女が合わせて三人……と死体がひとつ。

「サミュエル、それは死体みたいですけど、どうしたんですか？」

「ああ、さっき外で仕留めた神です。もう神は死んでますが、その器うつわになっていた体ですから、血を絞れば魔ま力りよくの足しになるかと思って」

「あら、気が利きくんですね」

　私がそう言って褒ほめると、サミュエルは照れたように頭を搔かく。

　その可愛かわいらしい反応に、私はついクスクスと笑った。

　と、そこでふとリズがやけにフラフラしていることに気づく。

「リズ？　なんだか今にも倒たおれそうに見えるけれど？」

「はあ……まあ、この中で私だけ負けたんで」

「えぇ！」

　思わず私は口に手を当てて驚おどろいてしまう。

　彼女は確か弟で子しの神しん仙ぜん雷らい火かと戦いたがっていたはずだけれど。

　それで負けた？　彼女が？

「……そんな驚かれると、さすがの私でも傷つくんだけど」

「あら、ごめんなさい」

　レイといいリズといい、本当に戦いって予想外のことが起きるのね。

「……」

「こほんっ」

　まだリズが睨んできていたので、私は咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かす。

　さて、戯たわむれはこのくらいにして。

　私は三人の虜りよ囚しゆうの中にいる男の子に目を向ける。

「えっと、あなたが神仙雷火さんですか？」

「……ああ」

　神仙雷火は小さく頷いた。

　その表情はなんだかとても硬かたい。

　でも、状じよう況きようが状況ですし、仕方ないのでしょうか。

「俺たちをこんなところに連れてきて、一体どうするつもりだ？」

　神仙雷火は喋しやべりながら、明らかに視線をあちこちにやっていた。

　きっと逃にげ出す手立てが何かないか探しているんだろう。

　一いつ瞬しゆん、隅すみに積まれた死体の山を見て顔が強こわ張ばったが、まだ諦あきらめずに逃げるチャンスを探さぐろうとしている。

　たぶん、このままじゃ殺されると思っているのでしょう。

　まあ、あの死体の山を見られたら誤解されるのも当然でしょうか。

　何かの儀ぎ式しきの生け贄にえにされると思ったのかもしれません。

　こうなったら誤解が深まる前に、すぐ本題に入ってしまいましょう。

「神仙雷火さん──」

　私はゆっくりと彼に手を差し伸のべる。

　彼が容易たやすくこの手を取れるように。

「──もしよろしければ、私と一いつ緒しよに世界中の人々を救いませんか？」





─了─










あとがき









※いつものことですが今回のあとがきはネタバレ満まん載さいです。

　──読者の皆みな様さま、この度たびも『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』第９巻を手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

（國くに崎さき：以降『國』）「そしてそしてぇ！　俺がついにこのあとがき空間に初登場です！」

（マリア：以降『マ』）「……あれ？　今まで國崎さんっていませんでしたっけ？」

（國）「マリアちゃん何気にヒドくない!?」

（マ）「い、いえ、なんだか國崎さんはいつも近くにいるイメージでしたので」

（國）「おっ？　それって俺がマリアちゃんにとってなくてはならない存在ってことで」

（涙るい々るい：以降『涙』）「どっちにしろ空気って意味でしょ」

（國）「涙々ちゃん無む慈じ悲ひィ！」

（國）「俺こう見えて結構がんばってるよ!?　この作品になくてはならない存在よ!?」

（エミリー：以降『エ』）「さっきからうるさい奴やつだ……」

（エ）「というか、今回は主あるじ殿どのやあの小こ娘むすめはいないのだな」

（國）「あっエミリーちゃんウッス！　あれ、ここだとあとがきの女王って呼ぶンだっけ？」

（エ）「本当に空気以下の存在にしてやろうか!?」（死し霊りよう兵へいわらわら）

（國）「ウギャー！　たんまタンマ！」

（涙）「……まー、まじめな話、実際國崎って本編でもわりと活かつ躍やくしてるのよね」

（エ）「そうだったか？」

　──そうですね。ちょっと國崎の戦果とか箇か条じよう書がきしてみます？

『２巻』ＶＳオシリス戦「アメミットを射殺してマリアの危機を救う」

『５巻』ＶＳケツァルコアトル戦「ケツァルコアトルの『レガリア』を太陽戦車で受け止めて時間を稼かせぐ」

『６巻』ＶＳ天てん華か戦「キュクロプス三体を射殺して雷らい火かとブリュンヒルデを援えん護ごする」

『７巻』ＶＳリズ戦「リズの刀の柄つかを射て居合いを止めて雷火を援護する」

『８巻』「神しん罰ばつ者サミュエルと天使群団を足止めして雷火たちを逃にがす」

『９巻』「サミュエルから逃げて生き延び、その足で涙々ＶＳドミトリ戦に駆かけつけてアバドンと交戦、最後はドミトリを射殺して涙々の危機を救う」

（マ）「……確かにこうして見ると凄すごいですね」

（涙）「あとは７巻でロキたちに襲しゆう撃げきされた時、遠くからいつでも援護射撃できるように備えてたりとかね」

（涙）「敵大将を討うち取ったみたいな派手な活躍はないけど、どれも仲間を救ったり、あるいは逆転のキッカケになったりしてるわ」

（涙）「あとは何気にしぶといところも重要ね」

（涙）「ぶっちゃけ、國崎がいなかったら私たちとっくに全ぜん滅めつしてるわね」

（國）「お、おおう」

（國）「こんなに持ち上げられたことがないから、どう反応したらいいか分からないぜ。ははは」

（マ）「確かに、私たちは國崎さんに対する感謝が足りなかったみたいですね……」

（マ）「國崎さん、いつもありがとうございます」

（國）「おおおお！　マリアちゃん……！」

（國）「そ、それじゃ頑がん張ばったご褒ほう美びに俺とデート」

（マ）「あ、スミマセン。そういうのはちょっと」

（國）「うわああああああん！」

（涙）「はあ、結局締しまらない男ねぇ」




（エ）「……どうあっても三枚目の宿命から逃のがれられぬ奴だな」

（エ）「まあ、そんな阿あ呆ほうな男は放ほうっておいて謝辞に入らせて貰もらおう。イラストレーターのよう太た様、バトルバトルな今巻も素晴らしいイラストの数々誠に感謝である。さらに担当様に編集長様、デザイナー様に営業様、流通様に書店員様々方、お陰かげ様さまでこの度も無事に本を出すことができ、いつも感謝してもし足りないほどである。これからもどうかお力ちから添ぞえの程ほどをお願いする。そして、いつもこの本を買ってくださった読者の方々、いよいよ佳か境きように入る『ラグナロク編』だが、次巻もこれまでと変わらぬ応おう援えんをいただければこれに勝まさる幸こう甚じんはない。どうかこれからも我々の戦いを見届けていただきたいと思う」

　──それではまた次巻もよろしくお願いします！





２０１８年４月某ぼう日じつ　なめこ印じるし
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